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日時：2022 年３月 14 日(月) 9:30 ～ 

場所：第３委員会室 

 

１ 開  会 

 

 

２ 委員長あいさつ 

 

 

３ 協議事項 

⑴ 付託案件の審査について 

   ～別紙付託分類表及び審査日程表のとおり～ 

 

 

 ⑵ 意見・要望のまとめ 
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５ 閉  会 
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令和４年第２回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

【建設経済委員会】 

  第６号議案 豊岡市立玄武洞公園の指定管理者の指定期間変更について 

  第19号議案 豊岡市中小企業振興基本条例制定について 

  第20号議案 豊岡市下水道条例の一部を改正する条例制定について 

  第21号議案 豊岡市集落排水処理施設等の設置及び管理に関する条例の一部を改

正する条例制定について 

  第30号議案 令和３年度豊岡市水道事業会計補正予算（第４号） 

  第31号議案 令和３年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第３号） 

  第41号議案 令和４年度豊岡市水道事業会計予算 

  第42号議案 令和４年度豊岡市下水道事業会計予算 

 

 

 

 

予算決算委員会付託議案に係る分科会分担表 

 

【建設経済分科会】 

  第22号議案 令和３度豊岡市一般会計補正予算（第20号） 

  第32号議案 令和４年度豊岡市一般会計予算 

  第44号議案 令和４年度豊岡市一般会計補正予算（第１号） 
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令和４年３月定例会 

建設経済委員会・分科会 審査日程表 

審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月14日（月） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業委員会】 

 

 

 

 

【環境経済部】 

環境経済課 

大交流課 

 

 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担当）

城崎温泉課 

 

 

 

 

 

分第32号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

分第32号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

分第32号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

9:30 

～ 

12:00 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

コウノトリ共生課 

地籍調査課 

 

 

 

分第32号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

13:00 

～ 

14:10 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

 

 

 

分第32号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

 

 

 

  

14:20 

～ 

15:40 
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審 査 日 程 所 管 部 課 名 審  査  区  分 予想時間 

３月14日（月） 

15：50～ 

 

 

第３委員会室 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

分第32号議案（一般会計予算）＜説明・質疑＞ 

・主要事業等の予算説明 

・債務負担行為、地方債の説明 

 

15:50 

～ 

17:00 

○第41号議案（水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第42号議案（下水道事業会計予算） 

＜説明・質疑・討論・表決＞ 

 

 分第32号議案（一般会計予算） 

＜討論・表決＞ 

 

≪分科会審査意見・要望のまとめ≫ 

分第32号議案（一般会計予算） 

 

≪委員会審査意見・要望のまとめ≫ 

○第41号議案（水道事業会計予算） 

○第42号議案（下水道事業会計予算） 

17:00 

～ 

18:00 

※ 午前中の部署は全部署９時 30 分までに入室いただき、農業委員会の終了・退席後、環境経済部と 

各振興局を合同で説明・質疑を行います。 

午後は、部単位で入室いただき、説明・質疑を行い、説明・質疑が終了した部は退席いただきます。 

 

分予算決算委員会 建設経済分科会分担議案 

○建設経済委員会 付託議案 

※14日中に当初予算の討論・表決を行い分科会及び委員会の意見・要望の取りまとめを行います。 
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審 査 日 程 所 管 部 課 名 審   査   区   分 予想時間 

３月15日（火） 

９：30～ 

 

 

第３委員会室 

 

＜１部＞ 

【各振興局】 

地域振興課（地域振興担

当） 

 

【上下水道部】 

水道課 

下水道課 

 

 

 

 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第 20 号議案（下水道課） 

○第 21 号議案（下水道課） 

分第 22 号議案（関係課） 

 ※第 22 号議案の討論・表決は２部で行

います 

○第 30 号議案（水道課） 

○第 31 号議案（下水道課） 

分第 44 号議案（日高地域振興課・出石地

域振興課） 

※第 44 号議案の討論・表決は２部で行い

ます 

 

 

 

9:30 

～ 

10:30 

＜２部＞ 

【環境経済部】 

環境経済課 

大交流課 

 

【コウノトリ共生部】 

農林水産課 

コウノトリ共生課 

地籍調査課 

 

【都市整備部】 

建設課 

都市整備課 

建築住宅課 

 

【農業委員会事務局】 

 

 

 

《付託案件》 

＜個別に説明・質疑・討論・表決＞ 

 

○第６号議案（大交流課） 

○第 19 号議案（環境経済課） 

分第 22 号議案（関係課） 

分第 44 号議案（環境経済課・大交流課・

農林水産課） 

 

 

 

《委員会（分科会）審査意見、要望のまと

め》 

 

 

 

10:40 

～ 

 ※ ３月 15 日（火）の審査については、新型コロナ対策のため２部制で開催します。そのため、

議案順の審査とならないことご承知おきください。 

   ９時 30 分から各振興局及び上下水道部の審査、退席後、10 時 40 分頃から環境経済部、コウ

ノトリ共生部、都市整備部及び農業委員会事務局の審査を行います。 
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午前９時２４分 委員会開会 

○委員長（清水  寛） おはようございます。 

 それでは、皆さんおそろいになりましたので、建

設経済委員会を開会します。 

 改めまして、おはようございます。 

 本日はホワイトデーということで、皆さん恐らく

準備をされてると思いますけれども、３倍返しぐら

いをされることを、しっかりとしていただければと

思います。 

 また、本日の委員会は、終了時刻が午後６時とい

うふうなことですので、皆さん、段取りよく進めて

いきたいと思いますので、そのつもりでご協力をよ

ろしくお願いします。 

 また、本日の委員会に当たりまして、但東振興局、

羽尻局長、建設課、北村参事の欠席について申出が

あり、許可をいたしておりますので、ご了承願いま

す。 

 それでは、協議事項１番、付託案件の審査に入り

ます。 

 審査につきましては、お手元に配付しております

審査日程表のとおり、議案審査の順序を入替え、本

日は令和４年度各会計予算案の説明、質疑、討論、

表決及び委員会・分科会審査意見、要望の取りまと

めまでを行います。 

 明日１５日に、その他の議案の説明、質疑、討論

及び表決を行った後、議案全体についての委員会・

分科会意見の要望の取りまとめを行うことといた

したいと思います。 

 これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 なお、当局の説明は、基本的には部単位で組織順

としますが、スムーズに進行いたしたいので、審査

日程表のとおり、午前の日程を一部変更しておりま

す。午前は、農業委員会の後、環境経済部と各振興

局を一括して審査します。午後は、コウノトリ共生

部、都市整備部、上下水道部の順に審査を行いたい

と思います。 

 なお、委員の質問については、丁寧な対応をお願

いしたいと思います。また、委員会での発言は、委

員長の指名の後、発言者名を名のって、マイクを使

用してから行っていただきますようお願いいたし

ます。 

 それでは、委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、

答弁に当たりましては、くれぐれも要点を押さえて、

簡潔明瞭に行うなど、スムーズな議事進行に格別の

ご協力をお願いします。 

 ここで委員会を暫時休憩します。 

午前９時２７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２７分 分科会開会 

○分科会長（清水  寛） ただいまより建設経済分

科会を開会します。 

 それでは、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般

会計予算を議題とします。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔にご説明願

います。順序については、歳出、歳入、債務負担行

為、地方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 それでは、農業委員会からお願いします。 

 農業委員会、丸谷局長。 

○農業委員会事務局長（丸谷 祐二） おはようござ

います。よろしくお願いいたします。 

 それでは、一般会計予算説明書の２０９ページを

ご覧ください。一番下の欄になります。農業委員会

事務局で所管する予算は、農業委員会費と農業委員

会の農業者年金事務費等がございます。農業委員会

の中心となる業務と言いますのは、農地法に基づく

農地の権利移転の許可等の事務と、担い手への農地

集積集約化及び遊休農地の発生防止、買収、解消等

の農地利用の最適化と言われる業務となります。令

和４年度は、現在の委員の３年任期のうちの３年目

ということになります。これまで２年間の活動の成

果を踏まえまして、任期最終年度も活発な活動を進
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めてまいることとしております。 

 同じく２０９ページの一番下になります。まず、

委員報酬についてでございます。農業委員１８名分

７５４万６，０００円、それから、ページをめくっ

ていただいて、２１１ページの一番上です。農地利

用最適化推進委員２５名分９９６万円の人件費を

計上しております。 

 次に、ページの中ほど、農業委員会費５００万４，

０００円で、これは対前年比で７９万３，０００円

の減となっております。これは、現委員の任期３年

目となることから、視察研修をこれまでの泊付研修

から、日帰りの研修に変更することなどによるもの

でございます。 

 説明欄の下から４行目になります。農業者年金事

務費でございます。１８万５，０００円、こちらは

農業者年金の加入推進及びその手続に係る事務経

費でございます。 

 次に、歳入の主なものをご説明をさせていただき

ます。 

 ４９ページをご覧ください。それでは、４９ペー

ジ、これも一番下の欄になります。下から３行目、

農業委員会交付金５８８万３，０００円でございま

す。これは農業委員会法に基づきまして、兵庫県か

ら交付される補助金となります。事務局職員の人件

費に充当をしているものです。 

 次に、ページをめくっていただいて、５１ページ、

説明欄の上から２項目めの機構集積支援事業費補

助金３６万８，０００円でございます。これは、農

地中間管理機構である兵庫農林機構が、担い手への

農地集積集約化を促進するに当たりまして、農業委

員会がその関連する業務を行うこと、これを適切に

実施できるように補助されるものでございます。本

市におきましては、農地法に基づく事務の適正実施

のための事務を補助対象としておりまして、農地台

帳システムの運用に係る会計年度任用職員報酬、そ

れから、３年度から制度改正によりまして実施する

こととなりました利用意向調査の対象者への郵送

調査、これのかかり増し分に充当をしております。

従来は、意向調査の対象とならなかった方が新たに

対象になったということによる増加分でございま

す。 

 その８項目下になります、ページの中ほどの農地

利用最適化交付金２６７万６，０００円は、担い手

への農地集積集約化等の農地利用の最適化、これが

農業委員会の必須業務となっておりますことから、

それぞれの農業委員、推進委員の活動を活発化する

ために予算化されたもので、それぞれの報酬に充当

をしているものでございます。 

 その次の国有農地等管理処分事業事務取扱交付

金、こちらは主に竹野地域にございます国有農地の

管理業務に対して、兵庫県から交付されるものでご

ざいます。 

 続いて、６７ページの中ほどになりますが、雑入

のうち、受託料の欄の農業者年金業務でございます。

８５万５，０００円、こちらは独立行政法人農業者

年金基金からの委託料で、事務局職員の人件費と事

務費に充当をしております。 

 なお、債務負担行為、地方債につきましてはござ

いませんので、説明は省略させていただきます。 

 農業委員会からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 それでは、丸谷局長についてはご退席いただいて

結構です。 

 どんどん先行きます。 

 続きまして、環境経済部の説明を課ごとにお願い

します。 

 それでは、まず、環境経済課からお願いします。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） それでは、歳出のほ

うから、まず、９１ページをお開きください。大丈

夫でしょうか。９１ページ、一番下にあります基金

管理費が５億６，７４２万７，０００円ありますけ

れども、このうち５億円が環境経済課分ということ

になります。これはふるさと納税の一応１０億円新
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年度は見込みというふうなことをしておりまして、

歳入１０億円から事務費相当５億円を差し引いた

残りの５億円を基金に積み立てようとするもので

す。具体的には、そのページ一番下にあります地域

振興基金積立金に４億９，０００万円、それから少

し戻って、コウノトリ基金積立金、こちらに１，０

００万円ということで、合わせて５億円を積み立て

ようとするものです。 

 続きまして、９５ページをお開きください。大丈

夫でしょうか。一番下にありますふるさと応援寄附

金推進事業費５億円、これが先ほど申しました事務

費に相当する５億円ということになります。新年度

は、ＡＮＡふるさと納税という新しいサイトを１つ

加えまして、７つのポータルサイトで寄附金を募っ

ていきたいというふうに思っています。この５億円

のうち、一番大きいのが一番下にあります業務委託

料ということになりますけれども、これが各ポータ

ルサイトに払う手数料、それから返礼品の調達等を

含む費用ということになります。 

 続いて、１２７ページに飛んでください。よろし

いでしょうか。これも下のほうになりますが、まず

は、下から２つ目、特産振興事業費２９４万８，０

００円、こちらは主に補助金、豊岡かばんのブラン

ドＰＲ推進事業２００万円ということで、ここ数年

継続して行っているものです。ＫＩＴＴＥ丸の内等

を使った東京展示会への支援、それからＳＤＧｓ商

品の開発等への支援ということを行っております。 

 それから一番下にあります企業誘致推進事業費

１，３４７万６，０００円ですけれども、これは次

のページ、１２９ページのほうに移っていただいて、

ＩＴ企業誘致のためのまずマッチングイベントに

出展するための負担金、それから、マッチングイベ

ントで出会った企業のうち、ターゲット企業をどう

いうふうに選定するか、豊岡にどの企業が合うかと

いうふうな指導、助言をいただくための支援業務の

委託料、それから実際に相手企業の誘致が決まった

際に、事業所を開設する支援事業費というふうなこ

とで補助金、こういったことを組み立てております。

補助金のほうは継続分を２２０万円と、あと新規で

２件を想定して、合計７９０万円を予算化しており

ます。 

 続いて、内発型産業育成事業費５，９６７万９，

０００円ですけれども、この主なものとして、中ほ

どにあります手数料２２０万円というのが、ニホン

継業バンクの利用料ということで、今回初めて予算

化をしています。これについては、財源充当があり

ますので、後ほどご説明します。それから業務委託

料、総合相談業務委託料はＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫ

Ａに係るものです。それから補助金として、ステッ

プアップ支援補助金３，５００万円、昨年度は２，

０００万円でしたが、ここ拡充して増やしておりま

す。それと創業支援事業費１，３００万円、この補

助金は例年並みとしております。 

 次の項目、Ｉターン推進事業費８０６万７，００

０円ですけれども、業務委託料として、上２つが「飛

んでるローカル豊岡」の運営に係るもの、合わせて

２８０万３，０００円、それから移住相談窓口運営

業務委託料でしておりますのが、暮らしのパーラー

という、民間への移住窓口の委託ということになり

ます。それと、空き家実態調査実証業務と書いてお

りますのが、空き家のアプリを使った実証実験とい

うことで６６万円を予算化しております。 

 続いて、Ｕターン推進事業費につきましては７９

２万６，０００円とありますけれども、業務委託料

として、ジョブナビですとか、しごと相談会、それ

から就活応援ブック等を例年どおり予定しており

ますのと、次のページに移っていただいて、１３１

ページ、一番上です。高校生の総合学習等支援事業

費ということで、各学校への補助事業を行っており

ます。 

 それから、次の定住推進事業費につきましては、

移住を考えられる方に対して定住促進するための

各種補助金ということで、補助金の一番上にありま

す定住促進事業費としては、空き家改修ですとか、

引っ越し費用の補助、次の移住促進支援事業費は、

宿泊ですとか、飛行機、レンタカー等への補助、そ

れから東京圏からの移住支援事業費としては、これ

国県の随伴補助ということになりますけれども、こ
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ういうメニューもそろえておりますのと、学生向け

シェアハウス改修事業費は、県の随伴補助という形

で予算化をしています。 

 続いて、１３９ページをお開きください。大丈夫

ですか。一番下にあります地域おこし協力隊の推進

事業費、このうち継続の８人分と新規１５人分を環

境経済課の予算としております。今回大きく変わり

ましたのは、業務委託料に組み替えると、これまで

報償金ですとか、例えば物品購入実費とかを支出し

ておりましたけれど、まとめて業務委託料とすると

いうふうなことで、２億６，３１３万２，０００円

が全体の業務委託料という形になります。 

 それから、２０９ページに飛んでください。大丈

夫でしょうか。真ん中の枠です。労働費ということ

で、これは例年どおり予算化をしております勤労者

住宅の対策事業費等もありますけれども、一番下に

あります若者定住促進事業費というのが、但馬技術

大学校を卒業し、地元に就職される方への２年次の

授業料補助ということで、これも毎年予算化をして

いるものです。１１万９，０００円掛ける４人分と

いうことで、４７万６，０００円を計上しておりま

す。 

 続いて、２３１ページに飛んでください。よろし

いでしょうか。一番下にあります商工振興費のうち、

まず商工振興事業費ということで、これは一つには、

業務委託料のところに中小企業等経営安定化支援

業務という、６６０万円がありますけれども、コロ

ナ禍で商工団体に各事業者への窓口、相談というも

のを強化していただくということで、コロナ禍から

スタートさせた事業ですが、新年度もまだ相談業務、

かなり必要になってくるというふうに見込んでお

りますので、６６０万円を再び予算化しております。 

 それから、次の中小企業金融対策事業費というこ

とで、これ例年、制度融資ということで５億円を金

融機関に預託をして、４倍協調で２０億円の貸付枠

を設けておりますけれども、その１つ上にあります

利子補給金ということで、中小企業融資資金の利子

補給、これはコロナ対策として、３年間利子補給し

ている分がありまして、その分の予算として５６３

万２，０００円を今回計上いたしております。 

 それから、一番下の内発型産業育成事業費ですけ

れども、これ本会議でも話題にしました経済ビジョ

ンの策定のための経費ということで、新年度新たに

２６９万９，０００円を計上いたしております。 

 次のページ、２３３ページをお開きください。こ

の中で、一番下の産業用地整備事業費だけ触れさせ

ていただきます。新年度も県道但馬空港線脇に産業

用地整備を進めていきます。新しい年度は水路工を

２，９４０万円造成工事ということで、関連する費

用を計上いたしております。 

 続いて、２３５ページ、次のページです。２つ目

の枠で、特産振興事業費３，４５０万２，０００円

というものがあります。基本的には、鞄協会、その

他団体への補助金というのが、この項目になります

けれども、新年度は新しいものとして、保守点検委

託料、それから業務委託料のところに、ふるさと応

援寄附金特設サイトというものを計上しておりま

す。これは、自由度の高い市自前のサイトを持つと

いう流れが、今全国で広がっておりまして、豊岡市

としても市特設のサイトを今回立ち上げたいとい

うふうに思っておりまして、１９万８，０００円と

２１７万１，０００円を予算化しております。 

 それと、真ん中ぐらい、負担金の項目で一番下に

豊岡鞄認知度向上事業費１，６００万円としており

ますのが、かばんとふるさと納税のシナジープロジ

ェクトということで、お互いが共鳴し合う形で振興

を図っていくというものを、今回新たに予算化をさ

せていただきました。歳出は以上です。 

 続いて、歳入、財源のほうに移りますが、４１ペ

ージに戻ってください。大丈夫でしょうか。４１ペ

ージ、一番下に地方創生推進交付金がありますけれ

ども、このうち２，３６１万円が環境経済課の事業

に充当をされます。 

 続いて、５５ページです。上から２つ目、ひょう

ご地域創生交付金、このうち１，２３０万円が環境

経済課、内発型産業育成等に充当をされます。 

 続いて、５９ページ、一番下ですけれども、ふる

さと応援寄附金、ふるさと納税、新年度は１０億円
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を目標といたしておりますのと、企業版ふるさと納

税のほうも１，０００万円を目標として計上いたし

ております。 

 次のページ、６１ページをお開きください。真ん

中の繰入金の一番上、財政調整基金繰入金、このう

ち３，２７０万円を産業用地への整備に充当をいた

します。 

 それから、少し下りて、地域振興基金の繰入金、

このうち６，４００万円が環境経済課の事業に充当

をされます。 

 １つ飛んで、企業版ふるさと納税地方創生基金繰

入金というのが、継業バンク、その他移住定住施策

に充当されるものです。信金中央金庫から１，００

０万円寄附をいただいて、３年間に分けて充当させ

ていただくというふうなものです。 

 それから、次のページ、６３ページの一番下、諸

収入の枠の中で、真ん中辺り、勤労者住宅融資資金

貸付金と中小企業普通融資資金貸付金の、これ預託

金の回収というふうなことで、預託をして返ってく

るということを、毎年繰り返して行っているもので

す。 

 それから、７７ページに飛んでください。よろし

いでしょうか。最後ですけれども、一番下、過疎対

策事業債、このうち１，０７０万円が環境経済課分

として充当をされることになります。 

 続いて、債務負担のほうに移りますので、９ペー

ジをお開きください。債務負担行為の第２表の上か

ら３段目、若者定住促進事業費補助金、これ先ほど

説明しました但馬技大の生徒に向けたもので、債務

負担４７万６，０００円を計上しております。 

 それから、１つ飛んで、中小企業融資資金に係る

損失補償１，４００万円ということで、制度融資が

もし代位弁済等になった場合、補償額として、市も

負担する必要がありますので、そういうことに備え

て１，４００万円という額を債務負担しております。 

 それから、一番下、中小企業融資資金利子補給事

業ということで、先ほども触れました３９７万８，

０００円を令和５年度から７年度分として債務負

担しております。 

 続いて、地方債で、１１ページです。一番下にあ

ります過疎対策事業債、このうち１，０７０万円が

環境経済課分ということになります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

○委員（西田  真） よろしいか。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと何点か、確認をする

んで教えてください。 

 ２０９ページの若者定住、１１万円の４人分の４

７万６，０００円ですか、この４人というのはどう

いう人数なんですかね。その内訳をちょっと教えて

いただけませんでしょうかね。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ４人程度の枠を持っ

ておくというだけで、特に最近では２人とか１人と

か対象者はそういうことでしたけれども、一応予算

としては４人分確保してると、そういう意味だけで

す。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今までは、２人とか１人で、

それほど多くはないということで、そういう理解で

よろしいんですかね。 

 あとマッチングイベントと支援業務の委託料、１

１０万円と７９０万円、この辺も説明もうちょっと

詳細に教えていただけませんかね。（「何ページで

したっけ」と呼ぶ者あり） 

 １２８ページ。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ＩＴ企業誘致をする

際にこれまで、それこそ全方位にこれもＰＲをして、

脈がありそうなところを探して探して、交渉するっ

ていうふうなことをしておりましたけれども、こう

いうＩＴ企業と自治体を結びつけるマッチングイ

ベントみたいなことが最近は行われるようになっ

てきまして、本年度もこのオンラインイベントに参

加をし、４社ぐらい今でも交渉が続いて、ＩＴ企業

誘致、こちらに出て進出してくれそうな企業が出て
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きています。非常に効果が高いというふうなことが

あるので、新年度もこのマッチングイベントに参加

したいというふうに思っています。 

 ただ、どの企業さんがどういう業務をしていて、

豊岡市の課題にぴったりマッチするか、そういった

あたりっていうのは、なかなか我々普通の行政職員

では分かりにくいとこがありまして、やはり専門知

識を持った方に一緒にいていただいて、この企業を

引っ張ってこようという、見定めをする必要があり

ます。その辺りは専門家の方に支援をしていただき

たいということで、併せて業務委託料を予算化して

ると、こういう状況です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） めどとか、そういう感じはど

んな感じで思っておられますか。全然分からない、

まだ。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） まだ分からないとこ

ろありますけれども、本年度でもかなり感触よく進

めておりますので、新年度はさらに力を入れて、こ

のイベントに２回出展したいということで、２回分

の予算を上げさせていただいております。１回の出

展料が５５万円という予定ですので、この２回分で

１１０万円という、そういう予算化をして、少し拡

充……。 

○委員（西田  真） １回５５万円。 

○環境経済部長（坂本 成彦） はい。拡充していこ

うと思っています。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと続けて、申し訳ない

ですけど。 

 １３１ページの定住推進の東京圏の移住に１２

０万円、これはどういう感じで思っておられるんで

しょうか。その辺も詳しく教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） これは国の事業でし

て、まさに東京圏から地方に移住する場合は、ご家

庭をお持ちの方だと１００万円、単身だと６０万円、

国からは補助しますよ、だから地方に移住してくだ

さいという、こういう政策がありまして、国が２分

の１、県が４分の１、市が４分の１という、随伴の

形になって補助がなされるというものになります。 

 一応、市としては３件分、単身は１人にしてたと

思うんですけど、ちょっと中身が単身と所帯持ちと

分けてですけども、３件分を予定して予算化だけは

しているということになります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません。ちょっと１人ば

っかりで申し訳ないですけど。 

 ２３３ページの産業用地の分の水路工２，９４０

万円ですね。ここの分、この産業用地いうのは、今

度は水路工でやられるんですけど、この産業用地と

して売り出すのはいつ頃を目標にいろいろと整備

をされとるんですかね。ほいで、何億円でしたかい

ね。その辺も含めて。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 今の予定では、２０

２３年度中に募集がかけれるかなというぐらいな

スケジュール感と思ってます。ちょっと国、県の工

事の進捗状況で変わってくると思いますけれども、

それと全体事業費はちょっと今数字持ってきてま

せんので、またお答え改めてさせていただいていい

ですか。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） この産業用地、区画といいま

すのか、何区画とか、そういうのが分かってますか

ね。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 全体で１．５ヘクタ

ール程度で、３区画に分けてになりますけど、を予

定しているところです。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。 

 もう１点だけ。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ふるさと応援の分ですけど、

この５億円の分、９５ページでしたですかね。ちょ

っとこの辺、もう一度だけ詳しく説明いただければ

ありがたいです。 
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○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ７つのポータルサイ

トで募集をかけていくということになるんですけ

れども、どこを言えばいいかな。大きい数字のとこ

ろとして、通信運搬費というのも結構、３，２８９

万２，０００円とあるんですけれども、要は返礼品

を送るときの配送料というのか、こういったものも

市の事務費として負担して、お客様に届けるという、

今そういうことになっておりまして、これも費用、

事務費の一つとして上がってきます。 

 それから業務委託料は、先ほども触れましたけれ

ども、ポータルサイトに返礼品を調達してもらって、

それを送ってもらうという、この一連の事務を全部

委託してますので、それにかかる費用と、当然手数

料がかかってくるので、それをのけた形と。これが

要は寄附金の５割以下でないといけないという取

決めがありますので、１０億円に対して最大５億円、

一応事務費として持たせていただいてると、返礼品

はその中で３割と、こういうスタイルになってます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 返礼品は３割以下で、もうこ

れは国のほうで決まっとるやつでありますし、そし

て、あとの事務的なやつの２割という、金額自体が

それは決まりはあるんでしょうけど、何か高いよう

な感じといいますんか、ちょっと事務経費２割はど

うなんかなと、それは決まりがあるんで、それに合

わせてはるんかどうか知りませんけど、その業者は

もう固定という感じですか。それとも応募して、そ

れをヒアリングして、確認されて決められたのか。

それとも、いや、もう大概もうみんな２割程度です

わというような感じなのか。その辺どうですか。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 例えばＪＴＢの「ふ

るさとチョイス」、楽天とか、いろんなポータルサ

イトありますけど、それぞれによって手数料率が実

は違います。１０パーセント強というのが大体の相

場かなという感じはしますけれども、それがそれぞ

れにやっぱり決まっていて、そこと契約しようと思

うと、それだけの手数料をお支払いしないといけな

いということになります。ただ、これ直営でできる

かっていうと、返礼品集めてきて、梱包して発送し

てみたいなことを、とても僕らやってられるわけあ

りませんから、その手数料を払ってでも委託をする

ほうが、入ってくる額も非常に多くなるしというこ

とで、ここは事務費の中で泳げる分ですから、もう

割り切って、業者に委託して、とにかく窓口を広げ

ると、そういう戦法を取ってるということです。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その業者は何社。１社だけで

すかね、複数社ですか。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ７つのポータルサイ

トというふうに申し上げました。一応お伝えしてお

きますと、ＪＴＢの「ふるさとチョイス」、楽天、

「さとふる」、「ふるなび」、ａｕＰＡＹ、それか

らＪＡＬふるさと納税で、今回新たなＡＮＡふるさ

と納税と、この７つを窓口にしようと思っています。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その資料出してもらえません

かね。 

○分科会長（清水  寛） そしたら、改めて、その

資料をまた委員のほうに配付願います。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 分かりました。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかありますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） ３点あります。１つは、中小

企業振興条例の中で、大企業というのがありまして、

たしか３つというふうに言われたと思うんですけ

ど、それが例えば但馬松下とか、ああいうとこが入

ってるのか、豊岡の会社なのかお聞きしたいです。 

 それで２つ目が、ページ数をちょっと指定できな

いですけど、たしか中核工業団地への水道の補助が

今後数年の分が出てたと思うんですけど、がくっと

減ってたように思うんですが、違いますかね。 

 それと３つ目が、ステップアップ支援ですか、３，

５００万円ということでしたけど、補正１号で２，

０００万円プラスってなって、合わせたら５，５０
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０万円なんでしょうか。それとあと、下限５０万円

というふうに設定されてます。そしたら、要するに

最大の補助が一時期より３０パーセント以上悪い

ところ、最大の補助が３分の２ということは、７５

万円以上の設備投資みたいなところ以上というこ

とになりますよね。下限が５０ということは。で、

間違いないでしょうか。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 中小企業振興条例の

件は、あしたの議案なんで。そちらにしたほうがい

いのかなと。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員、今、部長のほ

うからありましたけども、その点については、あし

たということでよろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○分科会長（清水  寛） そしたら、それ以外の点

でよろしくお願いします。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 中核工業団地への補

助は、ちょっと環境経済課としての予算ではなくて、

財政部門でやってるので、私のほう詳細の数字、今

持ってきておりませんし、お答えがしかねますので、

お許しをいただきたいと思います。恐らく使用水量

によって変動しますので、水量が少なかったら低く

なるということになります。 

 それから、ステップアップ支援補助金ですけれど

も、委員おっしゃっていただいたとおり、当初予算

では３，５００万円という枠を設けましたけれども、

コロナの臨時交付金を活用して、コロナで特に減収

になってる方に対して拡充枠を特別で設けたいと

いうことで、２，０００万円の追加補助をお願いし

たところです。 

 それと、補助の下限は５０万円からということに

なっておりまして、この辺りもコロナ禍で小規模事

業者を支援した際には２０万円ぐらいまで下げて

したこともあるんですけれども、補助額５０万円、

この辺り以下のところはやっぱり事業者の自助努

力で何とかしていただきたいというふうなことで、

少し大きめの投資を、それでも今やりたいと、しん

どい中でもやりたいというところに対して、市とし

てはサポートさせていただくのがいいかなという

ふうに思って、この下限枠を設けたところです。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 了解しました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） はい。 

○分科会長（清水  寛） ほかありますか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） お尋ねします。２３５ページ

に、特産振興事業費ということで、特に今回かばん

の返礼品として使って、認知度を上げようというこ

となんですが、そのほかの特産品と言われておりま

す杞柳は、ここに少しばかり補助金が入っておりま

す。見てみますと、城崎の麦わら細工も考えられて

いると、金額はともかくとして。例えば出石の出石

焼なんかは、この中では何の措置もされていないと

いうことでよろしいんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 新年度は特段大きな

ものはないですね。これまで東京の青山のスクエア

で出展されるようなところに対して補助をしてい

たという経緯はあるんですけれども、コロナでちょ

っとそういったこともできないということもあっ

て、新年度、そういった予算化はしていないという

状況です。 

 ただ、今、地域おこし協力隊で、実際に後継者っ

ていう意味で、１人入っていただいてサポート続け

てますので、むしろそういったことの支援のほうが、

現場としてはありがたいということだろうと思い

ます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） ふるさと納税の返礼品で使う

ほどの生産量は難しいんだろうというふうに思い

ますし、この手法はちょっと使いにくいのかなとい

う感じは受けますけども、何か聞いておりますと、

高齢者へのお祝いの品に使っていただいてたと。と

ころが、それをペケになったような気がします。と

なると、業者さんの言われる話では、生産能力が余



 9 

ってるみたいな話がありまして、逆にちょっと売上

げが減って苦しいんだというような話が出てきて

いますので、どないしたのかなというふうに。もう

ちょっとどういう手があるのか分かりませんけど

も、今後掘り下げて、特産品としていけんところか、

もうちょっと手があるんかどうかというようなこ

ともお願いをしたいと思います。 

 杞柳製品も麦わら細工も気になりますが、これも

規模としては縮小規模なんでしょうけども、それぞ

れの事情を抱えておられると思いますんで、またこ

の事情を調べてやっていただきたいというふうに

思います。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。答弁は何か

ありますか。いいですか。 

○委員（石田  清） 特に答弁はよろしいです。 

○分科会長（清水  寛） ほかにございますか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 来年度の予算で、何だったか

な、質問で地域おこし協力隊の個人のいろんな紹介

のページの何か、最近、特産品の何か作る、それは

この中に入ってる。 

○分科会長（清水  寛） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） そのページはもう今

年度内にやってしまおうと思ってまして、それこそ

地域おこし協力隊の啓発事業費という、その中でや

りたいなというふうに思って、何とか今年度中に仕

上げたいなと、今鋭意進めているところです。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） 詳細、またサイトとか言われ

るとか。決まったら教えてください。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございますか。よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 次に、大交流課の説明をお願いします。 

 環境経済部、谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） まず、歳出のほう

から説明させていただきたいと思います。新規事業

だとか、主立ったものをかいつまんで説明させてい

ただきます。 

 まずは、９５ページをお開きください。よろしい

でしょうか。城崎国際アートセンター管理費です。

多くは経常的な経費ですけれども、来年度、設備の

経年劣化による対応というところで、城崎アートセ

ンター管理費の４行目です。修繕料が少しかさんで

おりまして、消防設備費でありますとか、空調など

を手入れをして修繕をしたいというふうに考えて

います。 

 次が、地方創生推進交付金に飛びますけれども、

１３１ページをお開きください。中段辺りに専門職

大学との連携推進事業費というのが１，０５４万４，

０００円を計上させていただいておりまして、これ

は継続事業ですけれども、大学ができたことで、大

学の知見を地域課題の解決に役立てようというと

ころで、積極的な大学の活用という視点から、引き

続き予算を上げさせていただいてます。例えば今年

ですと、高校生への演劇ワークショップであります

とか、中学生に対するプレカレッジ、将来のキャリ

アを考えるという意味のプレカレッジだとか、あと

コミュニティ・ツーリズムというところで勉強して

おりまして、引き続き来年度もやってまいりたいと

いうふうに思っています。 

 それから、その下の観光事業費のうちの補助金の

豊岡市ワーケーション推進事業費ということで、こ

れも継続事業ですけれども、１件当たり２分の１を

上限に１００万円で補助金を考えております。ご案

内させていただいておりますけども、今年度城崎ア

ートセンターにワークスペースを整備をしまして、

市全体としていろんな滞在の仕方ができるまちと

いうふうに売っていきたいということで、民間の動

きを促進したいという意味での推進事業費でござ

います。 

 その下の観光まちづくり推進事業費のうちの負

担金、企業人派遣ということです。これは大都市の

企業に勤める人が地域の自治体に所属をして、地域

課題を解決するような取組をする場合、国のほうか

ら１人当たり５６０万円の交付税措置がなされま

す。現在、神姫バスから２人、ＪＲ西日本から１人、

それから日本航空につきましては、今年度、職員交
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換ということで負担はなかったんですけれども、来

年度は豊岡市からの派遣はなしで、企業人の派遣は

受けるという形だけになりましたので、この１人加

えまして４人分ということで２，２４０万円の予算

を上げさせていただいております。 

 その下の海外戦略推進事業費につきましては、本

会議でもご質問いただいておりましたけども、２，

７０７万８，０００円ということで、例年に比べま

すと、ちょっと抑制的な予算になっております。本

会議でも答弁させていただいたように、状況の推移

を見据えながら、また必要な対応は取っていきたい

というふうに思っています。 

 それから、次の１３３ページをお開きください。

情報戦略推進事業費のうちの業務委託料ですけれ

ども、そのうちの国内向けホームページ改修業務、

これ業務委託料３４０万円のうち１７０万円を予

定をしておりまして、これまで国内向けの観光情報

というのは、各観光協会が個別に発信をしておりま

したけども、一体的な発信が必要だということで、

ＴＴＩが持ってますサイトを拡充する形で、市の公

式的な位置づけをして、総合的な観光サイトを作成

したいというふうに考えています。新規事業です。 

 その下のＰＲ広告代行業務というのも、これ１０

０万円ですけれども、新規事業です。これまで情報

戦略ということで、メディアとの関係をつくってき

たんですけども、そこにプロを少し入っていただい

て、話題ごとに適切なメディアへの情報発信という

ことで、新規事業で上げさせていただいております。 

 その下の下ですが、豊岡演劇祭協同開催事業費と

いうことで、いろいろご指摘や議論になるところで

ありますけれども、今年度同様の５，４００万円を

負担金として予算計上してございます。 

 それから、その下の演劇のまちづくり推進事業費

のうちの業務委託料、企業版ふるさと納税推進業務

ということで、先ほど坂本部長のほうから説明のあ

りました企業版ふるさと納税の歳入の予算を１，０

００万円と見積もっておりまして、それを業者にお

願いをすることによりまして、１，０００万円の１．

１％の手数料がかかるということで、１１０万円の

予算を計上しております。これは集まったふるさと

納税に応じて払いますので、ゼロのときにはゼロだ

ということになります。 

 それから、飛びまして、１３９ページです。これ

も継続事業ですけれども、豊岡スマートコミュニテ

ィ推進事業費ということで、トヨタ・モビリティ基

金との協働事業の豊岡市の負担分として１００万

円を予算計上させていただいてます。事業費の多く

はトヨタが負担をしてくれておりますけれども、豊

岡市としての姿勢を示すという意味でも予算化を

継続して上げさせていただいております。 

 その次の文化観光推進事業費です。これは後ほど

歳入のほうで説明させていただきますけども、文化

と観光のシナジーを生んでというようなことで、国

が補助制度をつくりまして、３分の２補助されると

いうことで、豊岡文化観光推進協議会というものを

組成をしまして事業を進めております。そのうちの

豊岡市分の事業です。具体的には、業務委託料のと

こにありますけれども、プロモーション冊子の制作、

これは深さを持った演劇のまちづくりというもの

を、市内外の方々に理解、共感いただくために冊子

を作ろうとしております。それから、玄武洞公園の

ホームページ制作業務ということで、今、玄武洞公

園の整備をしておりますけども、玄武洞というのは

ジオパークのジオサイトとして位置づけられてお

りますけども、玄武洞を舞台にした芸術というよう

なものを想定をいたしまして、この事業費の中でホ

ームページの制作をしたいというふうに考えてい

ます。 

 次の事業委託料の美しい村を舞台とした演劇公

演事業というのは、これもご案内させていただいて

いますけども、３月２７日、但東の町民ホールで、

但東の民話を基にした子供たちのワークショップ

をして、神楽を創るということをしておりますけど

も、これの継続事業ということで、引き続き上げさ

せていただいております。 

 その下の地域おこし協力隊推進事業費のうち、大

交流課分としまして１３名分、５，９２４万７，０

００円が大交流課分でございます。 
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 少し飛びまして、２３７ページをお開きください。

中段辺りの観光事業費の業務委託料、観光データ基

盤構築活用業務ということで２，２２０万７，００

０円のうち、２，０００万円が観光データ基盤構築

活用業務です。これも本会議で度々説明させていた

だいております観光ＤＸ基盤の上で動くといいま

すか、その次のステップとして、観光のアプリ的な

ものを作ろうということで予算を上げさせていた

だいておりますが、これもちょっと歳入のほうで説

明させていただきますけれども、国の補助金交付金

を活用することを前提といたしております。 

 その下の補助金というのがありますけれども、観

光協会補助金で５，０４８万２，０００円、これ例

年どおりです。合併前の旧町ごとの観光業界に対す

る補助金でございます。 

 次の山陰海岸ジオパーク推進事業費のうちの一

番下の負担金ですけれども、山陰海外ジオパーク推

進協議会の負担金ということで、３９３万６，００

０円の予算を上げさせていただいております。これ

今年度予算が２９５万２，０００円ですので、ほぼ

１００万円ぐらいの予算が上がっておりますけれ

ども、これは推進協議会としてＧＭを採用され、戦

略的な事業を行っていくということで、加盟市町で

負担割をし、豊岡市分として１００万円程度の増額

となっているものでございます。 

 次のページ、２３９ページをお開きください。一

番下の玄武洞公園管理費です。これはお手を煩わせ

まして、指定管理の期間が変更ということをお願い

してる案件でございます。もともと４月から３月ま

で１２か月間の指定管理を想定しておりましたけ

ども、工事の進捗の遅れによりまして、指定期間も

それに伴い遅れてくるということが分かってきま

したので、分かりにくいですけども、６行目、維持

管理委託料、これは指定管理が始まるまでの４月、

５月、６月を想定をし、有料化する前の維持管理委

託料として３か月分、２６０万３，０００円を上げ

させていただいております。 

 その下の下の運営委託料ですけれども、そこに指

定管理料がありますが、これも明日説明させていた

だきますけども、当初１２か月分の予算を組んでお

りましたけども、工事の遅れによりまして、指定管

理有料期間が９か月ということで１，５８３万７，

０００円の予算を上げさせていただいています。歳

出は以上です。 

 次、歳入ですけれども、まず、３１ページをお開

きください。一番上の玄武洞公園観覧料です。これ

は有料化を前提に大人と大学生の比率を想定をし、

９か月分の予算を見積もりつつ、ここに上げていま

す予算といいますのが、先ほどの歳出のほうで説明

しました指定管理料と同額を上げておりまして、指

定管理料と同額程度は公園観覧料が必要だという

ことで、同額の歳入予算としておりますけども、想

定して見積もります。もう少し行くんではないかと

いうふうに考えています。 

 次の３９ページをお開きください。中段です。観

光ＤＸ推進緊急対策事業費補助金ということで、先

ほどご説明させていただきました観光ＤＸの歳出

２，０００万円に対する歳入２，０００万円でござ

います。これは観光庁の緊急ＤＸ推進対策事業費と

いう、実証事業ですけれども、それが１０分の１０

ということで、採択をされればこの予算が確保でき

るということになっています。 

 次は、４１ページをお開きください。一番下の地

方創生推進交付金ですけれども、このうち６，２５

８万７，０００円が大交流課分に充当されます。 

 それから、５９ページですけれども、先ほど坂本

部長のほうから説明がありましたけれども、一番下、

企業版ふるさと納税の応援寄附金として１，０００

万円計上しております。ちなみに、今年度の実績は

４７０万円程度になろうかというふうに見積もっ

ています。 

 ちょっと戻ります。ごめんなさい。３５ページを

お開きください。一番下ですけども、文化芸術振興

費補助金ということで９１９万９，０００円、こち

ら歳出のほうで説明させていただきました文化観

光の事業費１，３７９万９，０００円の３分の２分

を国の補助金を受けるという形で歳入予算として

計上いたしております。 
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 ７７ページです。最後になりますけども、過疎対

策事業債のうち、城崎、竹野、先ほど説明させてい

ただいた観光協会への補助金のうち、城崎、竹野、

それから但東の観光協会に対する補助金につきま

しては、過疎債を充当させていただいているところ

です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） どこのページになるか、あり

ましたけど、演劇祭ですけど、実行委員会に５，４

００万円補助をするということでしょうか。それで、

演劇祭全体の費用の規模はどれくらいか、もし分か

れば教えていただきたいです。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） ５，４００万円、

負担金です、負担金という形で豊岡市として支出を

します。そのほか但馬県民局から補助金、それから

養父市から負担金、それから香美町から委託料とい

う形で、演劇祭実行委員会の収入になっております。

それから、演劇祭実行委員会として、文化観光への

補助申請をしておりますので、文化観光の補助金と

いうものもあります。それから、チケット売上収入

が主なものです。 

 ちょっと全体事業費につきましては、後ほど調べ

てお答えさせていただきます。失礼します。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかありますか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと９５ページの城崎国

際アートセンターの管理費で、経費が出とったと思

うんですけど、これ今までの経費ってどれぐらいに

なっとるんかちゅうのを一覧で出してもらうこと

できますか。（「管理費の積み上げ」と呼ぶ者あり） 

 そうですね。今分かったら言うていただいても結

構なんですけど。どんなもんでどれぐらいかかって

るかいうのを。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 今、詳細な資料ち

ょっと探しますけども、大体年間管理費で１，８０

０万円ぐらい、ずっと推移をしていたと思いますけ

れども、詳細はちょっと資料をそろえて、またご報

告させていただきます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 管理費というのは、募集や何

かはまた別の話になるんですかね。どうなんですか

ね。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） ここの予算で計上

いたしてますとおり、例えば保守点検委託料だとか、

修繕だとかという、その間を維持するために必要な

ものというのは、この管理費の中で一括して予算化

させていただいています。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その一覧表というのを、委員

長のほうから、ちょっとお願いできますか。 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、資料の

ほうを委員のほうに提示をお願いします。 

○委員（西田  真） 続けてお願いします。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） １３９ページですかね、文化

観光推進事業ということで、プロモーション冊子と、

また、美しい村公演事業ということをお聞きしとっ

たんですけど、プロモーション冊子、どんなもんか

いうのと、美しい村公演というのは、どこでされる

んかいうのを、ちょっと教えていただければと思い

ます。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 内容につきまして

は、深さを持った演劇のまちづくりを分かりやすく

分かっていただくために、そういった内容を想定を

しています。演劇祭だとか、城崎アートセンターと

いう個別のものではなくて、豊岡市全体の深さを持

った演劇のまちづくりというのはどういうものな

のだっていうことを、今年度はビデオを作っており

まして、同じくこの補助金で、それを紙ベースに焼

き直したものというふうにご理解いただけたらと
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思います。 

○分科会長（清水  寛） それから、美しい村の部

分。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 美しい村の。 

○分科会長（清水  寛） 説明も。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） これはですね、但

東に、京都の烏丸ストロークロックっていう劇団が

入って、いろんなリサーチをしました。そうすると、

但東には村ごとにたくさんの民話が残ってるって

いうことであったり、面積だとか人口に比べて、農

村舞台がすごく多いっていう特徴が分かってきま

した。これは、但東の方からすると普通のことであ

まり意識されてなかったんですけども、外からの目

でそういったことが分かってきたと。民話を持ち出

して、もう一回読み直しをしたり、子供たちにもそ

れを読んでいただいて、その民話を基に子供たちが

創作の神楽を創って、それを住民の方々にお披露目

をするという、そういう取組をしておりまして、こ

れを単発で終わるんではなくて、継続的にやってい

きたいなということで、この予算をさせていただき

ます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 分かりました。理解しました。 

 そして、３１ページです。玄武洞公園の観覧料１，

５８３万円、この観覧料、これぐらいの金額を見込

むというのは、どれぐらいの人数を想定されとるん

かいな、ちょっとお聞きしたいと思いますし、この

可能な金額か、当然可能な金額で想定されとるんで

しょうけど、ちょっと人数的なもんを教えていただ

けますか。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） これまで無料であ

ったときの玄武洞の年間入園者数というのが、大体

１６万人、１３万から１６万人ぐらいで推移をして

いまして、その中からアンケートを取って、幾らな

ら負担できますかっていうアンケートを取ったと

ころ、５００円より下っていう人もいらっしゃった

んです。そのパーセントで、５００円より下って答

えたパーセントは来ないだろうと、有料化されるこ

とによって。その残った数が来ていただけるんじゃ

ないかということをまず置きまして、その上、この

コロナで旅行を控えている方がすごく多いという

ことで、まず、初年度は有料化による減少とコロナ

による減少で、低めに見積もってこの額を想定をし

ておりますけども、数年後には８万人ぐらい戻って

くるんじゃないかというふうには想定はしていま

す。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 人数で言ったらどれぐらいで

すか。 

○分科会長（清水  寛） 人数は。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 想定の人数ですか。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） ちょっとオミクロ

ンがここまで広がる前の想定だったんですけども、

来年度が５万４，０００人、再来年度が７万人、２

０２４年が７万７，０００人、２０２５年に８万１，

５００人ぐらいに戻るんじゃないかというふうに

予測をしています。 

○委員（西田  真） いいです。 

○分科会長（清水  寛） ほかにございますか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 続きまして、各振興局の説明を振興局ごとにお願

いします。 

 それでは、まず、城崎振興局及び城崎温泉課から

説明願います。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） それで

は、歳出から説明申し上げます。 

 ９１ページをご覧ください。ページの下のほうに

なりますが、基金管理費です。このうち３行目下に

ございます市債管理基金積立金５２０万円のうち

１５０万円ですが、城崎夢花火事業５００万円の３

０％相当額になります。 

 次に、１１１ページをご覧ください。上の囲みに

ございます城崎振興局プロジェクト事業費です。城

崎振興局プロジェクトとしましては、桜や柳並木の

整備、大谿川の太鼓橋、パラペットの美装化、夢花
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火事業への補助金、麦わら細工振興の推進と若者会

議を行ってまいりたいと思っております。 

 囲みの下にございます事業委託料、麦わら細工振

興事業ですが、豊岡の小学生を対象とした麦わら細

工に関する学習会や製作体験としまして４０万円

を、その下の補修工事費は平成３０年度から実施し

ております太鼓橋４橋とパラペットの美装化事業

で、令和４年度につきましては、本年度に引き続き

パラペットの美装化として２３１万９，０００円の

事業費を計上しております。 

 次に、２５５ページをご覧ください。下の囲み４

行目、雪害対策事業費です。次のページに続きます

が、２５７ページになりますが、上の囲み６行目の

設備工事費です。こちらが城崎町楽々浦地区に整備

しております消雪設備の水源の水量が減少したた

め、新たな水源を整備するもので、本年度から来年

度の２年間で整備しておりまして、令和４年度には

１９０万円を計上しております。 

 次に、２６７ページをご覧ください。２つ目の囲

み一番下、城崎駐車場管理費で、その中の修繕料で

ございます。これは城崎温泉駅前駐車場の屋外配電

盤がさびて腐食しており、その修繕に係るもので、

この駐車場につきましては指定管理施設となって

おりますので、指定管理者との協定に基づく市の負

担分となっております。歳出につきましては以上と

なります。 

 続いて、歳入についてですが、７３ページをご覧

ください。下の囲み、総務管理債の中央にございま

す地域振興事業債です。こちらは先ほど説明させて

いただきました大谿川のパラペット美装化に係る

ものでございます。 

 次に、７５ページをご覧ください。中央の下、道

路橋梁債の一番下、消雪装置整備事業債でございま

す。こちらは楽々浦地区の消雪設備の改修に係るも

ので、このうち１９０万円が城崎振興局分となりま

す。 

 続きまして、７７ページをご覧ください。一番下

の枠、過疎対策事業債でございます。先ほど説明い

たしました城崎夢花火事業への補助金などを含め

た振興局プロジェクト事業費と、あと指定管理施設、

城崎文芸館の指定管理料に係るもので、合わせて１，

１２０万円が城崎振興局分でございます。歳入につ

きましては以上となります。 

 なお、地方債につきましては、歳入での説明と重

複しますので割愛させていただきます。以上となり

ます。 

○分科会長（清水  寛） 続いて、城崎温泉課、山

田課長、お願いします。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 私のほうから説明さ

せていただきますのは、２３１ページのほうをお開

きください。そちら記載の説明欄、上の枠の一番下

になります。このページの真ん中辺り、城崎町湯島

財産区特別会計繰出金でございます。３，０００万

円を計上させていただいております。これは泉源の

管理等を行うものとして繰り出すものでございま

す。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと２点だけ。パラペッ

ト、大谿川で４３１万９，０００円でしたか、これ

どの辺の場所というのと。ちょっとそれでお願いし

ます、取りあえず。 

○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 来年度

につきましては、地蔵湯橋から大谿橋の間となりま

す。面積的なものでちょっと今、予算出しています

が、そのうち、１９０平米ということで。 

○委員（西田  真） メーターでは分からないか。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） メータ

ーでは……。長さが５０メーター程度になるかと思

います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解しました。 

 そして、消雪の分の水源なんですけど、どんな感

じなんですかね。今度やられる、今足らないという

格好ですかね。どうですかね、その辺。 
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○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 今ある

水源なんですが、砂防堰堤のたまり水を使うような

ことをしておりまして、ちょっと砂防堰堤の水のほ

うが、ダムのほうの堆積とかいった部分で水量減っ

てきて不安定になってまいりました。それで、今度

は水路のほうから水源をということで、安定した水

路から水源を持っていこうということで、ちょっと

変更といいますか、そういった工事をしております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解しました。 

 もう１点だけ、城崎温泉課のほうなんですけど、

毎年繰出金３，０００万円があるんですけど、これ

いつ頃から始まってるやつなんですかね、何年度か

ら。ちょっと教えていただけませんか。合併のとき

からでしょうか、どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） これは合併のときに

３，０００万円ということで始まっております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっといきさつを分かれば

教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 山田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 当時の詳しいいきさ

つ、その部署におりませんでしたので、私のほう今

たちまちすぐにご説明ということはなかなか難し

いんですけれども、合併協議のときに、このような

協定がなされたというふうに認識しております。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） あんまり詳しく聞いたらあか

んことかなとしますけど、ちょっといきさつだけが

分かればと思って、その確認をさせていただきたい

と思って質問させていただきました。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかにありませんか。い

いですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 次に、竹野振興局の説明をお願いします。 

 竹野振興局地域振興課、平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 主な歳出

予算について説明いたします。 

 まず、１１３ページをご覧ください。説明欄の一

番上、竹野振興局プロジェクト事業です。修繕料３

００万９，０００円のうち、３００万４，０００円

は振興局管内の市道、水路等の修繕に関わる費用で

す。 

 その３行下、業務委託料５３３万円は新規事業と

なる仲田光成作品洗浄業務で、市に寄贈をいただい

た額作品１５６展のうち、早期に表装を行った５５

展において、染みやカビが発生しているため洗浄を

行うものです。 

 その下、補助金の地域情報発信事業費は、竹野の

情報を効果的に宣伝するため、マスコミなどの情報

提供や観光パンフレット作成などの活動について、

事業主体である一般社団法人たけの観光協会に補

助するものです。補助事業一番下、竹野焼杉板景観

保全事業は、竹野駅から竹野浜間を対象地域として、

家屋の外壁に焼杉板を使用することに対して、材料

費の３分の１を補助するものです。そのほかの補助

事業につきましては、竹野の知名度向上及び地域経

済活性化のため行われる事業に補助するもので、事

業主体は事業を主体する実行委員会及び一般社団

法人たけの観光協会です。 

 次に、２４１ページをご覧ください。上から１行

目、竹野北前館管理費です。修繕料１２０万円は、

温泉機器の部品交換及び非常ドアの修繕など、安全

上必要な費用を計上しています。その他、主なもの

としては、指定管理料の９１０万円を計上しており

ます。 

 続いて、その下、竹野川湊館管理費です。指定管

理料の３２８万６，０００円と、庭木の剪定手数料、

駐車場用地土地借地料等を計上しています。歳出は

以上です。 

 次に、歳入について説明いたします。６７ページ

をご覧ください。説明欄、中ほどより少し下、仲田

光成氏作品貸付事務手数料１０万１，０００円は、

仲田光成氏の作品の貸出しの際に頂く手数料です。 

 次に、７７ページをご覧ください。説明欄の一番

下、過疎対策事業債のうち、竹野振興局分として２，
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５４０万円を計上しております。 

 次に、地方債について説明いたします。１１ペー

ジ、第３表、地方債をご覧ください。一番下の過疎

対策事業債は、歳入でご説明した内容と同じです。 

 以上で説明を終わります。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと１点だけ確認させて

ください。１１３ページの仲田光成記念館の洗浄業

務１５６展中５５展ということで、カビやなんかが

発生しとるということをお聞きしたんですけど、ふ

だんの保存方法はどんな感じでやっておられるん

でしょうか。こういうカビが発生するような保存い

うのは、湿気や何かかなりあるとこに保存されとる

んでしょうか。どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 保存につ

きましては、川湊館の貯蔵庫、倉庫のほうに保存し

ておりますのと、もう一方では、城崎に保存する収

蔵庫がありまして、そちらのほうに収蔵しておりま

した。令和３年度に川湊館の改修工事も完了したん

ですけれども、これからはそちらのほうにエアコン

なり除湿器を設置して管理することとなっており

ます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今後はそれで、今理解しまし

たけど、今までこういうカビとかそういうのが発生

した原因となる保存方法はどういうことだったで

しょうかということをお聞きしとるんですけど。今

までの保存方法ですね。 

○分科会長（清水  寛） 平尾課長。 

○竹野振興局地域振興課長（平尾 喜彦） 住吉屋歴

史資料館だったんですけども、そちらのほうの蔵の

１階と２階に段ボールに入れて、額のまま保存して

おりました。一応除湿器はかけてはいたんですけど

も、近年、かな書展などで展示したときにカビを発

見したような経過です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） カビが発生するいうことは、

湿度が高いということがもう確実だと思うんで、今

後は十分その辺は、せっかくの品物ですので、展示

していただいて、また周囲の方に見ていただくとい

う貴重なもんですから、これは全部寄附をいただい

た分ですね、そういうのですから、寄附していただ

いた方とか遺族とか、その辺も含めて丁寧に保存し

ていただいて、後世に残るようなもんですから、今

後はしっかりとその辺の保管方法をやっていただ

きたい。お願いしておきます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございますか。 

 特にないようですので、質疑を打ち切ります。 

 続いて、日高振興局の説明をお願いします。 

 日高振興局地域振興課、吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） １１５

ページをご覧ください。説明欄１つ目のくくり、日

高振興局プロジェクト事業費４２１万６，０００円

について主なものを説明します。報償金について１

３万円を計上しております。内訳については、日高

東中学校と西中学校で開催を予定しております日

高地域の先輩に学ぶ事業の講師謝礼８万円と、日高

地域づくり運営事業に係る謝礼５万円です。少し下

の修繕料４０３万６，０００円は、道路、水路等区

内環境改善事業で、新規の緊急的な要望等に対応す

るための予算です。 

 次に、１２１ページをご覧ください。説明欄、中

段、電源立地地域対策交付金事業費について、例年

と同額の４６０万円を計上しております。これは発

電用施設周辺地域を中心に、道路や水路補修工事等

を行うもので、電源立地地域対策事業費交付金４４

０万円を財源としております。 

 次に、２３７ページをご覧ください。観光事業費

です。説明欄の下段辺りの日高夏まつり事業費につ

いて、例年と同額の１００万円を計上しております。 

 続いて、２４１ページをご覧ください。観光施設

管理費です。説明欄の中段の道の駅神鍋高原管理費

の修繕料について４１３万２，０００円を計上して

おります。道の駅の受水槽配水管用ポンプの交換工

事と、神鍋温泉ゆとろぎの水風呂及びジェット風呂
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ポンプの交換工事を予定しております。 

 その下の運営委託料３４１万円は、道の駅のトイ

レの維持管理費に係る指定管理料です。 

 続いて、２４３ページをご覧ください。説明欄の

上から９行目、解体工事費５５７万円のうち、１５

７万円が日高振興局分で、神鍋高原にある観光トイ

レ２か所の解体工事を予定しております。 

 続いて、２４５ページをご覧ください。説明欄下

段の道の駅神鍋高原整備事業費の業務委託料につ

いて２００万円を計上しております。道の駅周辺の

観光事業者や生産者等と一緒に地域連携を含めた

道の駅の機能の在り方や運営手法の見直し等も含

め、道の駅の最適化を図る整備運営計画を策定する

ための費用です。芸術文化観光専門職大学との連携

事業により取り組む予定です。 

 その他歳出については、昨年度と大きな変更はご

ざいません。歳出は以上です。 

 続いて、歳入に移ります。３１ページをご覧くだ

さい。説明欄４枠目の４行目、江原駅周辺駐車場２

７０万円が日高振興局の計上分です。 

 次に、４５ページをご覧ください。大きなくくり

の２つ目、説明欄１行目、電源立地地域対策事業費

交付金４４０万円ですが、先ほど歳出で、電源立地

地域対策交付金事業費の財源として説明させてい

ただいたものです。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと１点だけ確認をさせ

てください。２４１ページの道の駅の修繕なんです

けど、道の駅の修繕も毎年ぐらいに上がってきとる

んですけど、どうなんでしょうかね。今までの修繕

の一覧とか出せれますか。どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 吉田参事。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 手元に

資料はそろえてないんですけども、詳細については

またご報告させていただきたいと思います。 

○委員（西田  真） 委員長、ちょっと資料要求お

願いします。 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、また資

料のほうを提出よろしくお願いします。 

 ほかにございませんか。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） これは、どこで聞けばええか

ですけども、日高のスクールバス、日高、三方って

いうようなものはどこで。今、振興局に聞いてよろ

しいですか。 

○分科会長（清水  寛） 今の多分、文教のほうの

になると思いますので。 

○委員（須山 泰一） すみません。 

○分科会長（清水  寛） ほかにございますでしょ

うか。よろしいですか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 道の駅は、これホテルが誘致

されるのでっていうことで改修がたくさんかさん

でると思うんですが、ちょっと聞いた話では、レス

トラン経営とか、あの辺に関して支障が出てるって

いうような話を少し聞いたんですが、その辺の経緯

をちょっとご説明いただけませんかね。 

○分科会長（清水  寛） どうぞ。 

○日高振興局地域振興課参事（吉田 政明） 一般質

問においても、小谷局長のほうから少し説明という

か、答弁させていただいたと思います。道の駅の隣

に、本年の秋、今、業者によると１１月を開業予定

として計画をされてます。民間ホテルが整備される、

その整備される際に道の駅の飲食の充実を図ると

いうことで、指定管理者である日高振興公社におい

て、飲食の再委託先の募集をかけておりました。と

ころが、調整できず、再委託先が見つからず、大幅

な計画の変更になってしまったというものです。市

においては、飲食施設の再委託先の改修計画を参考

に、道の駅の飲食部分のリニューアル工事を行う予

定でしたので、大きく計画を見直すことになってし

まいました。 

 ホテルオープンには飲食の充実というのは間に

合わないんですけれども、そういった原因の一つと
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しては、道の駅を指定管理する日高振興公社が地域

の事業者との情報共有ですとか、情報交換が不足に

よるものだというふうに考えておりまして、やはり

道の駅が地域の事業者を支えて、さらに道の駅が地

域の事業者に支えられるような、そういう連携協力

体制をしっかり築いた後に整備、運営計画というも

のを立てて、リニューアル工事に向かいたいなとい

うふうに考えておるところです。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） その辺は重々今後は慎重に進

めていっていただきたいなと思っておりますので、

よろしくお願いします。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございますか。よろ

しいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 次に、出石振興局の説明をお願いします。 

 出石振興局地域振興課、川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石振

興局の分については、主な事業について説明させて

いただきます。 

 それでは、１１５ページをご覧ください。中の段

の下から６行目のところにあります出石振興局プ

ロジェクト事業です。事業費といたしましては６０

３万７，０００円を計上しております。そのうち２

行下にあります消耗品費は、若者会議での意見交換

やワークショップ等などの必要な資料作成のほう

で購入費として１０万円を計上しております。 

 その下の修繕料につきましては、道路、水路等の

区内環境整備事業などといたしまして、地域の要望

に対するため３３８万３，０００円を計上しており

ます。 

 その下の補助金は、出石お城まつり事業費です。

出石地域の伝統的なイベントであります、今回５０

回の出石お城まつりを支援するもので、城下町出石

の観光の発展や地域の活性化に寄与するものとし

て２５０万円の補助をしております。 

 次に、２４１ページをご覧ください。下から５行

目のところにあります観光施設管理費です。１，３

１７万５，０００円のうち、出石振興局分は３９０

万４，０００円に計上しております。これは出石の

市街地にあります４か所の観光トイレの維持管理

費を計上しているところです。 

 次に、２６７ページをご覧ください。中の段の下

から１２行目にあります出石駐車場管理費でござ

います。西の丸、鉄砲町、庁舎南駐車場の市営駐車

場の運営に係る委託料や、繁忙期の交通誘導警備員

業務と光熱水費等維持管理費の合わせまして１，６

５９万５，０００円を計上しております。歳出につ

いては以上でございます。 

 続きまして、歳入です。３１ページをご覧くださ

い。上から４段目の２行目の駐車場使用料でござい

ます。出石西の丸駐車場５５６万円、それから出石

庁舎南駐車場６５２万４，０００円、出石鉄砲駐車

場９６７万円が出石振興局分でございます。 

 次に、５７ページをご覧ください。上から２つ目

のくくりの１段目の土地貸付収入でございます。２，

３２５万３，０００円のうち、出石振興局分は１９

１万１，０００円を計上しております。これは株式

会社キリンジさんへグランピング用地として貸付

けを行うものでございます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 駐車場について、無人化の話

が出てるって聞きまして、そういう話がありますか。 

○分科会長（清水  寛） 川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 以前そ

ういう話があったようですけども、今のところは出

石のほうではありません。今、交通環境改善事業と

いうことで、出石地域の観光客の流れなど調査して

います。それで、またその調査結果をもとに、その

辺も考えながら進めていきたいなと思っていると

ころでございます。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員、よろしいです

か。 

○委員（須山 泰一） 見てたら、また部署が違うと

思うんですけど、竹野駅では無人化にならないよう
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に補正予算１９号でしたかね、ならないようにと補

助するっていうようなことがありまして、地元の方

からは人がおってこそだと、観光客に対しても人が

おってこそだと、それでぜひ無人化は何とかそうい

うことは考えないでほしいと要望を聞きましたの

で、よろしくお願いしたいです。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかございますか。 

○委員（西田  真） 委員長、１点だけ。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ５７ページの土地の貸付け、

２，３２３万何がしの９９１万１，０００円という

ことだったんですけど、これの土地の貸付けのグラ

ンピングということでしたけど、場所はどこだった

でしょうか。教えていただけますか。 

○分科会長（清水  寛） 川﨑参事。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） 出石の

福住に当たるんですけども、出石の病院の道路を挟

んで、野球場とかがあるんですが、その上に以前温

泉の……。 

○委員（西田  真） 乙女の湯。 

○出石振興局地域振興課参事（川﨑  隆） そうで

す。乙女の湯のところです。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。 

 ほかございますか。よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 続いて、但東振興局の説明をお願いします。 

 但東振興局地域振興課、小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） では、

主な歳出予算についてご説明いたします。 

 １１７ページ、中ほどより下をご覧ください。但

東振興局プロジェクト事業費です。修繕料は振興局

地域内の道路、水路等や移住促進住宅の修繕に係る

費用です。若者会議はＴＡＮＴＯミーティング開催

業務として、市民が将来像や理想を共有し、実現の

ための手法を共に探し、共に実行する、誰にも居場

所のある地域をつくるため、多様な人々が集まって

気軽にまちの将来像や希望を語り合える場を創出

します。企画運営につきましては、地域おこし協力

隊へ業務委託する予定です。また、若い世帯を中心

とした移住促進や交流人口拡大など、但東地域で暮

らす魅力を高めていくため、移住促進住宅の適切な

維持管理のため、補修工事費として５００万円を計

上しています。 

 ２２５ページ、中ほどより少し下をご覧ください。

治山事業費です。シルク温泉やまびこの山腹崩壊の

復旧のため、本年度進入路のり面、施設東側及び南

側のり面において調査測量設計業務を実施し、対策

工法を検討しました。令和４年度は山腹崩壊の復旧

のため、防災対策工事費のうち６，９５０万円を計

上しています。 

 ２４１ページ、中ほどより少し下をご覧ください。

但東シルク温泉やまびこ管理費です。施設の安定的

な稼働、運営と利用者の利便性向上のため、経年劣

化が進む設備を更新し、適切に管理するため、投資

委託料２００万円、整備工事費８００万円を計上し

ております。 

 ２４５ページ、上から５行目、但東観光施設管理

費です。たんとうチューリップまつり開催事業費補

助金として２００万円を計上しております。従来の

チューリップまつり会場だけの祭りではなく、期間

中は但東町地域全域で周遊型の企画が計画されて

います。地域課題を自分事にし、多様な人が関わる

但東を目指し、たんとうチューリップまつりを核に

市民参画と観光客誘致による地域活性化を目指し

ます。 

 次に主な歳入についてご説明いたします。３１ペ

ージ、中ほどより少し上をご覧ください。移住促進

住宅使用料３３６万円です。市営中山向町移住促進

住宅と豊岡市営赤野移住促進住宅の住宅使用料で

す。 

 ７５ページ、４枠目をご覧ください。林地崩壊対

策事業費のうち、６，９５０万円はシルク温泉やま

びこの山腹崩壊の復旧のため、防災対策工事費分と

して計上しています。 

 次に、地方債についてご説明いたします。１０ペ

ージ、下から８行目です。先ほど歳入でご説明いた

しました治山事業費、林地崩壊対策事業費のうち、

６，９５０万円を計上しております。 
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 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） １点だけ。１１７ページの移

住促進住宅の補修の件なんですけど、場所とどうい

う補償をされるんかいうのを、ちょっと教えていた

だけますかね。 

○分科会長（清水  寛） 小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 移住促

進住宅は２か所ありまして、今回修繕を行うのは市

営中山向町移住促進住宅のほうを行います。５棟分

で主な修繕内容といたしましては、給湯器等の更新、

また、受電盤の改修を行おうと思っております。以

上でございます。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） 荒木委員。 

○委員（荒木慎大郎） 但東振興局というわけではな

く、各振興局になるんですけれども、この前の一般

質問の中でも、若者会議の話を少し触れさせていた

だいて、年齢層のところなんですけれども、一般質

問、僕のをちょっと見ていただいた方に、子育て世

代の方を対象にというお話があったんですけれど

も、あまりにもちょっと年齢層が広過ぎるというか、

その方は４０代後半の方なんですけれども、女性で、

それで、子育て世代で呼ばれてしまうと、若者には

ちょっと属しづらいんじゃないかなという話をい

ただいたもので、もう一度、ちょっと年齢層をしっ

かり設定していただいて、若者会議を開催していた

だけたらなと思いますので、これ答弁は結構ですの

で、そこだけお応えさせてください。以上です。 

○分科会長（清水  寛） くれぐれもよろしくお願

いします。 

○委員（竹中  理） 関連で。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ちょっと今、質問が出たんで、

関連で。僕も質問聞いてて、若者世代っていう大き

なくくりの中で、子育て世代は言われたんですけど、

だけど若い人っていうか、独身の人の意見は拾うの

かどうか。ずっと回って聞かれるっていう話もあっ

たんですけど、その辺なんかはどういうふうに考え

ておられるんですか。（「どう聞かれる。各振興局

長」と呼ぶ者あり） 

 すみません、ちょっと時間があるんで。すみませ

ん。（「さらっと」と呼ぶ者あり） 

 はい、さらっとでいいです。 

○分科会長（清水  寛） そしたら、お願いします。 

○城崎振興局長（植田 教夫） 城崎については、子

育て世代という広い枠で、まずアンケートをしよう

というふうなことでございます。その中で、年齢層

はどういうふうな考え方を、それぞれの年齢層はど

ういうふうなことを考えているかっていうことを

調べた上で、次のステップとして若者会議でどうい

うふうなことを、企画をしたらいいのだろうかとい

うことを検討していきたいというふうに考えてお

ります。 

 ただ、全ての子育て世代、私も子育て世代だった

りしますので、なかなか若者会議と言いにくいとこ

ろもありますから、その辺はもう少し考えていきた

いなというふうには考えております。 

○分科会長（清水  寛） 瀧下局長。 

○竹野振興局長（瀧下 貴也） 私も一般質問をいた

だいた際に、様々な方々の意見を伺いたい。ただ、

特定の団体になりますと、例えば竹野では答弁のと

きに申し上げましたけども、観光協会でも青年部等

がございますが、やはりそういったことを話ししま

すと、どうしても観光の話題だけに偏ってしまうだ

ろう。今回４月で小学校が統合するということの中

で、竹野町内全域に会員の皆さんがおられるという

ことなので、まずターゲットはそこということで答

弁させていただきました。 

 もう一つ、私、今考えているんですけども、具体

的にまだ先方さんと話ができてないので、ここで申

し上げることがいいのかどうかなんですけども、実

は今、地域おこし協力隊、昨年来てくれた方が、サ

ードプレイスっていって、家庭でもない、学校でも

ない、中学生や高校生の方を対象にした様々な悩み

だとか、また、分からん授業ちょっと教えたりだと
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か、そういうことを始めました。今、振興局の豊岡

市商工会の２階を借りて、そういうことの事業も始

めてますし、また、その子が出石でも新たな事業展

開、今進めようとしてますので、竹野の高校生が集

まったときやなんかに、ほんまに若い子供なんで、

そこの方々にもちょっと一度声かけをして、将来の

竹野についてどんなことを思ってるってことは話

をしようとは思ってますが、まだ先方さんのほうに

十分なその辺の趣旨等が説明できてないので、せん

だっての一般質問ではちょっとお控えをさせてい

ただいとるところでございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 小谷局長。 

○日高振興局長（小谷 士郎） 日高地域については、

特に若者という線引きというのは今のところは考

えてないです。というのは、いろんな団体がありま

すので、いろんな団体の方の意見を聞くと、その中

で若者の方がどういうふうな将来像を持っておら

れるのかというのを、力を入れて聞いていくという

ことを考えてまして、事業名としては、日高地域づ

くり運営事業ということで、特に若者に限ってって

いうことではございません。 

 ただ、どうしても団体によって、若者っていうの

は変わるんですね。これは私の村の例なんですけど、

日役というのがあります。その中で、この隣保の中

で活動するときで、うちの隣保では、若者といった

ら私になってしまいます。というふうに、６０ぐら

いになっても若者なんですね。だから、そういった

各種年代の方の意見をどんどん聞き入れて、内容に

よっては、振興局プロジェクト的に取り上げれるも

のは拾い上げていきたいというふうな考えでいこ

うと考えています。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 村上局長。 

○出石振興局長（村上 忠夫） 私は一般質問のとき

に、具体的に大体２０代、３０代というふうなお答

えをしたと思います。ていいますのが、４０代、５

０代っていうのが、これまでプロデューサー事業で

かなりそういった意見なんかを出し合うような場

を持ってましたもんですから、それが今まだ引き続

きいろいろとそういった地域の中で動きがあると

いうことですんで、さらにそこに参加されてないっ

ていうことで、３０代から下、３０代、２０代とい

うことを想定してます。 

 ただ、きっかけとして、どっか窓口にっていうこ

とを考えたときに、たまたま去年、商工会青年部の

出石支部の総会に伺ったときに、私自身が顔も名前

も知らないっていうメンバーさんがかなりいらっ

しゃったんです。そういう意味では、彼らと話す機

会っていうのは改めて持ってもいいんじゃないか

なというふうな思いを持ちまして、一応そこを窓口

にって考えとって、そうすることによって、当然子

育て世代もあれば、独身の方もいらっしゃる。ただ、

先ほど出てましたように、どうしても商工会となり

ますと、ある分野の話題に集中してしまいがちなの

かなということがありますので、そういったメンバ

ーさんをきっかけに、ＰＴＡのつながりであったり

とか、またそれぞれ所属されてるサークルのつなが

りの中で輪を広げて、いろんな方に参加いただけた

らなというふうに考えています。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 但東、小川参事。 

○但東振興局地域振興課参事（小川 一昭） 実際、

本年度アンケートをいたしました。小学校３校あり

ますから、３校とあと中学校です。その中で、若者

会議を行った場合、出席したいという手を挙げてい

ただいた方、また子育てセンター、今まだ予算段階

ですので、通りましたら専門職大学でございます。

そちらの講師と連携しながら、地域に入っていただ

き、学生と共にいろんな掘り起こししていきたいな

と思っております。 

 また、考えとしましては、若者や女性、特に今ま

で声を出してない、役員となってない方を集める場

として、場所の設定は古民家の大石家住宅、こちら

を考えております。年１０回程度のミーティングを

行いながら気楽に話していただける場を創出した

いなと考えております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ありがとうございます。 

○委員（竹中  理） ありがとうございました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（竹中  理） いいです。 
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○分科会長（清水  寛） ほかございますか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） ちょっと教えてほしいんです

けど、各振興局プロジェクト事業費の中の修繕料、

何百万円かそれぞれ入っておりますけども、これは

どのような執行をされる修繕料なんでしょうか。直

営工事ということでしょうか。まずそれを。 

○分科会長（清水  寛） そしたら、橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） これ各

振興局のほうに予算振り分けということでされて

るものなんですが、地域に状況に応じてということ

になりますが、道路及び側溝関係の少額修繕という

ことで執行させていただいてる分になります。大き

な道路関係ですと、建設課のほうで予算立てしてい

ただくものもございますが、あと地域が大体３０万

円程度、未満というような、そういった少額工事を

主に行うようなことで執行させてもらってる部分

になりますが。 

○分科会長（清水  寛） これは、ほかの振興局も

同じ内容ですね。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） はい。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 建設課にもちょっと確かめて

みようと思いますんですが、それに似たものが１，

０００万円減になっとるんで、これはどういう形、

いやいや、道路とか生活排水とか、ちょっとやるの

が１，９００万円の去年度予算、３年度予算が１，

０００万円減になってると、そして、ここに上がっ

てきている修繕料というのが１，０００円単位まで

細かい数字が上がってきとるんで、一体この予算の

関連はどうなってるんかなということなんですけ

どね。 

 あと建設課のほうの話については、また確認させ

てもらいますけども、従来どおりやった３０万円枠

の執行者は直接地元がやるんですよという補助金

的な修繕料ということですか。 

○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 執行自

体は、地区といいますか、各振興局で出すんですが、

実際の事業というのが地元の建設業者とか、そちら

のほうに修繕料といいますか、工事費用とかいうこ

とで執行させてもらってます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） そういう意味で修繕料という、

実際取り扱ってるのは地元の区長さんだったりし

ませんか。工事じゃないですよ、手続を全部。 

○分科会長（清水  寛） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 区のほ

うへ出す補助金というわけではなく、実施自体は市

になります。各振興局、市が執行した後、業者のほ

うへお願いしてる内容になります。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほかございませんか。よろしいですか。 

 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） ちょっと先ほど答弁

で誤りがありましたので、修正をさせてください。

申し訳ありません。 

 石田委員から質問がありました。出石焼へのサポ

ートというふうなことなんですけども、東京の青山

スクエアでの出展等、今年はありませんというふう

なお答えをしましたけども、直接補助ではなくって、

実は地場産の事業として毎年やっていて、地場産に

対する補助という形を取っておりましたもんです

から、新年度も同じように予算組みをしております。

ただし、コロナの関係があるので、青山でやるかど

うかっていうのは分かりませんけれども、新年度は

ありませんっていうふうにお答えしましたけども、

地場産への補助という形で生かしております。失礼

しました。 

○分科会長（清水  寛） 谷口参事。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 答弁漏れをしてま

した。西田委員と須山委員への質問の回答なんです

けども、口頭でいいですか、資料のほうがいいです

かね、アートセンターの。 

○分科会長（清水  寛） どうですか。 

○委員（西田  真） 資料のほうが分かりやすくて

いいです。 
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○分科会長（清水  寛） 資料のほうがいいですか。 

○環境経済部参事（谷口 雄彦） 須山委員のは……

（「演劇祭の総額」と呼ぶ者あり）演劇祭の総額事

業費なんですけども、まだ決算がくくれてませんの

で、見込みですけれども、当初予算が８，８５０万

円の事業費で組んでおりましたが、コロナで中止に

なりましたので、結果として６，７９５万円の事業

費に落ちようかというふうに見込んでおります。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 そうしましたら、質疑を打ち切ります。 

 それでは、環境経済部、各振興局の職員の方は退

席いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 暫時休憩します。 

午前１１時１５分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後 ０時５８分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、ただいまから

建設経済分科会を再開します。 

 それでは、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般

会計予算を議題とします。 

 次は、コウノトリ共生部に関する審査です。当局

におかれましては、新規事業、前年度から大きな変

更のあった事業及び主要事業等の議会説明を要す

る事業について、その概要を簡潔に説明願います。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は説明が終わった後、課ごとに行います。 

 それでは、まず、農林水産課から説明願います。 

 農林水産課、柳沢課長、お願いします。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 私のほうから、農林

水産課の当初予算案を説明させていただきますけ

れども、先ほどありましたように新規事業や大きな

方針変更のあったものなど、重要事項を中心に説明

し、そのほかのものは説明を割愛させていただきま

すので、ご了承ください。 

 それでは、９３ページをお開きください。まず、

歳出でございます。説明欄の上から４行目、基金管

理費のうち森林環境基金積立金です。歳入の森林環

境譲与税８，１６７万８，０００円のうち３，０７

１万５，０００円を、新年度は積み立てる予定でご

ざいます。この譲与税を財源に実施する事業は後ほ

ど説明させていただきますけれども、その残りを積

み立てるというふうなことでございます。 

 それでは、１３３ページをお開きください。次に、

地方創生推進事業です。１３３ページの下から２行

目、新規就農総合支援事業費は３，８０９万８，０

００円です。 

 ページをめくっていただきまして、１３５ページ

をご覧ください。補助金の新規就農者確保事業は、

国の事業によるものでございます。次の若手農家支

援事業は、市単独事業によるものでございます。そ

れぞれ経営開始時の資金、農業用機械の整備などを

支援するものでございます。 

 次の農業スクール開校事業費８２４万円では、就

農意欲のある者へ生産技術等の研修を委託により

行うものです。この２つの事業、ともに新規就農を

支援する事業として新年度も継続をいたします。新

規就農総合支援事業費のほうでは、資金の提供１６

名、機械の支援を３名程度というふうに想定をして

おります。農業スクールの開校事業のほうにつきま

しては５名分の経費を計上させていただいており

ます。 

 次のスマート農業推進事業費は６９万２，０００

円の計上でございます。農作業の省力化を目的にし

て、昨年度に引き続き水田センサーによる水管理、

水位であるとか、水温、地温のデータの取得という

ことになりますけども、こういったデータ収集を行

います。その予算は消耗品からクラウド使用料まで

の３８万１，０００円というふうなことでございま

す。事業用備品３１万１，０００円は低コスト水管

理機器を導入するもので、一部の圃場に設置をして

水管理の省力化の実証を行いたいというふうに思

っております。 

 続きまして、１３９ページをご覧ください。一番

下の項目になります。地域おこし協力隊推進事業費

は、内数で農林水産課分としては１，９１８万４，
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０００円、隊員４名分を計上しております。本年度

からの継続の方４名分を計上し、１人当たり、隊員

分として４７９万６，０００円の４人分というふう

なことで計上しております。 

 続きまして、２１３ページをご覧ください。ここ

から農林水産業費になります。下の囲みの農業振興

費１億６，１７５万３，０００円のうち、補助金の

下から２番目、特産物集出荷施設整備事業費１億５，

２０１万９，０００円は、ＪＡたじまへ交付するも

ので、ピーマン選果場の整備に係るものです。これ

は現在、八鹿町宿南にある施設が手狭になったこと

から、但東町にある旧ライスセンターを改修し、施

設の増強を図るというものでございます。本年度に

実施設計を終え、来年度は施設改修、設備導入を行

う予定にしております。国の農山漁村振興交付金、

補助率２分の１でございますけれども、それと県の

支援をプラスして、実施をされるということで、市

を通して交付をさせていただくということでござ

います。次の水田麦・大豆産地生産性向上事業費３

７５万８，０００円は、中谷農事組合法人へ交付す

るもので、国の補助２分の１を受けて、コンバイン

を導入するものでございます。 

 続きまして、２１５ページをご覧ください。上か

ら２つ目の項目、有害鳥獣駆除対策事業費１億７５

９万３，０００円、次の鳥獣被害防止緊急対策事業

費２，４６９万８，０００円では、引き続き有害鳥

獣対策を推進していきます。駆除の面では、第３期

シカ有害被害撲滅大作戦による年間捕獲頭数６，５

００頭の目標を掲げ、鹿を中心に捕獲を推進いたし

ます。防除では、豊岡市野生動物被害対策推進協議

会を通じて、金網柵、電気柵、ワイヤーメッシュ柵

を３集落で、延長１．１キロメートルの設置を支援

させていただきます。 

 続きましては、その下です。日本型直接支払制度

の３事業になります。継続しての支援で、農地の維

持に関する事業になります。まず、条件不利地の生

産活動を支援する中山間地域等直接支払事業費は

４，７６３万６，０００円を計上し、第５期の３年

目として取り組む地域４０地区を支援させていた

だきます。 

 次の農地維持及び共同活動を促進する多面的機

能支払事業費は２億５，３１５万７，０００円を計

上し、共同活動で１２３組織、施設の長寿命化の事

業で９３組織に支援するものでございます。 

 ２１７ページに移っていただきまして、一番上の

項目、地球温暖化防止や生物多様性保全を推進する

環境保全型農業直接支払事業費は５，０８５万円を

計上し、本年度の実績７００ヘクタール弱程度を来

年度も見込んで支援を行いたいと思っております。 

 その下、コウノトリ育む農法推進事業費は３８３

万７，０００円です。このうち業務委託料のコウノ

トリ育む農法拡大アドバイザリー業務はコウノト

リ育む農法に取り組む面積の拡大を目指して、生産

上の課題等を整理し、コンサルタントに関わっても

らいながら今後の施策の検討を行いたいと考えて

います。その経費として、業務委託料３０３万３，

０００円のうち、２６９万５，０００円を計上して

おります。 

 次は、１つ飛んで、人・農地プラン推進事業費１，

２９６万円です。今、農地の集約化を進めておりま

して、農地中間管理機構というところがそういうふ

うな集約の事務をしておりますけれども、事業を展

開しておりますけども、この機構に農地を一定割合

以上貸し付けられた場合に協力金等を交付するも

ので、新年度は５地域で１万７，７５０アールを見

込んでおります。 

 また、１つ飛んで、法人化・高度化促進施設整備

事業費３６１万１，０００円については、農業経営

体の法人化、規模拡大等を進める事業で、新年度は、

但東町、ひらた営農組合の機械導入、コンバイン、

あぜ塗り機等に支援をさせていただきます。 

 次は３つ下の項目、豊岡市農業ビジョン推進事業

費５００万４，０００円です。「豊岡グッドローカ

ル農業」とのキャッチフレーズの下、農業ビジョン

の取組を具体化し、推進するため、現在、農業ビジ

ョン推進委員会を設置して進めております。新年度

は推進委員会の開催、具体的な事業の検討としての

プロジェクトチームの設置、農業ビジョンの普及、
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推進としての豊岡グッドローカル農業大会の開催

などを進めていきたいと思っております。プロジェ

クトチームで描いた事業につきましては、順次実施

に向けての予算提案をさせていただきたいという

ふうに考えております。 

 これらの農業ビジョンの推進に当たり、総務省の

地域活性化起業人交流プログラムというのを活用

し、外部人材を引き続き１名配置をする予定でござ

います。その負担金として３６７万６，０００円を

計上しております。 

 続きまして、２１９ページのほうに移っていただ

きたいと思います。上から２番目の項目、農業用施

設管理費２億３，２８６万１，０００円です。ここ

では、基幹農道の維持管理、防災・減災の事業を行

います。 

 まず、真ん中辺りにある整備事業費１億５，１０

０万円ですが、トンネル照明は、農道のいずたんト

ンネルの照明のＬＥＤ化分で８，２００万円。ため

池廃止は、使用しなくなった農業用ため池、具体的

には森尾区の神津池の分で１，０００万円。農免農

道安全対策につきましては、清滝農免農道の山宮地

内の擁壁の亀裂が入っておりますので、そこへの対

応分として５，９００万円を予定しております。 

 少し上に戻っていただいて、投資委託料３，５０

０万円は、今後の工事に向けてのもので、ため池廃

止についての詳細設計４か所分とトンネル照明Ｌ

ＥＤ化の詳細設計、清滝トンネル、進美寺トンネル

のものを予定しております。 

 補修工事費のうち５０万円は、竹野町御又農村公

園にある遊具が壊れていることから、撤去をする予

定にしております。 

 その下、基盤整備促進事業費１億２，７８２万９，

０００円です。こちらでは、農道橋の耐震化、長寿

命化の事業、五条大橋、蓼川大橋になりますけれど

も、そこの分。水路の長寿命化事業、これは亀山水

路分。農地整備事業につきましては、下鶴井、内町、

出石町伊豆での事業となります。中でも内町の圃場

整備事業は、県営事業となりますけれども、市が受

託をして事業実施するものでございます。伊豆の農

地整備が新規のもので、あとは継続事業分でござい

ます。 

 予算の概要ですが、まず、投資委託料２，５００

万円は、農地整備に係るもので、内町の換地業務が

５００万円、伊豆の事業計画策定が２，０００万円

というふうな内容でございます。 

 整備工事費５，５００万円は、内町の補助整備分

です。負担金４，６８９万１，０００円のうち、５

２４万１，０００円が亀山水路の改修分、２２１ペ

ージのほうに移っていただいて、農地整備事業の分

として１，２７５万円が下鶴井、内町の分になりま

す。基幹農道整備の２，８９０万円につきましては、

農道橋工事の五条大橋、蓼川大橋に係るものになり

ます。 

 続きまして、２２５ページをお開きください。こ

こからは林業、森林関係の事業になります。下の囲

みの真ん中辺り、治山事業費です。１億１，３９３

万６，０００円のうち、農林水産課分は４，４４３

万６，０００円となります。県の補助を受けて行う

防災対策工事は２，０５３万６，０００円で、豊岡

の正法寺、日高町観音寺での実施を予定しておりま

す。市の単独事業として行うのは、豊岡の小島、但

東町三原で、今後の工事に向かうための詳細設計を

委託として２，３２０万円計上しております。但東

町水石では、補修工事７０万円として、大型土のう

の設置をする予定をしております。 

 その２つ下、林道管理費１，１３８万９，０００

円のうち、新規のものは、投資委託料として、竹野

町桑野本のシシブシ橋の補修に係る設計を行いま

す。県の補助を受けて行うもので６１１万４，００

０円を計上しております。 

 ２２７ページのほうに移っていただきまして、上

から３つ目の項目、森林環境整備事業費４，６９５

万２，０００円です。ここでは、森林環境譲与税を

活用した森林環境整備の取組を進めます。 

 業務委託料として、まず、豊岡市林業ビジョンの

策定に向けての検討に際し、検討委員会運営業務に

３３５万３，０００円。森林経営計画調査業務、こ

れは、森林所有者情報の収集であるとか、森林所有
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者の事業の意向等調査になりますけれども、そうい

う業務に３，８５９万９，０００円、合計４，１７

３万４，０００円を計上しております。林業ビジョ

ンにつきましては、来年度中の策定を予定しておる

ところでございます。 

 また、補助金では、作業道の補修や緊急度の高い

危険木の伐採など、比較的小規模な課題に対応する

ために森林環境保全対策事業補助金というのを今

年度創設させていただきました。引き続き地元の課

題解決の支援を行いたいと思っております。予算は

５００万円を計上し、補助率３分の２、上限１３０

万円というふうな内容で行いたいというふうに思

っております。 

 ２２９ページをご覧ください。ここからは水産業

関係の予算になります。一番下の囲みの１番目、水

産振興事業費９５９万７，０００円です。利子補給

金１９７万９，０００円では、原油高騰に対するセ

ーフティーネットへの漁業者負担金、新型コロナウ

イルスの影響による借入れとしての、豊かな海づく

り資金というものの利子などに対しまして支援を

引き続き行っていきたいというふうに思っており

ます。 

 その下、並型魚礁設置事業費３，０１１万円です。

漁村再生計画に基づき漁場整備を進めているもの

で、新年度は竹野沖に鋼製魚礁を１基、コンクリー

ト角型魚礁を３１個設置する予定にしております。 

 これで歳出の分の説明を終わりまして、歳入のほ

うに移ります。２１ページをお開きください。２１

ページの一番下、森林環境譲与税です。来年度は８，

１６７万８，０００円を予定しております。段階的

に引き上げられまして、豊岡市では最終的に１億円

程度の歳入となる見込みでございます。 

 続きまして、４１ページをご覧ください。４１ペ

ージ一番下の地方創生推進交付金ですが、農林水産

課分は、内数として４４６万６，０００円というこ

とになります。豊岡農業スクールの開校事業費の分

として４１２万円、スマート農業推進事業費分とし

て３４万６，０００円に充当をさせていただきたい

と思っております。 

 続きまして、５１ページをご覧ください。県の補

助金の農業費補助金になります。まず、一番上の中

山間地域等直接支払交付金、次の多面的機能支払交

付金、１つ飛んで、環境保全型農業直接支払推進交

付金につきましては、日本型直接支払いの交付金と

なりまして、基本的に国が２分の１、県が４分の１、

市が４分の１を負担するというふうな中身になっ

ておりますので、それぞれ市の負担分を除いた額を

計上させていただいております。 

 その２つ下、新規就農総合支援事業費補助金３，

０７５万円は、新規就農者の農業経営開始を支援す

る資金、そして機械導入の補助分として歳入をさせ

ていただく予定にしております。 

 次は６つ下、法人化促進総合対策事業費補助金２

４０万８，０００円につきましては、但東町、ひら

た営農組合の機械導入に対する支援の歳入となり

ます。 

 その下、農地整備事業費補助金２，０００万円に

つきましては、出石町伊豆の農地整備事業に係る計

画策定分です。こちらにつきましては、国１０分の

１０の補助を受けて実施をさせていただきます。 

 続いて、その下、農業水路等長寿命化・防災減災

事業費補助金１億３，２７２万円は、清滝農免農道

の安全対策、擁壁の補強工事、基幹農道のトンネル

照明ＬＥＤ化の更新に伴う事業費のものになりま

す。ＬＥＤ化は、清滝トンネル、進美寺トンネルは

詳細設計、いずたんトンネルは照明の更新工事とい

うふうなことになります。 

 その下、農山漁村振興交付金１億５，２０１万９，

０００円は、ＪＡたじまのピーマン選果場の移設整

備を支援するものでございます。 

 その下、水田麦・大豆産地生産性向上事業費補助

金３７５万８，０００円につきましては、中谷農事

組合法人のコンバイン導入の支援分でございます。 

 次に、下の囲み、林業費補助金です。上から３つ

目、治山事業費補助金１，３６９万円につきまして

は、豊岡正法寺、日高の観音寺の山腹工事に係る事

業の補助金ということになります。 

 一番下、農山漁村地域整備交付金３１１万８，０
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００円につきましては、竹野町桑野本の林道橋、シ

シブシ橋の補修設計に係るものでございます。 

 続きまして、５３ページをご覧ください。水産業

費補助金です。１つ目、並型魚礁設置事業費補助金

２，５００万円は、先ほど説明しました竹野沖に設

置する魚礁に係る補助金ということになります。 

 続きまして、５５ページをご覧ください。下の囲

みの分でございますけれども、上から７つ目の囲み、

基盤整備促進事業委託金６，２４０万円は、内町地

区の圃場整備事業に係るもので、県からの委託金と

して歳入をさせていただきます。 

 ６１ページをご覧ください。真ん中の囲み、下か

ら３つ目の地域振興基金繰入金ですけども、農林水

産課分は、内数として９，５００万円となります。

多面的機能支払い事業をはじめ、計７事業に充当さ

せていただく予定にしております。 

 ７５ページをご覧ください。次に、市債です。３

つ目の項目で、土地改良事業債は８事業で合計１億

４９０万円、そして、治山事業債は、内数でござい

ますけれども、農林水産課分として２，９４０万円

をそれぞれ起債する予定でございます。 

 ページを返っていただきまして、９ページをご覧

ください。債務負担行為でございます。 

 上から４番目、農業経営基盤強化資金利子補給事

業の令和４年度事業分を１０８万３，０００円計上

させていただいております。こちらにつきましては、

例年、その年度分として設定をさせていただいてい

るものでございます。 

 続きまして、１０ページをご覧ください。地方債

になります。ちょうど真ん中より少し下でございま

すけども、土地改良事業債、その下、８行目、８つ

下になりますけども、治山事業債は、先ほど歳入の

市債で説明したものとなります。 

 以上で農林水産課所管分の説明を終わります。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） いっぱい説明を受けて、メモ

なんか全然取れてないけど、何か一覧表なんか出し

てもらうことできひんのやろうか。どっかのページ

数に載っとるとかいうのがあれば、そのページ数を

教えていただくいうことになれば確認できるんで

すけど。今の、ごっついスピードで説明されても、

もうメモも全然取れれへんしということなんです

けどね。何か一覧表みたいな提示は無理なんでしょ

うか、どうでしょうか。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 全体に関わる

ことなんで、うちだけで判断できないところがあり

ます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員、結局、ピック

アップして事業説明を受けてるということもある

んで、なかなかに難しい話なんだろうなというふう

に思うんですけども。 

 川端部長、何か。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 項目が確かに

多いで、この程度のものを事前に用意してもらえな

いかっていうことで、ほかの部署も了解であればご

用意はさせてもらったほうがいいのかなとは思い

ますけれども、その程度が全て網羅したものになる

のか、今ピックアップして説明した、抜粋したよう

な説明予定のものでいいのか、その辺もイメージを

つかませていただけたらなというふうに思います

が。 

○委員（西田  真） 委員長、よろしいか。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今説明を受けても、皆さんは

頭に入っとるでいいんだけど、私ら聞いとってもメ

モするのが精いっぱいで、なかなかその把握ができ

ないんですよ。 

 ほんで、今、例えば新規就農とか、農業スクール

とか、スマート農業の推進とか、そんなんで金額と

か、箇所数とか、人数とか教えていただいとんです

けど、その人数さえもずうっと追って書いとるんで、

合っとるかどうかも分からへんしね。その辺もある

し、ほんで、中谷のコンバインとか、そしてＪＡた

じまの宿南から但東ライスセンターのほうにピー

マンの選果場を移すとか、その辺も説明受けたんで

すけど、いつ頃にどういう予定でされるとか、その
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辺ですね。そして、中谷のコンバイン、それの更新

の補助とか、そういうことを聞いとるんですけど、

そのコンバインに対しても、どれぐらいの年数たっ

たから更新の補助ができるとか、その辺のことも聞

きたいですし、そして、鹿の駆除に対しては６，５

００頭で、金網とか、メッシュとか、３か所される

予定とかいうのも、どこどこかいうのもちょっと知

りたいとか、そういうこともあるんですけどね。そ

して、５地域で１万７，５００アール、そして多面

的機能の１２３組織のうち９３組織に支援とか、そ

の辺もあるんですけどね。 

 その辺、何か一覧的なもんを出してもらったほう

がありがたいなと思うんですけど、いかがでしょう

かね。 

○分科会長（清水  寛） 川端部長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 具体的に今の

ように、このことについてこのことが知りたいって

教えていただければ準備はできると思うんですけ

ど、そのレベルで全ての予算の項目にわたっていっ

たら、膨大な資料と事務量になるので、目安を教え

ていただけたら、その内容に応じて対応はさせてい

ただけたらと思うんですけれども。これ、当初予算

なんで、全項目にわたっての内容になるんで、こち

らのほうでどこまでやったらいいのかっていうの

が判断しにくい。 

○委員（西田  真） 委員長、よろしいか。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今説明を受けた分に関しての、

当然、資料でよろしいんで、ほかの細かいことまで、

そんなこと何も思ってませんから、今、新規事業と

か、大きく変わったことを説明されてるんで、その

分の資料を提出いただけませんかということなん

ですけどね。 

○分科会長（清水  寛） 川端部長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） そしたら、こ

ちらのほうで主要事業と思って、本日説明しようと

している程度の項目をあらかじめ資料としてお渡

ししておくというようなイメージでよろしいでし

ょうか。 

○委員（西田  真） そうですね。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） そしたら、今

回、この場でそのものも今すぐ出すっていうのがな

かなか各課難しいかもしれないんで、今回は参考的

に、後ほど、少し説明したような内容をまとめたも

のを議会事務局のほうに言づけるということでも

よろしいでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、部長が言われたように、

今説明された新規事業とか、それは私も言ったんで

新規事業とか、大きく変わったこと、その辺の説明

を受けて、その分の資料提供でよろしいんで、今回

は。（「はい」と呼ぶ者あり）ほんで、次回以降は、

説明される資料を事前に提出していただいたほう

が、チェックも先に頭に入れることもできるんで、

より分かりやすいんかなと思いますんで、お互い、

知識いいますか、情報を共有して委員会に臨むのが

一番いいかなと思ったりしてます。その辺どうでし

ょうかね。 

○分科会長（清水  寛） 川端部長。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） 了解しました。

ただ、事務局のほうで、ほかの委員会との調整もあ

るかもしれないんで、確認はしていただいて、でき

るだけ西田委員が今言われたような形で、資料は今

後お出しできるように、特に農林水産課は項目が多

いので。例えば地籍とか、１事業みたいな場合も…

…。それはよろしいですか。（「メモできる程度な

ら」と呼ぶ者あり）ああ、ほんなら、やっぱり項目

が多くて、とてもキャッチボールがするの難しいと

思われる農林水産課みたいに多い場合、事前に対応

させていただくということでよろしいでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 取りあえず、何らかのル

ールが必要だと思うんです。これをまた事務局と相

談をしながら、場合によってはほかの委員会とも相

談しながらなんですけども、恐らく、今、西田委員

が言われたとおり、許容範囲があると思うんです。

項目数でも、５つ、６つなら何とか追いつくけども、

今みたいな、恐らく１０どころじゃないですね。そ

ういう意味では、ちょっとある一定以上を超える場
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合は、説明の部分、これを説明しますっていう頭出

しをいただくだけでも随分変わるのかなと思いま

すので、その辺は今後、事務局と、また他の委員会

なんかとも打合せをしながらやりたいと思います

ので、ちょっとその旨も含めて考えていただけてお

けばと思います。 

ということで……いいです、いいです、はい。 

○コウノトリ共生部長（川端 啓介） はい、了解し

ました。 

○分科会長（清水  寛） ということで、取りあえ

ず今、現状ではちょっと解決っていうこともできな

いので、改めて質問のほうがあればというふうにお

伺いします。 

○委員（西田  真） ちょっと今分かる範囲で、再

度質問しますので。 

○分科会長（清水  寛） はい。 

○委員（西田  真） １３３ページの新規就農、農

業スクールとか、スマート農業推進、この辺の人数

をちょっと教えていただきたいのと、そして、あと、

有害鳥獣のやつの金網とか、メッシュとか、その３

か所、どこどこだというのですね。ほんで、２２９

ページの鋼製魚礁、どんなもんかという、この３点、

ちょっと教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） まず、最初の、農業

スクールの関係でございますけれども、今まさに学

んでいただいてる方、継続して２名分、新規として

３名分、合計５名分の予算を立てております。 

 ただ、今２名、継続の方が急遽卒業するというこ

とになりましたので、実際は継続が１名で、こない

だ新規の、新年度ということで３名というふうな現

状は状況になっております。 

 続きまして、有害鳥獣の……（発言する者あり）

飛ぶんですね。有害鳥獣の関係につきましては、金

網柵で、上佐野集落。ワイヤメッシュ柵も上佐野と、

あと、これは竹野町河内ですか、但東町西谷という

ふうな状況でございます。上佐野は電気柵も含めて、

複合的にやるということで、３つの柵を予定されて

おります。 

 鋼製魚礁の……。 

○分科会長（清水  寛） 井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） 鋼製魚礁のお尋ね

だったかと思います。 

 容量なんですけども、それが約７４５空立方メー

トルです。構造がＬ型鋼ですとか、そういった面の

ものは使わなくて、線的なもので、籠のようなもの

を編み込むような形となります。 

 ざっとした寸法でございますけども、すみません、

ちょっと手持ちの資料の数字が小さいもんですか

ら、申し訳ありません。後ほど資料としてお渡しさ

せていただくということでよろしくお願いいたし

ます。申し訳ありません。 

○分科会長（清水  寛） そうしたら、後ほど、ま

た資料のほうを提示ください。よろしくお願いしま

す。（「以上です」と呼ぶ者あり） 

 以上ですか。 

 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 先ほど西田委員のお

っしゃられた中で、機器の更新というふうな表現が

ございましたけれども、基本的に、中谷さんである

とか、ひらた営農組合さんとかのものにつきまして

は新規になりますので、機器の更新ということでは

ございません。大体農林の補助事業は、更新という

よりは新規のものの採択ということになろうかと

思います。以上です。 

○委員（西田  真） 委員長、追加で。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、中谷のコンバイ

ンいうたら、以前されとったと思うんですけどね。

それが新規いうの、また追加という話になるんです

かね。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 事業名のところでも

申し上げましたけれども、麦、大豆の産地化という

点でのコンバインということになろうかと思いま

す。 

○委員（西田  真） 分かりました。以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかに。 
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 石田委員。 

○委員（石田  清） ２２９ページ、漁業の話なん

ですけど、利子補給金として、燃油高騰特別対策経

営資金ですか、利子だけの話だと思うんですけども、

今の漁船の燃油対策、どういう形になってて、これ、

今の状態の話じゃない、過去のものの利子補給なの

かね。もし過去のもんだったら、今の対策はどうい

うフレームになってるのかということをちょっと

お聞きしたいんですが。 

○分科会長（清水  寛） 井垣参事。 

○農林水産課参事（井垣 敬司） これにつきまして

は、国の事業補償制度といいますか、に漁協さんを

通じて漁業者の皆さんが積立てをされるというふ

うなことでございます。それについて、３０％以内

を支援するというふうな形になってございまして、

底引き網船１２隻と小型船６隻についての支援と

いうことになります。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） もう一遍ちょっと教えてくだ

さい。漁船の高騰部分、それを国が援助をする、援

助をするというか、これ貸付けですよね。貸し付け

て、それで利子を払わなきゃいけない、その利子補

給をすると。豊岡市が３０％ぐらいは、その利子の

３０％ということですか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 利子補給金の中に３

つ上げてありますけれども、近代化の分と、一番下

の豊かな海づくり資金につきましては、借入れに対

する利子の補給ということになります。 

 今、委員がご質問いただきました燃油の分につき

ましては、国のセーフティーネットということで、

漁業者の方が高騰分に対して補填をしてもらうた

めの負担金として納められるという制度になりま

す。そこの負担を出される分に対して支援をすると

いうような枠組みでございまして、利子に対する補

填ということではないという状況でございます。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） それでは、ちなみに今の燃油

の高騰対策っていうはどのような、これは国の流れ

でしょうけども、どういう形になってるのか、ちょ

っと参考までに教えていただけたら。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 制度の説明というこ

とですか。 

○委員（石田  清） 制度でしょうね。というか、

この前きちっと……。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） あっ、すみません。この前の

報道の若干の、細かいことじゃないんですけども、

まずはこの漁業の燃油対策を行うということの省

庁間の打合せが行われていたと、項目だけですよ、

項目だけしか出てないもんですから。今これだけの

石油の話がありましょうから、どういう形で対策が

なされているのかっていうのをちょっと知りたい

と。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） あやふやな制度説明

になってもいけないので、一度ちょっと制度の概要

につきましてはまとめさせていただいて、資料提示

ということでお願いさせていただけませんでしょ

うか。 

○分科会長（清水  寛） そしたら、資料のほうの

提示、よろしくお願いします。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） よろしいか。ちょっと同じく

なんですけど、もう一つそこの新聞に載ってたのは、

ハウスの燃料対策、ハウス栽培のハウスの。それに

ついても何か分からないでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 今ご指摘の国の動き

等につきましても、すぐここでちょっとお答えする

ような状況にありませんので、確認の上また資料提

示ということにさせていただけたらと思います。 

○分科会長（清水  寛） それでは、よろしくお願

いします。 

 よろしいですか。 

○委員（石田  清） はい。 

○分科会長（清水  寛） ほかにございませんでし

ょうか。 
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 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、豊岡市農業ビジ

ョン推進事業費、２１７ページのことについてお聞

きしたいのですが、よろしいですかね。 

 これ、プロジェクトメンバーみたいな方に集まっ

ていただいて、いろんな事業をしていこうみたいな

取組だと思うのですが、実際に、じゃあ、事業をし

ていこうっていうのは予算づけはまだされてなく

て、あくまで補正でその辺は考えていこうっていう

ような考え方なんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 先ほど説明しました

ように、実際にやる事業として、グッドローカル農

業大会を開催したいというようなことは予算提案

をさせていただいておりますけれども、委員会の下

に設置をするプロジェクトチームで、どのような事

業をどうしていくかっていうのはまだ議論の段階

でございます。ですので、どのタイミングで事業の

ご提示ができるかどうか分かりませんけれども、当

初予算、あるいはちょっとそこは待てないというよ

うなことであれば補正ということもあろうかと思

いますけど、そこは財政当局等とも調整をしていき

たいというふうに思っております。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、それで、やはり

来年度ですね、では、今の段階では何か大きなもの

を動かそうという計画ではなく、再来年度みたいな

感じのスケジュール感ということでよろしいです

かね。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 今、具体的に２つの

事業について検討していこうというふうな状況で

ございますので、その２つの事業の検討状況によっ

て、もしかしたら早めにご提示できるかも分かりま

せんけれども、大体来年度の事業展開というのが基

本的かなというふうには思っております。来年度と

いうのは、もう１年度先の予算要求ということにな

るかと思います。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。でき

る限り早め早めにしてもらえたらちょっとありが

たいなと思っておりますので、よろしくお願いいた

します。以上です。 

○分科会長（清水  寛） その他ありませんか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） １点だけ。地域おこしの４名

というのは、農業関係してる地域おこしのメンバー

が４名っていうことでよろしい、理解でよろしいで

すか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） 農林水産課のほうで

説明しましたのは農業関係……。 

○委員（竹中  理） 農業関係。 

○農林水産課長（柳沢 和男） の予算ということに

なりますので、４名分は農業関係でございます。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） それの地域ごとに、但東何名

とかっていうの分かりますでしょうか、４名の内訳。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） ４名のうち３名は法

人の、この５法人、市内にある法人のまとまりがあ

りまして、そこらが中心になって受入れをしており

ますので、どの地区ということではなくて、広く市

内のそういう法人を回って研修をしたりというよ

うな状況でございます。 

 もう１名は、ブドウの後継者ということで導入を

させていただきました。具体的には、豊岡地域での

受入れをしていただいておりますけれども、実はい

ろいろと状況が変わっておりまして、その方につき

ましては、今年度末でやめられるという状況になっ

ております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 竹中委員。 

○委員（竹中  理） そのやめられる方は何か豊岡

にそのままおられるんですかね。それともどっか行

かれるんですか。 

○分科会長（清水  寛） 柳沢課長。 

○農林水産課長（柳沢 和男） その方は豊岡からは

出ていかれるという状況でございます。 
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○委員（竹中  理） はい、いいです。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 ほか、ございませんでしょうか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 次に、コウノトリ共生課の説明をお願いします。 

 コウノトリ共生課、宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 同様に、新規

事業、昨年度から大きく変更となった事業を中心に

説明いたします。 

 まず、歳出から説明させていただきます。資料、

予算書は１０１ページをご覧ください。よろしいで

すか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 予算書１０１ページの最下段になります。人件費

のところです。管理人のところですが、加陽水辺公

園交流館の管理人と、後ほど説明いたします委託契

約を結ぶ水田ビオトープを対象としたコウノトリ

生息地保全作業員の報酬をまとめて２６７万２，０

００円の人件費を計上しております。 

 次に、予算書は１０３ページをご覧ください。上

段から順に説明させていただきます。まず、コウノ

トリ文化館管理費です。ＮＰＯ法人コウノトリ市民

研究所に委託しておりますが、２０２２年度が指定

管理期間５年の最終年となります。その指定管理料

３，２７５万円のほか、合計で３，３０５万６，０

００円を計上しております。 

 次に、コウノトリ野生復帰推進事業費です。２０

２１年の１２月議会で、２０２２年度から５年間、

コウノトリ羽ばたく会株式会社への指定管理委託

をお認めいただいたところなんですけども、そのコ

ウノトリ本舗の電気設備の切替え工事に伴う設計

監理費４３万５，０００円、工事費４５０万円のほ

か、コウノトリ野生復帰サイトの維持管理及び訪問

者を増やすための分析業務、改善業務費用としまし

て３０万８，０００円など、合計９１８万１，００

０円を計上しております。 

 下段、コウノトリ生息地保全対策事業費につきま

しては、先ほども少しお話に出しましたが、水田ビ

オトープの委託管理契約であったり、加陽湿地の維

持管理に係る委託契約を中心とする継続事業とな

りますので、細かい説明は割愛させていただきます。 

 １０５ページをご覧ください。こちらも上段から

ご説明いたします。最上段、ハチゴロウの戸島湿地

管理費です。こちらは、コウノトリ湿地ネットに委

託しておりますが、文化館と同様に、２０２２年度

が指定管理の最終年、５年目となります。２０２２

年度は、来園者が散策する遊歩道の排水対策としま

して、管理棟から観察小屋までの約４０メートルの

期間において、歩道のかさ上げ工事２９万２，００

０円を計画しております。 

 その下、ラムサール条約関連事業費につきまして

は、ラムサール条約湿地の認知向上に係る普及啓発

の継続事業となりますので、細かい説明は割愛させ

ていただきます。 

 次に、生物多様性推進事業費です。中ほどです。

市内３か所で進めております自然再生アクション

プランや市民が行う小さな自然再生活動の支援事

業などの継続事業を行うほか、２０２７年度までの

計画期間で策定しました生物多様性地域戦略の改

定に係る委託費用２５０万円など、合わせまして６

０７万６，０００円を計上しております。 

 その下、コウノトリ次世代育成事業費、それから、

さらにその下、加陽水辺公園管理費につきましては

継続事業となりますので、割愛させていただきます。 

 次に、１３９ページをお開きください。中ほどよ

り下になりますが、地域おこし協力隊推進事業費で

す。このうちコウノトリ共生課分は、市内で自然保

育や自然体験プログラムを推進する隊員１名分の

４７９万６，０００円となっております。 

 歳出は以上になります。 

 次に、歳入を説明いたします。資料、予算書は４

１ページをご覧ください。下段、地方創生推進交付

金１億７９０万円のうち、コウノトリ共生課に係る

ものは地域おこし協力隊、先ほど説明しました１名

分の４７９万６，０００円となっております。この

隊員につきましては、２０２１年１月に豊岡に赴任

しまして、現在２年目に入っているという状況にな

っております。 

 ５９ページをご覧ください。一番下になりますが、
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コウノトリ基金寄附金です。コウノトリ文化館で頂

く環境協力金と個人、または企業等から頂く一般寄

附金、合わせまして１，１００万円を計上しており

ます。 

 次に、６１ページをお開きください。ちょうど中

ほどになりますが、コウノトリ基金繰入金です。コ

ウノトリ共生課所管の各事業のほか、学校給食にコ

ウノトリ育むお米を提供する際の補填分としまし

て、合計１，６３６万２，０００円を計上しており

ます。 

 歳入の説明は以上です。 

 繰越明許費、債務負担行為、地方債はございませ

ん。 

 以上で説明を終わります。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、先ほどコウノト

リ文化館の指定管理が５年目というふうにおっし

ゃいましたが、これ当然、来年度で終わると思うの

ですが、その後の指定管理というのは、結構随伴的

な指定管理になる、それとも公募をされるんですか。 

○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） コウノトリ文

化館の指定管理につきましては、公募はしてなかっ

たはずです。 

 どのようなスケジュールでまた指定されていく

のかと申しますと、今年の夏ぐらいに選定委員会が

開かれまして、妥当なのかどうなのかっていう審判

をいただき、そこで問題がないというふうに判断さ

れれば、また１２月議会のほうに議案として提出さ

せていただいて、皆様にご審議いただく。それで認

められれば、翌年の４月からの指定管理が、５年な

のか３年なのかは審議によりますけども、認定され

ていくという流れになります。 

 これは、ハチゴロウの戸島湿地も似たような流れ

になると思いますが、ハチゴロウの戸島湿地につい

ては、たしか公募してたと思います。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） その際に、その指定管理料、

恐らくこれ過去５年間の平均で、もう一回指定管理

料というのは再計算というか、されるとは思うんで

すが、そういうのはどうなりそう、増えそう、減り

そうとか、何かその辺とか今ざっくり分かりません

か。 

○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 年間の指定管

理料につきましては、その施設、館を維持するため

の人件費、それから事務費、光熱費等々を積算して

積み上げていくんですけども、現時点で増えそうか

どうかと言われると、やはり積算してみないと分か

らないとしか答えようがないのかなというふうに

思います。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） 毎年、たしか事業精算という

か、報告書を頂いておられると思うんですけど、そ

れで毎年、赤になってるとか黒になってるとかを大

体分かるんじゃないですか。 

○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 毎年、１年ご

とに報告書を出していただいておりまして、もちろ

ん決算書も出していただいておりますので、赤にな

るか黒になるかというのは分かっておりますが、文

化館につきましては、大幅な赤字になることもあり

ませんし、大幅な黒字になることもないというよう

な状況で推移しております。 

○分科会長（清水  寛） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） ちょっとコロナでどうなって

るか心配だっただけです。以上でよろしいです。あ

りがとうございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、ちょっとページ

数、控えてなくて分からないんですけど、生物多様

性の推進事業ということで、６０７万円でしたです

か、この３か所というところなんですけど、ちょっ

と教えていただけませんでしょうか。ページ数も分

かればちょっと教えてください。ちょっと控えてな

かったんで。 
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○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） ページ数は１

０５ページです。 

 市内３か所で進めている自然再生アクションプ

ランの場所というご質問だと思いますけども、出石

町の日野辺、出石町の鳥居、日高の三方地区、この

３か所になります。 

○委員（西田  真） 了解です。以上です。 

○分科会長（清水  寛） その他ありますか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 昨年、ゴリラ研究で有名な山

極さんの講演か何か、イベントがあった分です、後

で知って、事前に知ってたら行きたかったんですけ

ど、あれはどうでしたか。 

○分科会長（清水  寛） 宮下課長。 

○コウノトリ共生課長（宮下 泰尚） 今ご質問あっ

た山極先生の講演は、昨年の１０月３０、３１日に

２日間にわたって、７年ぶりに開催しましたコウノ

トリ未来・国際かいぎの基調講演で講演いただいた

ことです。 

 あの先生は非常にゴリラには詳しいですし、ゴリ

ラのみならず、いろんなところでご活躍されている

先生なので話も面白いです。非常に参加者の皆さん

からは好評だったというふうに聞いております。 

○委員（須山 泰一） 了解しました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） またそういうのやってくださ

い。 

○分科会長（清水  寛） よろしいでしょうか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 続いて、地籍調査課の説明をお願いします。 

 地籍調査課、依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 歳出から説明させて

いただきます。 

 ２２１ページをご覧ください。説明欄の中段辺り

の地籍調査事業費です。１億２，４７６万８，００

０円を計上しております。 

 主な費用としましては、業務委託料の地籍調査業

務で１億１，５６４万９，０００円を計上していま

す。 

 調査の概要ですが、地籍調査は、１つの区域を３

年で実施します。１年目は法務局の公図や登記簿な

どの事前調査で、４地区１．０９平方キロメートル、

２年目は現地立会い調査で、７地区３．８０平方キ

ロメートル、３年目は成果の閲覧で、１１地区３．

８９平方キロメートル、計２２地区８．７８平方キ

ロメートルを予定しております。 

 主な調査区域としましては、引き続き山陰近畿自

動車道関連の調査を実施してまいります。計画され

ております豊岡北インターから竹野側は、２年目の

現地立会い調査と３年目の成果の閲覧を予定して

おりまして、豊岡北から城崎方面は、公表されてい

ます２キロ幅の一部ですが、１年目の事前調査と２

年目の現地立会い調査、それと３年目の成果の閲覧

を着手する予定としております。これらを実施する

ことによりまして、進捗率は、年度末で１３．６％

となる予定です。 

 次に、歳入に入ります。５１ページをご覧くださ

い。農業費補助金の説明欄、上段１１行目の地籍調

査事業補助金です。補助対象経費に対する県からの

補助金１億１９９万１，０００円を計上しておりま

す。 

 次に、７１ページをご覧ください。下から３行目、

雑入の事業協力金、公共事業円滑化推進協力金とし

て６１４万８，０００円を計上しております。これ

は、先ほど述べました先行地籍事業としましての山

陰近畿自動車道のような大規模公共事業の用地買

収に先行して地籍調査を実施します場合、費用の

５％を県から協力金として頂ける制度がありまし

て、その雑収入でございます。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はございませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ３年で実施するというスケジ

ュールで今聞きました。１年目が４か所、２年目が

７か所、３年目が１１か所で、計２２か所というこ

とですけど、ちょっとそれぞれ地区名、教えていた
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だきましたんでしょうかね。 

○地籍調査課長（依田 隆司） まず、１年目の地区

ですけども、４地区。少々お待ちください。 

○委員（西田  真） 委員長、後で資料提出をお願

いします。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） 後でちょっと資料、

一覧表を再提出をさせていただきます。 

○委員（西田  真） 委員長、それでお願いしてく

ださい。 

○分科会長（清水  寛） 分かりました。そうしま

したら、それぞれの委員のほうに資料提出お願いし

ます。 

 ほかにございませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） この事業、７１ページの６１

４万何がしに係る分の事業協力金の県から５％の

協力金ということなんですけど、これは山陰道とか、

その辺の近畿道とかの絡みの地籍調査があった場

合は県から５％の協力金がついてくるということ

でよろしいんでしょうか、その都度。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） これにつきましては、

今までから計画されておりました北近畿豊岡自動

車道及び今回計画されております山陰近畿自動車

道におきまして、豊岡市と兵庫県、こちらですと但

馬県民局長ですが、お互い覚書を交わしまして、そ

の地籍調査でかかった費用の５％、市の実質の負担

額の、持ち出し分なんですけども、その分を要は県

が先行して地籍をしていただいて、計画されておる

ところの地籍が明確化になるということで、今まで

から５％を頂いておるという次第でございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これは今年度だけじゃなしに、

その都度出てくるということでよろしいんですか。 

○地籍調査課長（依田 隆司） そういうことでござ

います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） そして、年度末で１３．６％

完了ということですけど、これは豊岡市全体の１３．

６％ということでよろしいでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 依田課長。 

○地籍調査課長（依田 隆司） そうです。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 以上でコウノトリ共生部の方はご退席いただい

て結構です。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。再開は

２時１０分。 

午後２時０２分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後２時０９分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） ただいまから建設経済分

科会を再開します。 

 それでは、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般

会計予算を議題とします。 

 次は、都市整備部に関する審査です。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔にご説明願

います。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては、資料のページ番号をお

知らせください。 

 質疑は説明が終わった後に課ごとに行います。 

 それでは、まず、建設課から説明願います。 

 建設課、冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、予算書の１１９ページをご覧ください。

まず、建設課の歳出からです。 

 １１９ページの総務管理費の諸費ですが、説明欄

の一番下になります。但馬空港周辺用地管理費とい

うことで、これは例年どおりですが、但馬空港の用
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地管理ということで２０３万５，０００円を計上し

ております。 

 続きまして、１３５ページです。１３５ページの

説明欄のちょうど真ん中辺りですが、城崎温泉街交

通環境改善事業費です。これも例年どおりですが、

城崎温泉街のそぞろ歩きのルールであったり、あと

桃島バイパス実現後の交通施策を検討するという

ことで計上させていただいております。１９万３，

０００円です。 

 続きまして、１５１ページをご覧ください。１５

１ページの説明欄の上から３つ目の枠の真ん中で

すが、港湾統計調査費です。これも例年どおりです

が、県から事務を受託しておりまして、船舶の入港

調査をやっております。１万９，０００円です。 

 続きまして、飛びまして、２４７ページをご覧く

ださい。２４７ページの土木費の土木管理費の土木

総務費になります。ちょうど真ん中辺りですが、土

木総務費で建設課分ということで、１，４６２万３，

０００円が建設課分となります。これも例年どおり

の支出になりますが、そのちょうど８行ほど下に業

務委託料というものがありますが、地下水位の観測

であったり、一級水準の測量業務を行っております。 

 続きまして、少し下に行きまして、急傾斜地崩壊

対策事業費です。これは県が行います急傾斜事業に

対しまして、主に負担金ということで支出をしてお

ります。全体では１億２，５００万円。来年度につ

きましては、下陰ほか１３か所の事業となっており

ます。 

 続きまして、一番下の枠です。用地対策事業費と

いうことで、２５５万９，０００円ということで、

これも例年どおりの支出となっております。 

 続きまして、２４９ページに行きまして、説明欄

の上から２つ目の枠ですが、内水処理事業費という

ことで４億４，６３５万円を上げさせていただいて

おります。これは、まず、大きなものとして、業務

委託料ということで、内水対策検討業務。これは市

街地の道路冠水対策ということで、上陰、それから

西花園の排水ポンプについて、台風、大雨等によく

冠水しますので、それの改良について、現地の測量

や基本設計を計画しております。 

 それから、整備工事費につきましては、現在、下

陰で行っております、（仮称）福田排水機場の事業

ということで、整備工事費が４億２，１１６万４，

０００円ということで上げさせていただいており

ます。 

 それから、次がその下の枠で、排水機樋門管理費

ということで、人件費のうち、そこの上から４行目

ほどに操作員（建設課）、補助員（建設課）という

ことがありますが、これが合わせて６６５万７，０

００円ということで、これは、国や県から操作委託

を受けております樋門等の操作員さんに支払う人

件費ということになっております。 

 それから、その枠の真ん中より少し上ですが、排

水機樋門管理費ということで書いておりますが、こ

の中で、建設課分ということで、４，３６０万４，

０００円が建設課分となっております。 

 主なものとしては、一番下のほうにありますが保

守点検の委託料、それから一番下にあります維持管

理委託料ということで、樋門の管理委託料というこ

とで、これは例年どおりの支出となっております。 

 続きまして、ページめくっていただきまして、同

じ排水機樋門管理費ですが、２５１ページになりま

す。一番上の枠の中の補修工事費ということで、宮

島排水ポンプのオーバーホール、それから江原樋門

の更新工事ということで、２件、合計３，０００万

円ということで上げさせていただいております。 

 それから、その下の欄ですが、緊急処理事業費。

これも例年どおりの支出ということで、２２４万円

を計上させていただいております。 

 それから、同じページのその下の枠です。道路橋

りょう総務費ですが、この中で、ちょうど真ん中辺

り、道路橋りょう総務費と書いてありますが、ここ

の中で建設課分が９２８万５，０００円となってお

ります。特に、例年どおりということですが、来年

度につきましては、北近畿豊岡自動車道の豊岡道路

Ⅱ期が恐らく起工式をするということになるだろ

うということで１００万円をこの中に含まれてい

ますが、用品の借り上げ料であったり、報償費等で
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１００万円を計上させていただいております。 

 続きまして、２５３ページをご覧ください。同じ

く道路橋りょう総務費で、道路団体の負担金であっ

たり、期成同盟会への補助金等を例年どおり計上さ

せていただいております。 

 それから、同じ枠の中の道路橋りょう管理費とい

うことで上げさせていただいてますが、その中で、

建設課分ということで、３８２万５，０００円、こ

れを上げさせていただいております。これは道路維

持作業車の維持管理費ということで上げさせてい

ただいております。 

 それから、次に、道路維持費になります。道路維

持費につきましては、全体で３億８，９５１万３，

０００円ということになっております。 

 主なものとしては、少し下に下りますが、保守点

検委託料。これは例年どおりの支出になります。 

 それから、維持管理委託料につきましても、市内

の排水ポンプであったり、道路の植樹の伐採だとか

っていうものに例年どおり支出をいたします。 

 それから、少し下にあります投資委託料というと

こで上げさせていただいてます設計等になります

が、これは、特定道路構造物の点検ということで、

切土のり面、１５メートル以上であったり、盛土が

１０メートル以上の長大な構造物についての点検。

それから、今年度この道路特定構造物の点検で異常

が見つかりました奥野久美浜線で修繕を検討する

ということで、設計等の委託料を上げさせていただ

いております。 

 それから、一番下の補修工事費ということで、全

体で３億１８４万５，０００円上げさせていただい

ております。補修につきましては、道路補修という

ことで、１億１，８４０万円ということで、これは

今やっております日高の浅倉のロックシェッドの

補修であったり、新しいところでは栗山妙見線、観

音寺ですが、拡幅床版の補修、それから、竹野では、

三原の区内線の法面がずってるとこがありますの

で、その補修というのを上げさせていただいており

ます。 

 それから、その下の側溝修繕ですが、これが４，

８６０万円になります。これは、日高でいえば、山

田地内線、それから城崎でいえば、御所２号線ほか

ということで、全部で１４件の工事を考えておりま

す。 

 それから、２５５ページに行きまして、一番上の

欄ですが、舗装ということで上げさせていただいて

ます。これが１億３，４８４万５，０００円になり

ますが、豊岡の日和山線であったり、出石の東條線、

それから但東でいいますと、中山太田線などの路線

の舗装を予定をしております。 

 続きまして、その下の欄の道路新設改良費です。

ここでは、ちょうど真ん中辺りですが、市の単独事

業費ということで９８０万円を上げさせていただ

いております。投資委託料ということで、新規です

が、高屋地内の高屋神田線の測量、それから調査設

計を上げさせていただいてます。それと、継続事業

ですが、道路新設改良工事ということで、堀府市場

西線を上げさせていただいております。 

 それから、その下の池上日吉線道路改良事業につ

きましては、継続事業で２，７００万円。この路線

につきましては、来年度で完成となります。 

 それから、その下ですが、城崎の風早線、これも

継続事業で１，７００万円。 

 それから、新規事業になりますが、片鍋一日市、

３年前に交通死亡事故がありました。女の子が亡く

なったところのジョーシンの前の路線ですが、これ

を来年度からということで３，２００万円。来年度

は設計とか調査を行っていきたいと思います。 

 それから、その下ですが、その下も新規になりま

すが、北近畿豊岡自動車道の日高北インターの近く

になりますが、日高の藤井中森線道路改良事業とい

うことで、これも来年度は設計調査を行うというこ

とで上げさせていただいております。 

 それから、雪害対策費ですが、建設課に係ります

金額につきましては３億１，７３７万８，０００円

となります。内容といたしましては、一番下に書い

てあります保守点検委託料、業務委託料につきまし

ては、例年どおりの金額の支出ということになって

おります。 
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 それから、ページめくっていただきまして、２５

７ページですが、同じく雪害対策費の補修工事費と

いうことで、消雪装置の修繕ということで、来年度

につきましては、新規ということで、日高の赤崎江

原線であったり、但東の中山虫生線など、継続も含

めて、全部で６か所の修繕工事を上げさせていただ

いております。それから、同じところの事業用備品

ということで、来年度は、日高の除雪グレーダーの

更新、それから豊岡の除雪トラックの更新というこ

とで、２台の除雪車両を更新予定です。 

 続きまして、橋りょう維持費につきましては、上

のほうですが、２３７万７，０００円。これにつき

ましては、例年どおりの支出となっております。 

 それから、その下の橋りょう長寿命化事業費。こ

れにつきましては、橋梁長寿命化計画に基づきまし

て、補修であったり、補修のための設計を行ってお

ります。来年度につきましては、投資委託料という

ことで、補修設計３橋、それから橋梁の点検という

ことで、５年に一度は点検をしなければなりません

ので、これが、来年度につきましては２４０橋予定

をしております。 

 それから、その下の補修工事費ですが、補修工事

は６橋を予定しております。 

 それから、次の橋りょう新設改良費です。まず、

継続事業ということで、栃江橋の整備事業費という

ことで３，０００万円。来年度につきましては、交

差点改良工事ということで、県道辻福田線との交差

点の工事を行います。この事業につきましては、予

定としては、来年度中には橋の供用を開始したいと

いうふうに考えております。供用開始後の２３年度

から２５年度に旧橋の撤去ということで現在予定

をしております。 

 それから、その下の上野橋の整備事業ですが、こ

れも来年度につきましては１億８，１００万円とい

うことで、来年度は橋梁の上部工の桁製作を主にし

たいということで考えております。 

 それから、その下ですが、交通安全施設整備費で

す。主なものとしては、整備工事ということで、区

画線の設置４か所ということで１，０００万円、そ

れからグリーンベルトの設置、これも４か所という

ことで１，０００万円、それから、昨年の千葉県の

八街市の事故を受けまして、通学路の緊急点検行っ

ております。これに基づきます対策工事ということ

で、全部で１２学校区で２３か所、これを３，５０

５万円の事業費で実施する予定としております。 

 それから、同じページの一番下ですが、生活道路

排水路整備事業費ということで、市内の西花園の生

活排水路等の整備を予定しております。 

 続きまして、２５９ページになりますが、ちょう

ど真ん中より少し上ですが、河川総務費になります。

ここで建設課分ということで、３１３万円が建設課

分になります。これも例年どおりの支出です。負担

金であったり、補助金ということでそれぞれ団体の

ほうに補助等をしております。 

 それから、下に行きまして、河川改良事業費です。

４，１５０万円ということで、ここで主なものとい

たしましては、浚渫工事費ということで、緊急浚渫

推進事業債、これを活用いたしまして、市内５河川

の浚渫工事を行う予定としております。 

 それから、その下ですが、普通河川整備事業費で

す。これ、新規事業になります。財源といたしまし

ては、緊急自然災害防止対策事業債、これを用いま

して、いわゆる危険な普通河川について整備工事を

行うということで、いろんな地区から要望等出てき

ておりますので、これらに対応するということで、

来年度につきましては、設計委託が１つの河川、そ

れから整備工事につきましては１１の河川という

ことで予定をしております。 

 続きまして、２６１ページになります。港湾管理

費になります。これも例年どおりの支出となります。

県のほうから、水門管理ということで、但馬漁協の

津居山支所のほうに委託したり、あと、その下の海

岸環境整備事業費ということで上げさせていただ

いてますが、これも県のほうからの事務を受けてる

分で、小島岸壁であったり、気比の浜、それから竹

野海岸、竹野浜の緑地、それらを地元のほうに委託

をして、清掃等をやっていただいてるということで

計上させていただいております。 
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 歳出については以上ですので、次に、歳入に行き

たいと思います。予算書の２７ページをお開きくだ

さい。２７ページのちょうど真ん中の欄ですが、土

木費の分担金で急傾斜地崩壊対策事業費分担金と

いうことで１，０５０万円ですか、これは、急傾斜

地崩壊対策事業に係ります地元負担金ということ

で、事業費の１％を地元から頂いております。これ

を計上しております。 

 次に、３１ページになりますが、上から２つ目の

欄、法定外公共物の占用料ということで、これはい

わゆる里道であったり、青線の水路等への占用に対

する占用料を徴収しております。２３０万円。 

 それから、その下が道路占用料ということで、市

道への占用料金の徴収ということで、５，６５８万

８，０００円を計上させていただいております。 

 続きまして、３３ページです。３３ページの下か

ら４つ目の欄ぐらいに、土木手数料で幅員証明手数

料というのがあります。１，０００円ということで

上げさせていただいております。 

 続きまして、３９ページになります。３９ページ

のちょうど下から３つ目の欄ですが、道路橋りょう

費補助金いうことで国庫補助金を上げさせていた

だいております。 

 まず、一番上の社会資本整備総合交付金。これに

つきましては、雪害対策事業費ということで、除雪

であったり、除雪車両の購入に充てております。そ

れから、道路改良事業費。これは、先ほど説明いた

しました風早線、片鍋一日市線、藤井中森線、これ

に補助金を充てるということで計上しております。 

 それから、防災・安全交付金。これにつきまして

は、道路維持事業費につきましては、市道大開一日

市線の大規模舗装修繕、これが補助金ということで

充当をする予定にしております。それから、その下

の橋りょう新設改良事業費。これは、上野橋です。

それから、その下の交通安全施設整備事業費。これ

は、先ほど言いました通学路緊急対策に対する補助

金です。 

 それから、その次の道路メンテナンス事業費補助

金ということで、道路維持事業費。これにつきまし

ては、浅倉のロックシェッド、これに対する補助金

です。その下の橋りょう新設改良事業費。これと、

栃江橋に対する補助金。それから、一番下の橋りょ

う長寿命化事業費につきましては、橋梁長寿命化事

業に対する補助金ということになっております。 

 続きまして、４３ページになります。４３ページ

の上から５つ目の欄になりますが、土木費の委託金

ということで、排水機樋門等管理委託金ということ

で、これ、国の所管する排水機場であったり、樋門

等を市のほうで運転等いたしますので、それに対す

る委託金ということで計上させていただいており

ます。 

 それから、続きまして、５５ページになりますが、

５５ページの県の支出金の中の枠の上から３つ目

の枠で、ちょうど上から３行目ですが、港湾統計調

査事務委託金ということで、これは県から受託して

る港湾船舶調査の分で１万９，０００円。 

 それから、同じページの下から４つ目の枠ですね。

排水機樋門等管理委託金。これは、県から委託を受

けてます県の所管する排水機場、樋門等の委託の費

用です。 

 それから、その下の枠ですが、国県道の歩道除雪

作業の委託金ということで、国県道の歩道除雪もう

ちのほうで受けておりますので、それに対する委託

金。 

 それから、国道パーキングエリアの管理委託金と

いうことで、国道のパーキングエリアの管理も受託

しておりますので、その委託金。 

 それから、その次の欄ですが、港湾管理、海岸管

理の分の県からの委託金ということで計上させて

いただいております。 

 続きまして、５７ページをご覧ください。５７ペ

ージの財産収入の下から３つ目ですが、土地売払い

収入。この中で、建設課分ということで１００万円

を計上しております。これは、里道であったり、水

路の払下げ希望に対しての収入ということになっ

ております。 

 それから、次が６１ページをご覧ください。６１

ページの真ん中の枠ですが、基金の繰入金です。こ
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の中の一番上の欄、財政調整基金繰入金ということ

で、これが先ほど交通安全施設整備に３，４８０万

９，０００円。これが当たるということで、これは

議会でも説明をさせていただいてます兵庫県の市

町交通災害共済組合の解散に伴う分配金というこ

とで、これが基金のほうに入って、基金からこれを

繰り入れるということになっております。 

 それから、次が６５ページをご覧ください。６５

ページの雑入ですが、一番下の枠ですが、一番下の

枠の一番上、複写料。これ建設課分ということで２

万１，０００円。 

 それから、次の６７ページですが、上から５つ目

の頒布代ということで、市図の頒布。これは建設課

分が５万円。 

 それから、ちょうど真ん中より少し下になります

が、受託料の中の一番下の段ですが、但馬空港周辺

県有環境林管理ということで、これが兵庫県のみど

り公社から但馬空港の用地の管理ということで、委

託金ということで２４３万９，０００円を頂くこと

になっております。 

 それから、次が６９ページですが、６９ページの

ちょうど真ん中辺りに光熱水費等使用者負担金と

いうのがありますが、そこの、そこからずっと、十

二、三行下りたとこに消雪ポンプというのがありま

すが、これが県道消雪分の電気代、一部、市が持っ

てるもんがありますんで、それに対する県からの収

入。 

 それから、その下の市道駅東西連絡線。これも自

動販売機を置いていただいておりますので、その電

気代ということで、その収入ということになってお

ります。 

 それから、次が７５ページ、市債になります。土

木債ですので、ちょうど真ん中より少し上からです

が、土木管理債につきましては、先ほどの急傾斜地

の崩壊対策事業、それから内水処理施設整備事業債、

これは福田排水機場に対する起債です。 

 それから、その下の土木管理事業債。江原樋門に

対する起債となっております。 

 それから、その下の道路橋りょう債ということで、

道路整備事業債ということで、池上日吉線、以下ず

っと大規模舗装修繕であったり、道路防災事業、道

路維持事業、風早線、片鍋一日市線、藤井中森線、

側溝整備事業ということで、それぞれ起債を予定し

ております。 

 橋りょう整備事業債につきましては、栃江橋、上

野橋、それから橋梁長寿命化事業に対して起債を予

定しております。 

 それから、その下の消雪装置整備事業債は、消雪

装置の更新工事に充てる予定としております。 

 次が河川改良事業債。これも先ほど言いました河

川の浚渫、それから新規事業であります普通河川整

備事業に充てるということで計上させていただい

ております。 

 最後に、地方債ですが、１０、１１ページになり

ます。１０ページの下から５行目のところから、急

傾斜地崩壊対策事業費ということで、先ほどと同じ

内容ですが、そこからずっと、右の１１ページのち

ょうど真ん中より少し下ぐらいに河川改良事業費、

そこまでが先ほど言いました市債に対応する地方

債ということで上げさせていただいております。 

 建設課からは以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、いっぱい説明い

ただきました。課長、なかなかメモが取れないぐら

いいっぱい説明されてたですけど、地下水の観測と

か、一級水準とか、そして下陰の急傾斜１３か所と

か、この辺いっぱいあるんですけど、この辺も資料

は出していただけますか。また、１２学校区で２３

か所とか、そんなんも説明ありましたけど、そして、

橋梁長寿命化の２４０橋、補修６橋とか、そういう

ふうな説明も受けました。 

 そして、普通河川の５河川でしゅんせつもすると

いうこともお聞きしましたし、ほんで、排水樋門の

管理委託金、六方排水機場、桃島樋門ほか１０樋門、

この辺の数字がようけ言っていただいたんですけ

ど、この辺の一覧って出すことは可能でしょうか。 
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○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 出せるものはあるとは思

いますけど、今言われたの全てという。 

○委員（西田  真） 今言った分だけ。 

○建設課長（冨森 靖彦） ですかね。 

○委員（西田  真） 全部説明した分を出せという

ことで……。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ああ、すみません。今言うた

分の、かなり数字とか箇所の羅列を説明いただいて、

箇所にしても中身はないんで、数字だけの、何百か

所とか、何橋とか、そういう説明ばっかりですんで、

その辺の一覧をいただけたら非常に後からでも見

やすいですし、その辺を提出いただければと思って

おりますけど、いかがでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 提出はさせていただけま

すけど、現時点での予定ということで、あくまでも。

政策費で上げさせていただいてる分は記者発表さ

せてもらったりしてるんですが、経常費等の分は今

時点の予定なので、ちょっと変わる可能性があると

いうことの前提でお願いをいたします。 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、資料の

ほうの提示をまた委員に、よろしくお願いします。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、何点かちょっと

教えていただきたいんですけど、２７ページの急傾

斜の分担金、地元１％負担ということをお聞きしま

したけど、これは、地元の１％いうのは、地元いう

のはどこを指しとるんですか。地区を指しとるんで

しょうか、いかがでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 当然、先ほど言いました

下陰地区とかっていうことでなってますので、地区、

区ですね。どういう出し方されるかっていうのは区

のほうで当然相談されると思います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 急傾斜って、かなりの金額に

なると思うんです、何億とか、そういう感じになる

と思うんですけど、これの１％は地元負担っちゅう

のはきついんじゃないかと思うんですけど、これは

以前から変わってないんでしょうか。そして、これ

が、負担がゼロとか、そういういろんな場合によっ

てあるんでしょうか、どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） これにつきましては、以

前から変わっておりません。払えなくてどうこうっ

ていうのも、ちょっと私は最近は聞いたことはあり

ません。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみませんでした。地元がそ

うやって１％で、それぐらいの金額いうんか、もう

結構な金額、私はなると思っておるんですけど、そ

れが払えるんだったら、それでいいんですけど、特

に問題がないということで理解しておきます。 

 そして、ちょっと箇所が少ない、台数が少ないと

こだけちょっと教えていただきたいんですけど、２

５７ページの事業用備品、車両２台って、これはど

ことどこと、それを、金額それぞれ教えていただけ

ませんかね。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今の除雪のほうですね。

１か所、１つが日高の除雪グレーダーの３．１メー

トル級ということで、予算につきましては３，０２

２万８，０００円です。それから、もう１台が豊岡

地域の除雪トラック３トン級ということで、予算が

１，３０３万６，０００円です。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。理解

しました。 

 そして、もう１点だけ。２４７ページの地下水位

観測。これは何か所でやっておられるんか、ちょっ

と教えて、箇所だけで結構です。またこれを一覧で

出していただければありがたいですし、そして一級

水準も何か所あるんかっちゅうのも教えて、後で資

料頂ければありがたいです。取りあえず箇所だけ教

えてください。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 
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○建設課長（冨森 靖彦） 地下水位の観測につきま

しては３か所です。一級水準測量につきましては２

２点です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） またそれも含めて、資料要求

お願いします。 

○分科会長（清水  寛） じゃあ、その分も資料の

ほう併せてお願いします。 

 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 分かりました。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほか。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） ２５７ページ、一番下のほう

です。生活道路整備費、ちょうどきれいに１，００

０万円減ってるんですが、西花園等というふうにち

ょっと説明があったんですけど、これ、積み上げた

結果の１，０００万円減ということでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） これは毎年、経常的予算

と政策的予算ということでしてまして、ちなみに今

年度は経常的な予算が９００万円で政策的な予算

が１，０００万円ということなんですが、先ほども

申しましたように、普通河川の整備事業ということ

で、新たな事業を創設しましたので、大部分が今ま

で生活道路排水路整備事業ということでやってい

た事業が、そちらに移行できるものは移行させてい

ただくということでしておりますので、政策的な部

分につきましてはそちらに移行してるということ

になります。以上です。 

○委員（石田  清） 分かりました。 

○分科会長（清水  寛） ほかに。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） すみません、１点お願いしま

す。 

 片鍋一日市線の道路改良工事って、どのような工

事が予定されているんでしょうか、教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 今の死亡事故の原因って

いうのは、渋滞をしてて、その合間を縫ってという

ことだったので、いろいろと警察とも話をする中で、

ちょっと渋滞緩和ということで今考えてますのは、

右折レーンを北向きのあの交差点から南側につく

らせてもらって、できるだけ渋滞をしないような格

好でいけたらなというふうに思っております。両側

にちょっと大きな店舗とかも張りついてますので、

用地買収してとかっていうことまでは考えており

ませんが、それぐらいだったらできるのかなという

ことで、今はそういうふうに考えておりまして、そ

の辺りも含めて、来年度調査とか設計を進めていき

たいというふうに思っております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 米田委員。 

○委員（米田 達也） ありがとうございました。 

○分科会長（清水  寛） いいですか。 

 そのほかありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 江原ですけど、お墓があって、

暫定堤防つけてほしいんだけど、昨年、本当は造っ

てほしかった、約束があったはずだけど、なかなか

造ってもらえんかったということで、今年は、６月

までにというような約束を豊岡市からいただいて

るなんていう話を聞いたんですけど、江原樋門って

いうのは関係ありますか。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 江原樋門はその事業とは

関係ありません。今回、樋門を整備するの、古くな

ってるので、ちょうど扉の部分というんですかね、

閉める部分を更新するということで上げさせてい

ただいてるということです。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） その江原の要望の暫定堤防の

ほうはどうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） それは国の事業になりま

すので、ちょっとここで答えさせていただくのはあ

れかなと思います。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 了解しました。 
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 もう一つ、僕の地元ですけど、これもまた市では

ないかもしれん、三方橋についてはどうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 三方橋も地元と県土木の

ほうでいろいろと話をされてまして、改めてまた要

望書を出すというようなことも聞いております。 

○委員（須山 泰一） ちょっと僕も……。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） すみません。僕も詳しくない

んで、すみません、以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、５７ページの土

地売払い収入ということで１００万円ほどとか、１

００万円でできますんかね、そういう説明を受けた

と思うんですけど、また金額が違ったら訂正してく

ださい。 

 これは里道の売払いとかいう説明を受けたんで

すけど、いろんな地区に当然里道はあるんですけど、

これの売払いったら、どういう流れでできるんでし

ょうか。その流れをちょっと教えていただけません

か。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 基本的には、買いたい方

があれば、当然、測量であったり、必要な分筆であ

ったりというようなことの、全て資料をつけていた

だいて売払い願とかっていうことで出していただ

くということになる。こちらのほうで単価につきま

しては、近隣の単価等を参考に単価を設定させてい

ただきます。但し、当然、必要な里道であったり、

水路を売るということにはなりません。あくまでも

機能的にもう全然その用をなしてないとかってい

うのが大前提にはなりますけど。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） これ、今、売払い願を、そう

いう書類を出してからということをお聞きしたん

ですけど、大体出してから、今、私も言っとるのは、

使っとる里道じゃなしに、もう全然使ってない、機

能してない里道の話をしてるんですけど、そういう

売払い願を出して、完了する期間って大体、その案

件によって違うんかもしれませんけど、一般的には

どれぐらいですか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 委員さんも言われたよう

に、規模だとか、測量を当然しないといけないんで、

広い範囲になれば当然時間かかりますし、ちょっと

どれぐらいっていうのは今、今年も何件かあったん

ですけど、ちょっと今どれぐらいだったかっちゅう

のが定かじゃないんで、ちょっとお答え今できませ

んけど。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと聞いとるのは１０メ

ーター程度いう格好で聞いとって、もう全然機能し

てない里道があって、それをちょっと分けていただ

きたいないう話も聞いとるけど、そういう案件で、

ざくっと、申請してからどんな感じですかね。それ

も分かりませんか。 

○分科会長（清水  寛） 冨森課長。 

○建設課長（冨森 靖彦） 当然、手続的には、今、

市のほうで里道だとかということで持っとるとい

うことは、その用途を廃止して、地番も一旦つけて、

地番をつけてしまってから売却とか、ことになりま

すんで、でも、半年ぐらいはかかるんじゃないかな

というふうに、今、感覚的なものですけど、とは思

ってます。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほか、よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 次に、都市整備課の説明をお願いします。 

 都市整備課、石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） それでは、都市整備

課の所管の事業のほうを説明させていただきます

が、もうこれまで継続的な事業とか少額な事業は、

申し訳ありません、説明を省略させていただきます

ので、ご了承ください。 

 それでは、９０ページ、９１ページのほうをご覧

ください。目５、財産管理費の下から１４行目です。

基金管理費の５億６，７４２万７，０００円のうち、

都市整備課分としては７３０万円を計上してます。 
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 内訳といたしましては、次の財政調整基金積立金

の５１０万円です。これは、高校生通学バス定期補

助の今後の事業継続に係ります財政調整基金への

積立てです。 

 また、その２行下、市債管理基金積立金の５２０

万円のうち、都市整備課分としては２２０万円です。

これは、過疎地域内の高校生バス定期補助の財源を

過疎債を充当しておりますので、今年度の過疎債償

還に係ります負担分の積立てです。 

 ９６ページ、９７ページのほうをご覧ください。

中ほどから下に向けて、目８、公共交通対策費の鉄

道交通対策事業費に４，１８７万７，０００円を計

上しております。主なものとしては、補助金の３，

９０１万円です。その内訳として、鉄道軌道安全輸

送設備等整備事業費１，７１６万４，０００円は、

北近畿タンゴ鉄道株式会社が実施いたします、電路、

線路、車両整備の改良事業に対しまして、沿線市町

が支援するうちの豊岡市分の補助金です。次の北近

畿タンゴ鉄道安全運行維持助成費補助金２，０６７

万５，０００円は、これも北近畿タンゴ鉄道株式会

社がＷＩＬＬＥＲ ＴＲＡＩＮＳに委託していま

す路線の運行に係る維持管理に対して、沿線市町が

支援する豊岡市分の補助金です。さらに、次の鉄道

施設総合安全対策事業費補助金１１７万１，０００

円は、昨年度に引き続きまして北近畿タンゴ鉄道株

式会社が実施します西舞鶴駅の老朽化した軽油地

下タンクの給油設備の更新工事に対しての沿線市

町が支援するうちの豊岡市分の補助金です。 

 ９８ページ、９９ページのほうをご覧ください。

１行目、バス交通対策事業費に３億１，２８３万円

を計上しております。主なものでは、業務委託料の

５，６４８万５，０００円で、バス運行管理業務の

市営バスイナカー８路線の運行管理業務委託料で

す。 

 次の事業委託料の３３４万７，０００円は、公共

交通支援事業で、出石・但東地域で、地域が主体と

なって実施されてますチクタクの運行管理の事業

委託料です。 

 その３行下、事業用備品２，４９３万２，０００

円は、有償旅客運送事業のイナカー河野辺線の４５

人乗りバス１台の更新です。 

 その３行下、補助金で、地方バス等公共交通維持

確保事業費補助金の１億８，７１２万５，０００円

は、全但バス株式会社が運営します路線バスの運行

補助金と車両購入の補助金の合計額です。 

 次の事業、公共交通利用促進事業費に６６６万円

を計上しております。 

 補助金の３つ目、路線バス活性化実証実験運行費

補助金の３８５万６，０００円は、毎月第２水曜日

を豊岡ノーマイカーデーとして、市内を運行する路

線バスに５００円で一日乗り放題となる企画を、こ

れまで運行事業者である全但バス株式会社の協力

を得て利用促進に取り組んでまいりました。新年度

から、この企画を第４金曜日も追加いたしまして、

月２回に拡大いたします。さらなる利用促進に努め

るための補助金で、３年間の実証試験と考えており

ます。 

 なお、これまではコミュニティバスは対象外とし

ておりましたが、イナカー、チクタク、コバスも対

象としとり、月２回の取組は、一応、予定では５月

から実施したいというふうに考えております。 

 １１８ページ、１１９ページのほうをご覧くださ

い。中段辺り、目２２、但馬空港利用促進費の但馬

空港利用促進事業費に７，８７８万５，０００円を

計上しております。主なものとして、補助金のコウ

ノトリ但馬空港利用促進協議会補助金６，０００万

円で、コウノトリ但馬空港の利用促進のため、市民

やビジネス利用などの運賃助成等をし、コウノトリ

但馬空港利用促進協議会へ交付する補助金です。 

 少し飛びまして、２６３ページ、２６４ページの

ほうをご覧ください。１行目、目１の都市計画総務

費の都市計画総務費に４１０万９，０００円を計上

しております。主なものでは、業務委託料の都市計

画図修正業務委託料で１３２万円です。都市計画決

定に係ります図面修正等を外部委託するための経

費です。 

 少し省略して飛びますが、２６４ページ、２６５

ページをご覧ください。中段の手前の事業ですが、
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豊岡駅前広場等管理費に３１８万３，０００円を計

上しております。主なものでは、維持管理委託料２

６２万９，０００円のうち、施設管理委託料に２４

０万７，０００円を計上しております。豊岡駅前広

場、駅前公衆トイレ、市道大開一日市線の地下通路

の維持管理業務委託料です。 

 １つ事業を飛びまして、公園管理費に２，８９４

万３，０００円を計上しております。主なものでは、

維持管理委託料の１，０７９万３，０００円で、内

訳といたしましては、公園内の除草、清掃作業及び

樹木の選定作業に４３５万８，０００円、それと、

市内の都市公園等のトイレ１５か所の清掃等作業

に３３３万９，０００円などとなっております。 

 次に、業務委託料の１４０万８，０００円で、出

石城公園の樹木伐採業務や市内の都市公園などに

設置されています遊具の定期点検経費を上げてお

ります。 

 整備工事費６５０万円は、中央公園いこい、通称

ＳＬ公園の戸牧川右岸側に設置しております擬木

柵の老朽化に伴い、約２００メートルの改修工事を

早期着工すべく、ゼロ市債で実施するものです。 

 ２６６ページ、２６７ページをご覧ください。上

から２行目、公園施設長寿命化事業費に３，２３０

万円を計上しております。まず、整備工事費の２，

６００万円は、中央公園いこいの外周の園路舗装工

事でございます。 

 次の設置工事費の６３０万円は、香住地内のかす

みが丘住宅団地地内にあります第一公園の複合遊

具の更新工事です。 

 次の事業、中央駐車場管理費に７６５万９，００

０円を計上しております。主なものでは、維持管理

委託料７１２万５，０００円で、中央駐車場の施設

維持管理及び使用料金の収納事務の委託料です。 

 まず、歳出の説明については以上です。 

 続いて、歳入について説明をさせていただきます。

予算書の２８ページ、２９ページのほうをご覧くだ

さい。２つ目の枠内の節１、総務管理使用料の上か

ら５行目、有償旅客運送使用料の８９８０万円は、

イナカーの利用運賃収入８５０万円と出石・但東地

域のコミュニティバス、チクタクの利用運賃収入４

０万円の合計額です。 

 ３４ページ、３５ページをご覧ください。下の枠

内の節１、総務管理費補助金の最初の補助金、地域

公共交通確保維持改善事業費補助金の１，００５万

２，０００円は、歳出で説明しましたイナカー運行

事業に係ります運行支援の国庫補助金です。 

 ３８ページ、３９ページのほうをご覧ください。

下から６行目の節３、都市計画費補助金の社会資本

整備総合交付金、公園施設長寿命化事業の１，２０

０万円は、歳出で説明しました中央公園いこいの園

路舗装工事の国の交付金です。 

 ７２ページ、７３ページをご覧ください。節１、

総務管理債の１行目、バス交通対策事業債のイナカ

ー２，４９０万円は、歳出で説明しました但東町の

河野辺線で運行している車両１台を更新するため

の市債です。 

 次の鉄道交通対策事業債の京都丹後鉄道軌道安

全輸送設備等の１，７１０万円は、歳出で説明しま

した北近畿タンゴ鉄道株式会社が実施いたします、

電路、線路、車両等の改良事業に対します沿線市町

の豊岡市分の補助金を支出するための市債です。 

 ７４ページ、７５ページをご覧ください。下から

８行目、節５、都市計画債の公園整備事業債の公園

施設長寿命化事業の１，０８０万円は、中央公園い

こいの園路舗装工事に充当する市債です。 

 ７６、７７ページをご覧ください。最後の市債で

す。節１、過疎対策事業債（過疎地域持続的発展特

別事業分）の１億２，７７０万円のうち、都市整備

課分としては７３０万円で、歳出で説明しましたが、

高校生通学バス定期の購入補助金のうち、過疎地域

に該当する補助金に充当する過疎債、ソフト事業の

市債です。 

 歳入については以上です。 

 それでは、最後に、地方債のほうを説明させてい

ただきます。１０ページのほうをご覧ください。１

行目、バス交通対策事業費のイナカーの２，４９０

万円は、河野辺線で運行する車両１台を購入するた

めの地方債です。 
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 鉄道交通対策事業費、京都丹後鉄道軌道安全輸送

設備等の１，７１０万円は、先ほど地方債で説明し

ました北近畿タンゴ鉄道分の地方債です。 

 １１ページのほうをご覧ください。中段辺り、中

段から下段に向けてですが、公園整備事業費、公園

施設長寿命化事業の１，０８０万円は、中央公園い

こいの園路舗装工事の地方債です。 

 最後の地方債、過疎対策事業債の１億２，７７０

万円のうち、都市整備課分は７３０万円で、高校生

通学バス定期の過疎地域に該当する補助金の地方

債です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か教えてください。 

 ９９ページのイナカーとチクタク。これ、何台で、

どこどこ路線か、ちょっと確認するためにお願いし

ます。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） まず、イナカーです

が、この旧豊岡地域でいいますと、赤石線と気比三

原線の２路線、それと、竹野地域では、竹野海岸線

と、竹野南は、これが竹野三原線と床瀬線の２路線、

竹野でいいますと３路線ございます。日高に行きま

すと、三方、八代線がありまして、これは三方線と

八代線の２路線。但東町の但東地区のほうに行きま

して、河野辺線の１路線。計８路線ございます。 

 チクタクですが、チクタクにつきましては、出石

地域の奥山地区、それと小野地区のひぼこですね。

それと但東の資母、同じく但東の合橋。この４地域

でございます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございます。 

 そして、９９ページの全但バスのバスの購入費用

の補助金とか、その辺を含めて１．８７億円ぐらい

でしたか。このバスの購入の補助ってどんな感じで

すかね、金額は。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） １億８，７１２万５，

０００円のちょっと内訳を申し上げさせていただ

きます。 

 これ、国県市協調路線の１０系統というのがあり

まして、それと県市協調の１５系統、これ合わせて

なんですが、これが９，８２１万６，０００円。そ

れと、市単独補助路線の１８系統ございまして、こ

れが７，９０８万９，０００円、７９０８９ですね。

それと車両購入の補助金が９８２万円。その３つの

合計が１億８，７１２万５，０００円です。以上で

す。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ありがとうございました。 

 あと１点、中央公園のいこいの舗装でしたかね、

これは、延長どれぐらいのことを考えておられるん

でしょうか。舗装ですか、舗装っておっしゃいまし

たね。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 舗装につきましては、

面積でいいますと１，７４０平米。以上です。 

○委員（西田  真） 延長は分かりますか。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） ちょっと延長までは

確認はしとらんのですが、大体幅が恐らく３メート

ルから４メートル程度の幅だったと思いますので、

それを割り戻していくと、４３０メートル余りぐら

いになろうかと思います。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 香住団地の遊具はどんな遊具

なんでしょうか、それもちょっと教えてください。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 既存の遊具が滑り台

とジャングルジムがセットになったような遊具で

すので、基本、そのような形で対応していきたいと

いうふうに考えてます。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） ほか、ございませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 河野辺線のイナカー更新され
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るということで、２，４００万円でしたか、出てま

したけど、たしかスクールバスも兼用するという路

線でしたか。大きなバスですか。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 先ほど須山委員がお

っしゃられるように、今回の車両は４５人乗りのバ

スを予定してます。これは、イナカーとスクールバ

スも兼ねておりますので、定員人数を大きい車両に

考えております。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 何か薬王寺では、そのバスが

折り返すところが、ちょっと奥のほう、難しいとか

いう話も聞きました。でも、スクールバスも必要で

すし、仕方がないのかなと思います。 

 それと、もう一つですけど、ノーマイカーデー。

これ５月からイナカーやチクタクも行うというこ

とでしたけど、５００円で乗り放題みたいな形でし

たか、お願いします。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 今回、今まではずっ

と、昨年までは路線バスだけというふうにしてたん

ですが、やはり今後の需要も考えて、利便性も考え

てということで、今、委員おっしゃられるように、

１日５００円で、フリーチケットというふうな感じ

で考えております。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） それは、たしか月２回ですけ

どね。はい。 

 バスの件は以上なんですけど、もう一つは、但馬

空港の利用促進の補助金の件ですけど、６，０００

万円ということで、うちの会派、毎年その補助率が

高過ぎるということで、補助率の引下げを求めてき

てると思うんですが、そういう検討はどうでしょう

か。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） やはり利用促進を図

る上では、ほか、他の交通機関といいますと、ＪＲ

の利用料金を見据えて考えていかなければならな

いというふうに考えてます。例えば豊岡駅から大阪

までとなりますと、指定の料金でやはり５，０００

円を超えるような料金設定になってきます。ただ、

ＪＲよりも安く設定してしまうと、飛行機利用とＪ

Ｒ利用との兼ね合いというんでしょうか、そのこと

もありますので、若干はやっぱり飛行機のほうを高

めの設定で補助をしていくというふうな感じにな

ろうかと思います。 

 会派のほうからもいろんな質問を今までから受

けておるんですけれども、ただ、通常の大人の普通

の料金でいいますと、これが１万４，０００何がし

の料金設定になって、豊岡市からこれは５，０００

円を補助して、なおかつ但馬空港の推進協議会、こ

れは但馬３市２町の協議会ですが、これが２，９０

０円ということで、７，９００円を出してというふ

うな感じになってます。 

 ただ、大概皆さん方が割引のあるところで利用さ

れておりますのが、大体特別割引のＣタイプという

ことで、これは豊岡市からは４，０００円の補助に

なってます。ですから、料金設定からすると、２分

の１以上を補助金として出してるというふうなこ

とではないので、市としては何とか、ＪＲよりも安

くの設定というのは難しいかもしれませんけれど

も、それに近いような形での補助というのは考えて

いくべきだろうというふうに思ってます。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 私も乗ったことはないんです

が、一つ、会派がこれまで補助率を引き下げるべき

だと言ってきた理由の一つは、市民の多くが乗らな

いんじゃ、乗ってないんじゃないかというのがある

と思うんですけど、その点、どうでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） 今回、昨今、この２

年間のことを考えると、やはりコロナの影響で利用

はかなり落ち込んでたというのは確かです。 

 ただ、利用者の関係でありますけれども、大体２

分の１がビジネスで、東京ですとか京阪神のほうか

ら来られる方が２分の１程度あって、２分の１がこ

の但馬地域からの利用というふうになっています。

中でも、約８割は豊岡市が利用されてる、豊岡市の
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方が使われているというふうな状況なので、この但

馬の地域の中では豊岡市というのはやはり大きい

シェアを占めてると我々は理解しております。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（須山 泰一） 取りあえずいいです。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、今、関連なんで

すけど、但馬空港の滑走路の延長の件が、県のほう

で、今、いろいろとあるんですけど、なかなか県議

会のほうではそれが進んでないような感じがして

おるんですけど、その手の情報をもしお聞きなら、

教えていただければと思います。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） この但馬空港のあり

方懇話会っていうのが令和２年の２月から始まっ

ております。再来週になると思うんですが、３月の

２４日に第４回目のあり方懇話会が実施されます。

これまでご承知だと思いますが、兵庫県議会の中で

も利用の促進であったりとか、滑走路延長に関して

は多額な事業費がかかるのでというふうな、結構厳

しいご意見があります。 

 ただ、兵庫県としましても、今後の将来の需要予

測というふうなところも見据える中で、やはり東京

の首都圏、直行便というふうなことは目標にしてい

こう。当然、我々、豊岡市といたしましても、県と

足並みをそろえて進んでいきたいというふうなこ

とで、本来、このあり方懇話会は今年度の末で一旦

終えてというふうなことではあったんですが、コロ

ナの影響を相当受けてますので、今後の需要予測も

少し、若干期間は開いて検討していこう。今回、３

月の２４日に開催されるあり方懇話会では、中間の

報告というふうなところで、一旦取りまとめをする

と伺っております。 

 今後、但馬地域はもとより、この近隣の京丹後市、

京都府も含めて、今後の活性化に向けた取組ってい

うんでしょうか、そういったことを今後一緒になっ

て検討していこうかというふうなこともお話とし

て聞いております。以上です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） まず、周辺自治体も巻き込ん

で一生懸命頑張っていただければと思っています

ので、よろしくお願いします。ぜひ滑走路も延長し

て、ジェット機で東京直行便、これを必ず実現して

いただきたいと思っております。 

 そして、２６５ページの公園管理で、トイレ１５

か所とあったんですけど、これは、１５か所、全て

なんでしょうか。数をちょっと確認をさせてくださ

い。 

○分科会長（清水  寛） 石田課長。 

○都市整備課長（石田 敦史） すみません、ちょっ

と手持ちの資料として持っておらんのですが、それ

ぞれの地域、豊岡地域、竹野地域、日高、出石、但

東というところで、それぞれの地区に委託をかけて

というふうなところにしております。 

 すみません、今、トイレ１５か所の話でした、す

みません、失礼しました。訂正の説明をさせてくだ

さい。 

 市内の都市公園の１５か所というのは、全てシル

バー人材センターのほうに委託をかけております。

その中で、大半はこの市街地周辺の都市公園になっ

ております。具体的に施設名を上げていったほうが

よろしいですか。 

○委員（西田  真） 委員長、ちょっと一覧表を提

示してもらったほうがありがたいんですけど。 

○分科会長（清水  寛） はい。そうしましたら、

その件に関しては、一覧表をまた委員のほうに提示

いただけたらと思います。 

○都市整備課長（石田 敦史） じゃあ、一覧表のほ

うをお渡しさせていただきたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） お願いします。 

 ほかにありますか、いいですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 次に、建築住宅課の説明お願いします。 

 建築住宅課、山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） それでは、建築住宅

課分の説明をさせていただきます。 

 同様に事務的な経費と経常的なこと、あと省略さ

せていただきまして、主なもので説明ということで
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お願いしたいと思います。 

 それでは、早速です。２６８、２６９ページをご

覧いただきたいと思います。まず、住宅管理費の中

で、説明欄を中心に説明させていただきます。主な

ものといたしまして、一番上にあります人件費、委

員報酬１０万７，０００円ということで、これにつ

きましては空き家等対策協議会委員８人、総勢１０

人なんですけども、報酬支払い対象が８名というこ

とで、の報酬ということです。年３回ほど委員会を

開催をする予定をしております。 

 あとその下、１５行ほど下になりますけども、住

宅管理費、これがこちらで管理しております、公営

住宅４０団地９７０戸、これらの維持管理、運営、

それにかかる経費となります、住宅管理費１億１，

９１６万６，０００円。主なものといたしまして、

まず、６行ほど下、修繕料２，２１０万円、これに

つきましては、市営住宅の退去修繕、あと、風呂釜

とか給排水、そういった設備の緊急修繕なんかに係

る修繕でございます。 

 その下、６行目、保守点検委託６６７万４，００

０円。記載のとおり、消防設備、エレベーター等の

保守点検委託料です。 

 その下、９行目ほどです、業務委託料４２万９，

０００円ですけども、内容といたしましては住宅管

理システムの改修ということで、この改修に係る委

託料でございます。 

 その下７行目、補修工事費７，０９０万４，００

０円ということです。内容としましては、たくさん

あるんですけども、ゼロ市債、これ１，２８０万円

いうことで、１２月に提案させていただきました。

市営住宅３団地における、入居に向けた改修工事、

あと、排水の整備とか環境整備、そういった３つの

工事、ゼロ市債での工事を予定しておると、現在進

捗中というとこになります。あとそれ以外に、今森

住宅の２号棟と塩津の３号棟、エレベーターの改修

工事ということで、これは長寿命化計画に基づいた

改修工事というふうな形、あとそれ以外、円山住宅、

福住住宅、電気温水器の更新工事ということで、３

か年ほどかけて計画的に工事をしていくといった

工事も予定しております。あと、住宅施設の修繕と

いうことで、一部修繕が必要な部分の工事を予定し

とること、大きいのは退去修繕ということで、入退

去、退去されたら次の方のために修繕をかけていく

といった形、それらの工事費の総額をこちらで上げ

ておるというものでございます。 

 ２７０、２７１ページ、ご覧ください。３行目で

す。補償金として移転補償金６５０万６，０００円

としております。これにつきましては、本年度から

着手しておりますけども、市営の一本松住宅、それ

と但東の出合市場住宅、この２団地の用途廃止に向

けた入居者の方、現入居者の方の転居に係ります移

転料と、あと必要に応じた生活支援一時金という形

で、一応予定としては１４件ほど対象として予算を

組ませていただいとると、来年度が着手の２年目と

いうことで、基本は３か年で退去していただく、特

異な状況があれば５年まででというような形で考

えております。 

 あと、次、公営住宅の関係はそこで終わりまして、

その下、住宅耐震改修促進事業費２，２６５万３，

０００円です。主なものといたしましては、３行目

に書いております業務委託料２５２万円としまし

て耐震診断業務、これは８０件ほど予定をしており

ます。 

 その下、補助金、住宅耐震改修促進事業費２，０

００万円、これにつきましては、先ほど言いました

耐震診断を行った後、耐震性を見る評点、これが満

たない場合に耐震化の工事をしていただく、それに

係る計画策定とか、実際の工事、これらの一部を補

助するという形の補助金で計画を持っとるという

ものでございます。 

 あとその下、住宅新築資金等貸付金回収事業費と

いうことで１９万４，０００円ということで、これ

は過去の貸付金になりますけども、住宅新築資金等

貸付金の滞納が残っておりますので、これらの滞納

に対する徴収の業務、これらに係る調査旅費とか催

告書送付等の事務費というもんでございます。 

 その下、老朽危険空き家対策事業費１，５６７万

５，０００円です。こちらにつきまして、まず、費
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用弁償から手数料あたり、この辺りにつきましては、

空き家等対策協議会の運営とか、あと事務経費、そ

れに係る経費と見てもらったらと思います。 

 その下に業務委託料がございます、１，００４万

円。これにつきましては、内訳としまして、空き家

等対策計画策定業務としております。これ、現在持

っております豊岡市の空き家等対策計画が平成３

０年から令和４年度まで、つまり、来年度の５か年

計画でございますので、来年度、令和４年度に改定

を行いまして、次期５か年計画を策定しようとする

もの、これが一つと、その下に書いてます特定空家

除却等業務ということで、これにつきましては、決

定ではないんですけども、特定空家等の行政代執行

を１件、可能性があるということで、予算を計上し

とるものでございます。 

 一番下、補助金の老朽危険空き家除却支援事業費

５３２万８，０００円、これにつきましては、所有

者等が特定空家等の除却をする費用、これ一部を補

助するものということで、来年度一応、この予算は

４件分ほどの除却に対する補助を検討予定をしと

るというような状況での予算計上でございます。 

 飛びまして、２８０、２８１ページ、ご覧くださ

い。下から８行目辺りになります。災害対策事業費、

補助金、土砂災害対策支援事業費６００万円という

ことで、これにつきましては、土砂災害特別警戒区

域にあります住宅等の移転や除却、また、必要に応

じて防護壁の設置や改修といった、こういう取組に

対しまして、国、県ともに補助を行うものでござい

ます。一応予算枠という形で６００万円を計上して

おります。 

 歳出は以上でございます。 

 歳入に行かせていただきます。２８ページ、２９

ページをご覧ください。下の表になります、総務管

理使用料の上から４行目、行政財産目的外使用料２，

７５５万８，０００円のうち５２６万５，０００円

が建築住宅課所管分ということで、内容的にはお試

し居住、公営住宅を使ってお試し居住、あと大学生

の入居等を行っております。それらの使用料に相当

する分。あと、必要に応じて施設の、ＮＴＴさんと

か関電さんとかの使用料でございます。 

 続きまして、３０、３１ページをください。土木

使用料の４段目になります、住宅使用料２億４，９

７０万６，０００円のうち、５行目に記載してあり

ます移住促進住宅使用料、これがちょっと但東振興

局の所管なります、これを除きました金額、２億４，

６３４万６，０００円、これが公営住宅、あと特公

賃の住宅、あと出石の改良住宅、これらの住宅の使

用料、あと、公営住宅に伴います市営住宅の駐車場

の関係の使用料、明細はご覧いただければと思いま

す。 

 ３８、３９ページ、ご覧ください。一番下の段に

なります、土木費国庫補助金の住宅費補助金の社会

資本整備総合交付金１，９３７万６，０００円です。

内訳につきましては、次のページにかけてずっと記

載してありますとおり、先ほど歳出の関係で申し上

げました簡易耐震診断とか、今森住宅、塩津住宅の

エレベーター改修なんかの公営住宅等ストック総

合改善、あと民間住宅の耐震改修に係る助成、そし

て老朽危険空き家の除却に対する補助、これらに伴

います国の補助金ということでご覧いただければ

なと思います。 

 その下、消防費補助金の社会資本整備総合交付金

７３万１，０００円、先ほど申しました土砂災害特

別警戒区域にある住宅等の移転、除却等と言いまし

た。これに対する崖地近接等危険住宅移転事業費と

いうことで、国からの補助金でございます。 

 ５２、５３ページをご覧ください。３段目の欄な

ります、土木費県補助金、住宅費補助金２５４万８，

０００円です。内訳は記載しておりますとおり、簡

易耐震診断とか民間住宅の耐震改修、そして、老朽

危険空き家の除却、これらに係る、これは県の補助

金というものでございます。 

 あと、一番下の欄にございます消防費県補助金、

災害対策費補助金２６３万４，０００円、先ほど申

しました、特別警戒区域にある、移転に係る、これ

は県の補助金の分でございます。 

 あと、６２、６３ページ、ご覧ください。一番下

の欄、諸収入、住宅資金貸付金元利収入ということ
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で１４５万１，０００円のうち１４３万円、説明欄

記載の上３つの資金です。これらの資金の係る貸付

金の元利収入ということで計上しとるものでござ

います。 

 あと、以上が主なものということですので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

 一応、債務負担、地方債等はございません。 

 建築住宅課分は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

○分科会長（清水  寛） 説明終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 何点か確認のために教えてい

ただきたいと思います。 

 ２７１ページの特定空家除却、１件を予定されて

いるというふうにお聞きしたと思うんですけど、ど

この場所とか、その辺は言うてもよろしいんでしょ

うか。教えていただける範囲で結構なんですけど。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 先ほど説明のときも

一応申し上げました。決定しとるわけではない、可

能性がちょっとあるということで、ずっと継続的に

除却に向けて調査だとか交渉だとか、もろもろいろ

いろやっております。場所、今、候補として検討し

ますのは日高町の鶴岡区いうところで、ちょっとい

つまでも置いとける状況にないかなという感じで、

今、いろいろずっと取り組んでおるんですけども、

もう最後、状況になったらこれでということを考え

ておるというものでございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） もう１点、２８１ページの土

砂災害対策支援事業費、この６００万円っちゅうの、

場所はどこなんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 場所等は特定してお

りません。これ制度、この補助金制度を入れまして、

先ほど申しました区域にございます住宅を除却、あ

と、除却して転居をする、新しい住宅に入る、その

ための経費、もしくはそこに住むんであれば、防護

壁を整備するとか、そういったものに対する、メニ

ューに対する補助なんですけども、昨年、一昨年も、

制度はＰＲ等もしとるんですけど、現実論、なかな

か家を手放して出ていくいう案件はございません。

ですので、これも予算、いつでも出てきても必要に

応じて、必要があれば、もしかしたらこれ補正で増

額せんなんという形で、申請受けて対応していくと

いうのが状況でございます。計画の予定はございま

す。今は、候補としては持ってません。申請があっ

て対応していくという考え方です。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） もう１点だけ、豊岡市の住宅、

先ほど説明あったんですけど、何団地あって定員ど

れぐらいで、今の入居率って、それぞれの団地ごと

に分かりますか。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 先ほどちょっと冒頭

で、現在、所管しております公営住宅、合わせまし

たら４０団地、管理戸数が９７０戸であります。ち

なみに全体的にいけば、それの入居率、全ての入居

率、現時点という捉え方していただければと思いま

すが、７８．６パーセントです。 

 そして、ただ、これは、先ほど言いました、一部

用途廃止予定という団地も含めての入居率になり

ますので、その用途廃止予定はもう当然だんだん減

るばかりの状態で、相当入居率は悪い状態がござい

ます。ですので、そこをもし外したら、一応形上、

３５団地の７７７戸、入居率が８６．２という数字

で今推移しとると。ちょっと３月の、１週間ほど前

の数字になりますけども、ような状況でございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） その団地によってなかなか条

件がいい言いますんか、立地状況がいい言いますん

か、なかなか入れないと、そういうとこも、希望が

あってもなかなか入れないというところもお聞き

してるんですけど、その辺は、やはり立地条件がい

いとこはもういつも満室状態なんでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 今、委員おっしゃい
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ましたとおり、大きな傾向といたしましては、やは

り旧１市５町ございます。１市５町でも旧豊岡市の

中がやっぱり一番希望は多い。５町と周りになって

くれば、やっぱり入居率も悪い。応募者もないとい

うとこもございますし、今言われたとおり、旧豊岡

市、それでも特に市内に近いとこほど、やっぱり希

望は、申込み集中しまして、正直言って、何年も待

っとってもらうという方もあるのはありますいう

のが現状でございます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） もう１点だけ、申請期間があ

ったと思うんですけど、その申請期間と随時の応募

はできるんかどうか、ちょっとその辺確認させてく

ださい。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 結局、先ほど言いま

した全部の住宅を対象にして、４月……。１日から

やっけな、いつだった。いつからだったか。ちょっ

と日付は忘れてしまったんですけど、広報なんかで

も予告やなんかいろいろかけるんですけど、４月か

ら全ての住宅の定期募集という形で、どこの住宅関

係なくして、希望者を一括して取りまとめるという

のを行いまして、５月に抽せん会的な形、その方を

対象にして抽せん会なんかをやっていくと。そこで、

もう既に抽せんで、結局集中しとるとこは順番がで

きますので、空いとる枠だけはもうその段階ですぐ

入っていただく段取りなりますし、そこで何人か入

っても満杯になってしまったといったら、抽せんの

優先順位の遅い方はそれ以降に空きが出るのを待

っていただくという形いうようなことです。先ほど

言いました抽せんして順番をまず決める、それが、

その段階から今度は随時募集ということで、先ほど

言いました、全ての団地がもう順番待ちというわけ

じゃございませんので、定期募集終わった段階でも

うすぐ随時募集いうことで、希望の住宅等を含めて

申し込んでいただく。その申し込んでいただいたと

ころが、先ほど言いました順番待ち状態のとこを申

し込まれるんだったら、定期募集の順番あった後ろ

に順番待ちで入っていただきますし、全然空いとる

とこだったら即入っていただく段取りをするとい

うような、２段階での１年間通しての入居の手配と

いうような形になっております。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 そのほかございますか。 

 米田委員。 

○委員（米田 達也） ２７０ページの老朽危険空き

家対策事業費、失礼、すみません、業務委託料の１，

００４万円ってあるかと思うんですけれども、そこ

２項目の内訳を教えていただきたいんですけども、

歳入で２６６．４万円っていうのが行政代執行のと

こに当たる費用なのかなと思ってたんですけども、

この内訳を教えていただきたいです。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） ２７１ページ、業務

委託料で言われましたね。２項目、先ほど説明の中

では計画策定と特定空家の除却等の業務いうこと

で行政代執行と言わせてもらいました。数字はちょ

っとあえて説明してなかったんですけども、あくま

でも特定空家の除却等業務ということでいってお

られます。これが３９９万円、これは対象物件の広

報のことは先ほどちらっと言わせていただきまし

たけども、あくまでもそれ程度の建築物を除却する

作業をしていただこう思ってという形で見積りな

んか取った中で、それぐらいの経費が要るんちゃう

かということでの金額を上げさせていただいとる

と。残額が計画策定業務のほうの金額ということに

なりますけどもいう形で、それで、国庫のほうであ

りました件は、先ほど言いました、これは別の金額

で、補助金、所有者の方が自ら空き家を除却、自ら

いうのか、どんな方でもいいんじゃなしに、特定空

家等の認定をかけた方が、厳しいけども補助金で何

とか除却するわというときに、国とかの補助金がつ

いてくるという補助金であります。行政代執行の件

は行政代執行ですので、補助金等はついてきません。

市の自腹いうとおかしいですけど、市の市費で執行

して、回収ができるんであれば、当人さんから回収

するしか手段がないというのが現状でございます。 
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○分科会長（清水  寛） 米田委員。 

○委員（米田 達也） ありがとうございました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

○委員（米田 達也） はい。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 空き家対策の話なんですけど

も、最終的、一生懸命やられてるのは分かるんです

けども、この事業をやって、やはり空き家が、特定

空家みたいなものが増えているのか、いや、事業の

効果が出ている、減ってきているとか、あるいは建

築住宅だけじゃなくて、環境経済がやってるような

空き家の再利用しましょうという、リフォームして

というような話も含めて、最終的に空き家ってまた

どんどん増えてるんですわ、この事業だけじゃとて

も追いつかないという話なのか、そこら辺のちょっ

と感覚が分からんのですが。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 今言っていただきま

した。一言で言いまして、空き家というのは、もう

正直言って、増えるばかりだと思ってます。ただ、

その空き家の中で、結局ただ単に人がたまたま住ん

でいないのも空き家ですし、また何年かしたらまた

帰ってくるわとかいうのもありますし、よく言えば、

ずっと不在でおられても、遠方からでも、例えば地

元の人に頼んでとかいうことも含めて、管理はちゃ

んと進んどると、ずっと人は住んでなくても、管理

は継続されとるという空き家もございます。一応私

らが一番気にしておりますのは、先ほども言いまし

た、誰も住んどらない、だから空き家なんですけど

も、最終的には特定空家という危険極まりない、本

来空き家、老朽化した中においても、空き家物件も、

あくまで個人の財産ですので、基本は個人のそれぞ

れの所有者の方なんかが管理して、危険があれば、

それもあくまでも、何かごとあったときは責任も行

きますよということもございますし、基本は本人さ

ん、所有者の方が原則です。ただ、それをもうほっ

とけない、どうにもならんというとこにやむなく、

特措法を背景にして、行政が手を出して、先ほど言

いました補助金の形ででも除却につないでいくと

か、どうにもならんのは、今まで所有者がないのは

略式代執行という形で行政自らが除却したという

のも、これ２件ほどある。いろんな手法取って、そ

ういう危険極まりないもんだけは行政も入ってい

って取っていくというのが現状でございまして、た

だ、特定空家というのも現実論、今までも１０件近

く、いろいろ市が関与してますけど、特定空家１８

件、今まで見てきて１４件、何らか除却につながっ

とるという状況でございますけども、ただ、潰して

も、次にまた危ないのが出てくるというのが現状。 

 ただ、それともう一つ、一番ご理解いただければ

と、先ほど出ました利活用という形、それは環境経

済のほうでいろいろそっちもやってます。それも大

きな、そういう危険な空き家につながるものを発生

させないために大事な展開だなと、一応役割分担と

して利活用してもらって、うちは危険極まりない特

定空家等、そこの除却ということで。ただ、これが

簡単げに、もっともっとできるんちゃうかいって言

われそうなんですけども、そういう物件というのは

もう所有者も分からん状態とか、交渉とかいうこと

で、なかなか１件潰すにもちょっと相当手間がかか

っとるというのが現状でございます。すみません、

しゃべっとったか。 

○分科会長（清水  寛） 石田委員。 

○委員（石田  清） 今、実は空き家といって、地

区によってはもうどんどん目立ってくるようなと

ころもあるんだし、全体的に空き家対策という施策

の中の全体像がまだちょっと見えないというか、そ

の状態が。ここの部分に対してはこういう対策を取

ってるんだとかいう、いろいろあるでしょう、さっ

きの利活用の問題もあるし、代執行まで行く問題も

あるし。全体的に、今、現状としてはどうなのかと

いうのが見えない。これが、特措法ができた前後で

これだけ変わってきとるとか分かれば、またそれも

いいですし。できれば、そういうことも分かるよう

なものができておれば、あるいは部分的にも分かる

ものがあれば、また教えていただきたいなという、

これ、要望です。 

 それからもう一つ、小さなことなんですけど、市
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営団地の中に、市営団地業務の中に、土地借り上げ

料というのが３２０万円ありますよね。一体これは

どういう土地なんでしょうか。上に建物が建ってる、

建ってない。 

○分科会長（清水  寛） 山本課長。 

○建築住宅課長（山本 正明） 市営住宅、旧１市５

町、市営住宅関係、それが今、現豊岡市での形で、

先ほど言いました４０団地ほどございます。その中

で駐車場、あと一部、市営住宅建っとるところその

ものもなんですけども、あと、一番は豊岡の大きな

団地で市営駐車場の敷地を借地しとると。とりわけ、

小さい、旧豊岡市以外のところはその大きな規模じ

ゃないんですけども、そういった一部、やっぱり借

地で住宅の用地と、駐車場の用地が一番大きいです

けど、を借地しとる分があるということで、それに

係る借地料の支払いというような形です。 

○委員（石田  清） はい、分かりました。 

○分科会長（清水  寛） よろしいですか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 以上で都市整備部の職員の方は退席いただいて

結構です。ご苦労さまでした。 

 暫時休憩します。再開は４時。 

午後３時４９分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時５６分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） そうしましたら、ただい

まから建設経済分科会を再開します。 

 それでは、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般

会計予算を議題とします。 

 次は、上下水道部に関する審査です。 

 当局におかれましては、新規事業、前年度から大

きな変更のあった事業及び主要事業等の議会説明

を要する事業について、その概要を簡潔にご説明願

います。 

 順番については、歳出、歳入、債務負担行為、地

方債の順にお願いします。 

 なお、説明に当たっては資料のページ番号をお知

らせください。 

 質疑は、説明が終わって後に課ごとに行います。 

 それでは、まず水道課から説明願います。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 第３２号議案、令和４年

度豊岡市一般会計予算のうち、水道事業関係分につ

いてご説明いたします。 

 一般会計予算書の２０５ページをご覧ください。

歳出でございますが、上の表の最下段、水道事業会

計負担金ですが、３億４，１２０万５，０００円を

予定しております。これは主に総務省の繰り出し基

準に基づいて、一般会計から水道事業会計へ繰り出

すものでございます。補助事業に対する一般会計か

らの負担金などでございます。 

 続きまして、歳入でございます。７５ページをご

覧ください。市債ですが、表の上段、保健衛生債の

水道施設整備事業債を、先ほど説明いたしました補

助事業に対する負担金の財源として、５，７９０万

円を予定しています。 

 続けて、１０ページをご覧ください。（「何ペー

ジですか」と呼ぶ者あり）１０。１０ページでござ

います。第３表地方債ですが、上から１６行目、水

道施設整備事業債を同様に５，７９０万円としてい

ます。 

 説明は以上でございます。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） 質疑を打ち切ります。 

 次に、下水道課の説明をお願いします。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 議案の説明に入ります

前に、このたび令和４年度の下水道事業会計予算書

のほうに、年間排水処理水量の数値に誤りがありま

したので、本当に申し訳ありませんでした。今後に

つきましては、このようなことがないように、より

一層確認やチェックをしてまいりたいと思います。

誠に申し訳ありませんでした。 

 それでは、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般

会計予算の下水道課に関係する部分について説明

をさせていただきます。 
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 まず、歳出から説明いたします。予算書の２０１

ページをご覧ください。説明欄、下から４行目、浄

化槽設置事業費補助金７９万３，０００円は、浄化

槽設置整備事業補助金交付規程に基づきまして、生

活排水処理計画で定める合併浄化槽区域内の専用

住宅への浄化槽設置に対し補助金を交付するもの

です。 

 次に、２６７ページをご覧ください。説明欄の一

番下、下水道事業会計負担金２５億１，３４５万２，

０００円は、総務省の繰り出し基準等に基づく下水

道事業会計への負担金を計上しております。 

 次に、歳入でございます。３９ページをご覧くだ

さい。説明欄、３つ目の枠の１行目、循環型社会形

成推進交付金２６万４，０００円につきましては、

浄化槽設置事業に係るもので、事業費７９万３，０

００円に対する補助率３分の１として計上をして

おります。 

 説明は以上です。 

○分科会長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ２０１ページの浄化槽の補助

金なんですけど、ちょっと対象とかそういう予定と

かあれば教えていただきたいと思います。 

○分科会長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 浄化槽補助金なんです

けども、実績といたしまして、２０２０年度、２０

２１年度については、申請がございませんでした。 

 対象となる区域といたしましては、公共下水道と

か農集排区域でない区域ということで定めており

ます区域でございまして、豊岡市でしたら伊賀谷だ

とか、竹野の川南谷だとか、そういったところが対

象となります。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 予定はないのに一応上げてる

という感じなんでしょうか。予算立てしてるという

ことだけでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） そのとおりでございま

す。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 全然また話が違うんですけど、

お願いなんですけど、これ資料、管路工事の予定箇

所と、そして、下水道の予定箇所図というのをここ

で頂いたんですけど、これはタブレットのほうにも

入っているんでしょうか。この委員会だけ頂くのも

ありがたいんですけど、議員皆さんが見れるように

タブレットの中にも入れていただきたいと思いま

すけど、いかがでしょうか。 

○分科会長（清水  寛） 小林さん、どうですか。 

○委員（西田  真） 事務局が受け付けて入れるよ

うな予定になってるかどうか、その辺はどうなんで

しょうかね。小林さんが答えていただいても結構な

んですけど。 

○分科会長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 今後につきましては、

今、委員がおっしゃられたように、タブレットのほ

うで前もって入れるようにさせていただきます。 

○分科会長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ぜひよろしくお願いしたいと

思います。こうやって丁寧にしていただくのは目で

見て非常にありがたいんですけど、こういうペーパ

ーなくなったりしますんで、タブレットの中にＰＤ

Ｆで入れていただければ非常にありがたいんで、よ

ろしくお願いしてきます。 

○分科会長（清水  寛） よろしくお願いします。 

 そのほかございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切

ります。 

 これで第３２号議案、令和４年度豊岡市一般会計

予算について、説明、質疑が全て終わりました。 

 本来ならここで第３２号議案に対する討論、表決

を行うところですが、順序を入れ替え、先に第４１

号議案及び第４２号議案を審査したいと思います。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。 

午後４時０４分 分科会休憩 

──────────────────── 
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午後４時０４分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 建設経済委員会を再開しま

す。 

 それでは、第４１号議案の審査に入ります。 

 第４１号議案、令和４年度豊岡市水道事業会計予

算を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 水道課、谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 豊岡市特別会計予算書、

２３３ページをご覧ください。水道事業会計予算で

ございますが、２３３ページから２３５ページまで

につきましては、本会議で部長が説明したとおりで

ございますので、詳細につきましては、予算実施計

画でご説明いたします。 

 ２３９ページをご覧ください。まず、収益的収入

及び支出でございます。収入ですが、水道事業収益

といたしまして２２億５，６６９万円を予定してい

ます。主なものといたしましては、その２つ下、営

業収益の水道料金１６億５，７９２万１，０００円、

その４つ下の雑収益、下水道使用料徴収等受託金５，

１０８万４，０００円でございます。営業外収益の

うち、一般会計補助金は、先ほど一般会計予算で説

明いたしました水道事業会計負担金の一部でござ

います。 

 ２４０ページをご覧ください。支出では、水道事

業費用といたしまして２１億６，４５９万円を予定

しています。営業費用は１９億２，３１７万４，０

００円で、主なものといたしましては、中段辺りに

原水及び浄水費の委託料といたしまして１億４，５

４１万８，０００円、これは佐野浄水場及び各浄水

施設等の運転管理業務等でございます。 

 続きまして、２４１ページ、配水及び給水費の中

段辺り、委託料５，２５１万１，０００円、これは

各配水施設の保守点検等でございます。 

 その３つ下、修繕費６，４２４万４，０００円、

これは漏水修理等に係る費用でございます。 

 続いて、２４２ページ、総係費の中段少し下、委

託料９，３１６万６，０００円、これは料金等賦課

徴収業務等でございます。 

 次に、２４４ページをご覧ください。資本的収入

及び支出でございますが、まず、上段の資本的収入

は６億５，０５３万９，０００円を予定しています。

企業債４億７，７９０万円のほか、一般会計出資金、

負担金、大見塚受水池・配水池改築事業等の補助金

を計上しています。 

 下段の資本的支出は２０億７，１５７万１，００

０円を予定しています。建設改良費は１０億９，５

４３万円を予定しております。うち工事請負費とし

て１０億３，５４２万５，０００円を計上してます。 

 お手元にお配りいたしました予定箇所図をご覧

ください。Ａ４判の令和４年度水道事業管路工事予

定箇所図という、ホチキス止めにさせていただいて

おります。資料１でございます。管路工事の予定箇

所を示しております。２枚目の資料２に施設整備の

予定箇所を示しております。 

 まず、資料１をご覧ください。管路工事の予定箇

所となります。赤の着色で国県関連事業箇所を示し

ておりまして、吹き出しで事業概要を示しておりま

す。 

 右の表には老朽管の更新事業の内訳を掲載させ

ていただいております。主なものといたしまして、

城崎・港給水区配水施設整備事業６，９８２万５，

０００円、右表の老朽管更新事業は１２月に上げさ

せていただいておりますゼロ市債９，８００万円を

加えまして、３億円を予定しております。 

 資料２をご覧ください。施設整備の主なものでご

ざいます。本年度より着手いたしました城崎地域の

大見塚受水池・配水池改築事業は令和７年までを予

定しております。総工事費１１億円で、本年度は１

億５，０００万円を計上しております。佐野浄水場

膜ろ過設備更新事業では、本年度２億７，２００万

円を、翌年度以降に９億５，７６０万円、債務負担

行為で計上しております。その他、竹野地域では青

井加圧ポンプ場の加圧ポンプの更新、日高地域では

岩中浄水場の既設浄水池の撤去、出石地域では城山

配水池耐震補強に係る詳細設計、但東地域では各施

設の監視に係るクラウド化での監視システムの更

新を予定しております。 
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 予算書のほうに戻りまして、２４５ページから２

４９ページ、こちらのほうにキャッシュフロー計算

書、給与明細書を添付しております。ご清覧をいた

だきたいと思います。 

 ２５０ページをご覧ください。債務負担行為に係

る調書でございます。水道料金等賦課徴収業務は以

前に設定したもので、老朽管更新事業はゼロ市債に

係るもの、水質検査業務及び水道施設運転管理業務

は次年度早期に実施するためのもの、佐野浄水場膜

ろ過設備更新事業は複数年度に及ぶ事業であるた

め、債務負担行為を設定するものでございます。 

 ２５２ページからは、予定貸借対照表、予定損益

計算書、注記を添付しております。ご清覧いただき

たいと思います。 

 なお、令和４年度の純利益につきましては、２４

５ページ、キャッシュフローの計算書、一番上にあ

りますとおり、１８２万７，０００円を予定してお

ります。 

 説明は以上でございます。ご審議よろしくお願い

いたします。 

○委員長（清水  寛） 説明終わりました。 

 質疑ありませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ２４０ページの運転管理、委

託料の分ですね、水質検査、これが運転管理で１億

円とか、水質検査が２，０００万円とか、設備保守

点検１，２０８万円ですか、かなりちょっと詳細に、

数も含めて、教えていただければと思います。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） すみません、施設等の内

訳ですけども、ちょっと手元にございませんので、

また、改めてでよろしいでしょうか。 

○委員（西田  真） 委員長、資料要求でよろしい

です。 

○委員長（清水  寛） そうしましたら、また、詳

細なものについては、資料として委員のメンバーの

ほうに提出いただきたいと思います。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） それから、同じページなんで

すけど、薬品料の滅菌とか水質検査とか、９９２万

円って書いてあるんですけど、これはどういう薬品

の部類なんでしょうか。ちょっと分かりやすく教え

ていただければありがたいんですけど、いかがでし

ょうか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 薬品の滅菌といいますの

は、いわゆる原水を消毒するための薬というふうな

形になろうかと思います。 

○委員（西田  真） それ分かるんです、薬品名は

どんな感じですか。 

○水道課長（谷垣 康広） 次亜塩素酸ナトリウムで

よかったと思いますけども。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 図面のほう見させていただい

て、老朽管の更新なんですけど、２，９６０メータ

ー、これ毎年これぐらいな距離でやっとられるんで

しょうか、どうでしょうか。多少前後はするんでし

ょうけど、大体そんな感じなんでしょうか、いかが

でしょうか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 昨年度よりは若干減って

おりますけども、おおむねでいきますと３キロから

４キロ程度というところでやっているところでご

ざいます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 毎年３キロから４キロという

ことをお聞きしたんですけど、この老朽管、どんな

感じの管で、更新は、今、どんな管になっとるんで

しょうか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 主には漏水事故の多いと

ころを選定してやっております。また、年度の古い

ものというところで、４０年度後半から５０年度前

半までのところの塩ビ管を入れております。 

 あとは、鋳鉄管であっても、鉛管の多くつながれ

ているところにつきましては、古いものについて更

新をかけるようにさせていただいております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 
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○委員（西田  真） 塩ビ管を、今の新しい管は何

ていう管でしょうか。何かいい管といいますか、そ

ういうのができとるという話を聞いたものですか

ら、いかがでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 資料の管種というところ

にＨＰＰＥということで表示させていただいてお

ります。これが配水用ポリエチレン管ということで、

いわゆる配水用のポリエチレン管でありますけど

も、メーカー的には１００年もつよというふうに言

われているものでございます。 

○委員（西田  真） この資料１のほうに書いてま

すか。 

○委員長（清水  寛） 字が小さい、読みにくい。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） 了解しました。ちょっと字が

小さくて見えにくかったんですけど、管種というと

ころを見たら、ＨＰＰＥというのが今の一番新しい

管ということで理解したらよろしいんでしょうか。

あとのＤＩＰというんですか、これはどんなもんな

んでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） ダクタイル鋳鉄管になり

ます。鉄製にはなるんですけども。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 鉄製のやつとか、そういうや

つはまだたくさん残ってませんか。といいますか、

昔の古い管で、何言いましたか、綿管じゃなしに、

何ていいましたか。名前ちょっと分からないんです

けど、そういうやつはまだまだたくさんある。これ

が何キロぐらい残っとるか、分かればさくっと教え

ていただければと思いますが、それは更新できるの

か、例えば５年後にはもうそういうのはなくなりま

すよとか、そういうのを分かれば教えていただきた

いと思います。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） お尋ねの分は石綿管のこ

とでよろしいかと思います。約１，０００メーター

弱ぐらい残っております。それにつきましても順次

更新はかけていきますけれども、長い距離で残って

いるところはほとんどございませんので、点在して

いるような状態ですので、周辺の更新と合わせた形

で更新をかけていきたいというふうに考えており

ます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） それはもう数年で更新できる

ということで理解したらよろしいでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 少し時間はかかるかもし

れませんけども、周辺の更新と合わせてということ

なので、少し時間はかかるかもしれませんけども、

できるだけ早い時期で更新できればというふうに

考えております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 舗装復旧いうの、数値はこれ

３３２０というのは、これ、何ぼとおっしゃいまし

たか。３億円っていうふうにおっしゃいましたか。

何ぼって言われましたか。ちょっと確認させてくだ

さい。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 延長でございます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 延長ですか。この舗装は大体

どれぐらいかかってますか、毎年、予算的に見ませ

んか、実績でも結構なんですけど。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 少々お待ちください。 

 前年度までに管路を布設いたしましたところの

本復旧工事ということで上げさせていただいてお

りまして、新年度につきましてはおおむね８，００

０万円程度、３億円のうちの８，０００万円程度が

舗装費の予定としております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 例年それぐらいなんでしょう

か。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 例年同程度としておりま

す。管路の布設に合わせたところですので、おおむ
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ね同程度になろうかと思います。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかありますか、よろしい

ですか。 

 竹中委員。 

○委員（竹中  理） ２５２ページ以降の予定貸借

対照表とか予定損益計算書、来年度の予定のやつが

入ってるんです。これは当然、新料金を値上げして

ない、今、現料金のっていう、でよろしいんですね。 

○委員長（清水  寛） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 現料金の予定で上げさせ

ていただいております。 

○委員長（清水  寛） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、質疑を打ち切り

ます。 

 討論はございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論を打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認めます。よ

って、第４１号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 続いて、第４２号議案、令和４年度豊岡市下水道

事業会計予算を議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 下水道課、榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 予算書、２６１ページ

をご覧ください。第４２号議案、令和４年度豊岡市

下水道事業会計予算について説明をさせていただ

きます。 

 上下水道部長が本会議場で説明したとおりです

が、私からは予算実施計画書で補足説明をさせてい

ただきます。 

 ２６７ページをご覧ください。収益的収入及び支

出ですが、収入では、下水道事業収益といたしまし

て５６億３，８９３万５，０００円を予定しており

ます。主なものといたしましては、営業収益の下水

道使用料１６億７，６９１万７，０００円、雨水処

理及びし尿処理に係る他会計負担金１億４，３４２

万８，０００円、営業外収益の汚水処理に係る一般

会計補助金２３億６，５４２万４，０００円、長期

前受金戻入れ１３億９，８６４万３，０００円、消

費税及び地方消費税還付金４，４４９万７，０００

円などであります。 

 ２６８ページをご覧ください。支出です。下水道

事業費用といたしまして４９億９１万２，０００円

を予定しています。営業費用の主なものといたしま

しては、管渠費では異常通報等の通信運搬費１，６

８１万６，０００円、施設維持管理などの委託料５，

２６３万７，０００円、施設の修繕費４，６０５万

９，０００円、ポンプ場費では施設の維持管理など

の委託料１，０４１万１，０００円、施設の修繕費

２，５５５万円。 

 ２６９ページに移りまして、処理場費では運転管

理や汚泥処理業務などの委託料４億６，８０１万３，

０００円、施設の修繕費８，８００万円、などです。 

 続きまして、２７０ページをご覧ください。総係

費では下水道台帳整備等の委託料１，１７６万６，

０００円、使用料徴収事務などの負担金５，２０７

万９，０００円などが主なものであります。 

 減価償却費では有形及び無形固定資産の減価償

却費３２億１，１６９万４，０００円を計上してお

ります。 

 営業外費用では企業債等の支払い利息５億３，０

４３万６，０００円が主なものであります。 

次に、２７２ページをご覧ください。資本的収入は

３７億１，６１６万８，０００円を予定しておりま

す。主なものといたしましては、企業債２５億６０

０万円、建設改良事業に係る国庫補助金１１億９，

０６０万円などであります。 

 ２７３ページをご覧ください。資本的支出は６１

億２，２１３万３，０００円を予定しております。

建設改良費の管渠施設事業費では、施設の統廃合、

長寿命化などの工事請負費９億８，２３５万円など

を計上しております。 
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 ２７４ページに移りまして、処理場施設事業費で

は処理施設長寿命化対策工事の工事請負費として

１２億７，６４０万円などを計上しております。 

 また、企業債償還金といたしまして、３６億９，

６０２万５，０００円を計上しています。 

 お手元に配付しておりますＡ３の資料のほう、ご

覧ください２０２２年度の下水道事業の予定箇所

図でございます。青色の枠で囲った箇所が統廃合事

業の予定箇所で、２０２２年度は港と城崎処理区の

統廃合工事、三方と清滝処理区の統廃合工事など、

１０か所で事業を行う予定としております。赤い色

の枠は長寿命化事業の予定箇所で、日高浄化センタ

ーや竹野浄化センターの長寿命化対策工事など、８

か所で事業を予定しております。オレンジ色の枠に

つきましては、雨水幹線整備や道路改良工事に伴う

下水管渠の移設工事など、６か所で事業を予定して

おります。 

 続きまして、予算書のほう、２８０ページをご覧

ください。債務負担行為に関する調書でございます。

債務負担行為のうち下水道維持管理業務は市内に

ある３２か所の浄化センター、２２か所の汚水調整

池及びマンホールポンプ場などの維持管理業務を

滞りなく、今年の４月１日からも行えるように計上

するものです。また、汚泥処理業務についても同様、

汚泥運搬業務が滞りなく継続できるよう、計上して

いるものです。 

 その他資料につきましてはご清覧ください。 

 説明は以上でございます。 

○委員長（清水  寛） 説明は終わりました。 

 質疑がございませんか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） ちょっと教えていただきたい

んですけど、水質調整池の運転業務とマンホールポ

ンプの運転業務、これ５６１万円とか３，４６２万

円、これもちょっと分かりやすく説明していただけ

ればと思うんですけど、どんなもんかという。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 水質調査につきまして

は、各処理施設から出ます放流水の水質検査、また、

処理してる水の、処理水の水質調査などを実施して

おります。 

 また、マンホールポンプの、失礼します、ちょっ

と確認なんですけど、２６８ページのマンホールポ

ンプの委託料についてでよろしいでしょうか。 

○委員（西田  真） そうです。 

○下水道課長（榎本 啓一） マンホールポンプの維

持管理業務いうことで、異常がありましたらそのと

きに見ていただいたり、運転が適正に行われるか、

そういった確認をしていただいております。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、ページ数言うの忘れたん

ですが、２６８ページの委託料の分のところで確認

をさせていただいとるんですけど、この汚水調整池

っちゅうのはどこにあるんですか、このマンホール

ポンプ、これは１か所ずつですか、それともたくさ

ん箇所があって、それも委託料ということでよろし

いんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） まず、汚水調整池でご

ざいますけども、現在、統廃合事業の実施しており

まして、浄化槽だったところを廃止して、そこの廃

止した箇所についてはもともと浄化センターで利

用してた機械電気器具なんかを大体大まかに不必

要なものを撤去いたしまして、次、そこのところ、

以前、統廃合する際にそこに集まってきた水を次の

処理区へ統合するために、汚水を運んでいかなけれ

ばならないということで、そこに廃止した浄化セン

ター内にポンプを設置しまして、ポンプ場として利

用しているという面がございます。そういった意味

で、汚水調整池と、ここには書かせていただいてる

んですけども、主な廃止した浄化センターについて

は、ポンプ場としての機能を持たせております。そ

れに加えて、いざというときのために汚水の流量を

調整する調整池としての役割も果たすものであり

ます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 失礼しました。私、水質って

言いましたね、ごめんなさい。汚水ですよね。ごめ
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んなさい、汚水です。 

 汚水調整池、これポンプ場といいますのか、そう

いう昔のやつを、それを汚水調整池いう感覚で、感

覚でって、そういう意味で言っとられるんですか。

ちょっと私分からないんで、ちょっと詳しく教えて

いただきたいということで質問させていただいた

んです。それ、マンホールポンプも含めてです。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 失礼しました。先ほど

の答弁の中で、私、浄化センターのことを浄化槽と

間違って申してまして、浄化センターを廃止した後

にポンプ場として機能を持たせて、汚水調整池と呼

んでいるということが一つ。 

 それと、マンホールポンプなんでございますけど

も、マンホールポンプ、各家庭から出た汚水を浄化

センターまでに流していく際に、坂道もありました

ら距離の長いとこもございまして、自然流下では行

けないとこ、できないとこについては、マンホール

ポンプで圧送をするという仕組みにしておりまし

て、マンホールポンプの数については、かなり多く

あります。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） すみません、理解しました。

ポンプアップするということは、下水道のほうで聞

いとったんですけど、それをマンホールポンプとい

う名前というのはちょっと私知りませんでしたの

で、その辺ちょっと質問させていただきました。 

 そして修繕費、同じく２６８ページなんですけど、

雨水幹線は、これ山田川と福田幹線の分でよろしい

か、確認させていただきます。それ以外もあるかど

うかですね。 

 そして汚水管渠、３，８５５万円ちゅうの、これ

はどれぐらいな延長なんでしょうか、確認させてく

ださい。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） まず、雨水幹線のほう

の修繕費なんですけども、主なものといたしまして

は、下水道課で管理しております雨水幹線の土砂の

しゅんせつ、かなり、１年、２年たちますと、土砂

がたまるところもございまして、そういった箇所の

しゅんせつ費に充てております。が、主なものです。 

 それとあと、汚水管渠なんですけど、修繕延長と

いうか、下水道のマンホールなんか結構、周りの沈

下だとかいうことがあって、マンホールポンプは下

げたりだとか、高さの調整が必要な箇所もかなり年

間出てきます。 

 それとあと、ポンプにつきましても、ポンプの耐

用年数、基本は８年なんですけど、実際は十数年は

もちます。それにしても、数が多いもので、毎年か

なりの数が取替え等、必要となってきます。それに

係る費用をここで計上しております。以上です。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） ここに書いてある雨水幹線い

うのは、今言った山田川とか福田幹線以外にもある

んですか。いや、今年度、ここの予定である４つは、

山田川と福田幹線以外にもあるんですか。その辺を

確認させていただきたいということで質問したん

です。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 工事のほうでは、今、

委員おっしゃられたところだけなんですけども、今

までに工事をしているとこもありますんで、そうい

った箇所の維持管理も下水道課のほうでやってお

りまして、そのための修繕費でございます。 

○委員長（清水  寛） 西田委員。 

○委員（西田  真） 理解しました。汚水管渠いう

のは、今言われたポンプとかその辺、もろもろも入

ってくるという理解でよろしいんでしょうか。 

○委員長（清水  寛） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） はい、そのとおりでご

ざいます。 

○委員（西田  真） 結構です。以上です。 

○委員長（清水  寛） ほかにございますか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） 討論打ち切ります。 

 お諮りします。本案は、原案のとおり可決すべき
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ものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） ご異議なしと認めます。よ

って、第４２号議案は、原案のとおり可決すべきも

のと決定しました。 

 以上で上下水道部の職員の方は退席していただ

いて結構です。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。 

午後４時３６分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時５０分 分科会再開 

○分科会長（清水  寛） それでは、建設経済分科

会を再開します。 

 それでは、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般

会計予算の討論、表決を行います。 

 討論ありませんか。 

 須山委員。 

○委員（須山 泰一） 質疑でも述べましたが、コウ

ノトリ但馬空港利用促進協議会への補助金６，００

０万円について、半額に近い補助率が約３０年も続

いているということで、うちの会派では毎回補助率

の削減を求めております。その立場で、不同意を表

明します。以上です。 

○分科会長（清水  寛） それでは、ほかに。 

 石田委員。 

○委員（石田  清） 座ったまま失礼します。 

 今回、３２号予算につきましては、経営方針、そ

れから地方創生事業の計画、その他いろんな計画に

基づいて着実に進めると、市長は替わりましたけど

も、その点、継続性ということも頭に置きながら、

変えるところは徐々に財源を伴いながら変えてい

くということで、いい予算になっているんじゃない

かなというふうに思っております。 

 そして、今、須山さんのほうが言われました空港

の件につきましては、担当課のほうからもお話があ

りましたけども、２分の１近い予算、これについて

の判断は市としてももうやってるわけでして、これ

について反対だと言われましても、それ以上の削減

という、ただそれだけの話で、それをペケにすると、

不可にするということもできません。 

 したがって、全体を通して、それから、空港の話

も通しまして、重要なインフラですから、今後、空

港についてはまだまだ利用促進進めていかなきゃ

いけませんし、滑走路の延長等を図っていかなきゃ

いけません。東京便も考えていかなきゃなりません。

そんな中で、この予算につきましては、それなりに

妥当な線が出されているというふうに思いますの

で、私は賛成の討論をさせていただきます。 

○分科会長（清水  寛） そのほかにございません

か。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、討論を打ち切

ります。 

 賛成、反対の意見がありますので、挙手により採

決いたします。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（清水  寛） 賛成多数により、第３２

号議案は原案のとおり可決すべきものと決定しま

した。 

 本日、第３２号議案、令和４年度豊岡市一般会計

予算の説明、質疑、討論、表決が終わりました。本

議案について、当分科会として付すべき意見、要望

がありましたらご発言願います。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） それでは、特になしとい

うことで、次に、分科会長報告についてであります

が、特にないということですので、特になくていい

ですね。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（清水  寛） ここで建設経済分科会を

閉会します。 

午後４時５４分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後４時５４分 委員会再開 

○委員長（清水  寛） 建設経済委員会を再開いた

します。 
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 本日、第４１号議案、令和４年度豊岡市水道事業

会計予算及び第４２号議案、令和４年度豊岡市下水

道事業会計予算の説明、質疑、討論、表決が終わり

ました。 

 委員会として付すべき意見、要望がありましたら

ご発言願います。ないですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） そうしたら、なしというこ

とで、そのほか、委員の皆さんから何かございます

でしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（清水  寛） それでは、ないようですの

で、以上をもちまして本日の建設経済委員会を閉会

します。 

 なお、次回の委員会は明日１５日火曜、午前９時

３０分から、ここ、第３委員会室で行います。 

午後４時５５分 委員会閉会 

──────────────────── 


